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Prologue　開かれた扉






〝新たな時代にこの地を訪れた者よ──

　神性都市へ向かう者に、我々は一つの警告を残す〟




　忽こつ然ぜんと。

　地響きをともなう大音量で響きわたる厳かな声。

　それは、少女が見上げる城じよう砦さいから生まれた声だった。扉の表面に空いた極小の孔あなから、にじみ出るように言葉が紡がれていく。




〝神性都市の滅亡の記録──〟

〝かつて「光り輝くもの」に対抗するため、異界より召喚された三体の精霊がいた。この精霊は世界に顕現する際に姿を変えた〟

〝現在の竜、天使、悪魔の起源である〟

〝だが我々は気づくのが遅すぎた。制御しきれぬ希望は、絶望と同じということを〟

〝神性都市を破壊した『三起源』を解きはなってはならない〟




　やがて扉が沈黙した。

　大気を震わせる声がピタリとやんで、あれだけの大声量が噓うそであったかのように、場に静寂が満ちていく。

「……警告ですって？　何百年ぶりかの来客でしょうに、ずいぶんと物々しい歓迎ね」

　もはや扉が声を発することはあるまい。

　金色の法ほう衣えをまとった少女がそう判断したのは、扉が沈黙して優に一分以上も経たってからのことだった。

「三起源といったかしら。聞くかぎり、三種族で最初に召喚された三体らしいけど」

　かぶっていたフードを外す。

　あらわれた面立ちは、年齢にして十六か十七であろう少女のものだった。

「聞いたこともなかったわ。聖地カナンの碑文にも残されてない神かみ代よの時代、その始祖たち……神性都市シィエラミリスを破壊した張本人ですって？」

　聖エリエス。

　生まれながらに精霊と交信する力を有し、現代最後の古代詠唱士エイシエンターとして知られている。そんな彼女が、後方の人物へとふり返った。

「シオン、あなたは最初から知ってたの？」

「いいや全然」

　緊張を感じさせない穏やかな声こわ音ねで。

　そこに立つ金髪の剣士が、飄ひよう々ひようとした表情で答えてみせる。

「僕ぼくもキミと同じさ。ここを訪れた一度目にも同じ警告を受けて、そこで初めて今の事実を知った」

「それはいつ？」

「二週間くらい前。その時は素直に引き返したよ。神性都市に入るにしても準備が必要だと感じたからね」

　微笑を返す剣士。

　年齢は二十を少々過ぎた頃だろう。

　肩に触れるほど伸ばした金髪は絹糸のように流れ、線の細い面立ちは男性の頑強さとは程遠く、むしろ女性的と言っていいほどに優しげだ。

「およそ一月前。あの世界異変によって世界中の地盤が大きく動いた。この場所もそれがなければ海の底に沈んだままだっただろうね」

「ええ」

「だからそれまでは、僕も三起源なんてものを具体的に知る機会がなかった。とはいえ、これまでの遺跡巡りでそういう類たぐいがいることには目星がついていたけど」

　剣聖シオン。

　覇は都との騎き士し王おうゼルブライトとならび、現代最強と謳うたわれる若き天才剣士である。

　エリエスの知るかぎり、この男が取り乱したり声を荒らげるという姿は過去に例がない。それは今この場においても同じことだ。

　が──

　いつからだろう。

　彼の瞳ひとみがいつになく険しいものになっていると、そうエリエスが感じたのは。

「シオン」

「うん」

「……精霊が怯えているわ」

　エリエスの横髪が、一房、ふわりと舞い上がる。

　人間の視力では、真昼であっても目を凝らさねばその存在に気づかないだろう。彼女の肩には、碧あお色の羽根をした小人がしがみついていた。

『……イヤ。怖イ』

「この城じよう砦さいを見てからよ。風の始原精霊シルフが危ないって言ってるわ」

　本来、エリエスに懐いている精霊は二体である。

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネ。しかし後者は現状、ある少年の旅に同行したいと言ってエリエスの下を留守にしていた。

　……肝心のレンは、エリーゼを探しに聖地カナンの海に向かっているはずだけど。

　……無事かしら。

　しかし彼の心配よりも、今は自分の身の心配を優先するべきかもしれない。

　エリエスについている精霊は風の始原精霊シルフ一体きり。それがここに来た途端、震え上がって動かなくなってしまったのだ。

　この精霊は、いったい何を感知したというのか。

「ちょっと異常よ。こんな動けなくなるほど怖がるなんて」

「それだけ核心に近づいているのかもね」

「……精霊の怯おびえの理由に？」

　だとすれば。

　たとえ風の始原精霊シルフが怖がっていても引き返すわけにはいくまい。

　怯えているのは風の始原精霊シルフだけではないのだ。エリエスの知るかぎり、ここ数年で、精霊が怯えているという事象が世界中で報告されている。

　この世界すべての精霊たちの為ために。

　精霊信仰の指導者として、エリエスにはその原因を解明する義務がある。

「望むところよ。そのために来たんだもの。……多少の危険があったとしても」

「君が一緒に来てくれて心強いよ。なにせここは精霊信仰の発祥の地だ。精霊の協力なくして進むことはできないと思う」

　剣聖が正面にふり返る。

　この先にあるという神性都市シィエラミリスは、千年以上もの昔、古代召喚術エイシエントの応用によって有史以来最高の栄華を誇ったとされる伝説の都だ。

「確かめなくちゃいけない」

　城じよう砦さいを見上げるシオン。

　その手に、一対の光り輝く精霊剣を携えて。

「急ごう。発見が遅れれば、今度こそ世界が終わるかもしれない」

「三起源のこと？」

「…………」

　それに無言を貫いたまま。

　もっとも英えい勇ゆうに近い男──世界中からそう賞賛される剣士は、神性都市の扉に触れた。
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「……おかしいな。どうしてだろ」

　顎あご先さきから滴したたりおちる汗。

　ここに到着して一時間程度だというのに。

　降りそそぐ強烈な直射日光のせいで肌が焼けるように熱く、汗が止まらない。

「俺おれ、さっきまで灰かぶりの町にいたはずだったのに」

『ええそうですとも。レン様、あそこは寒くて仕方ないと仰おつしやってたじゃありませんか』

「言ってたよ」

『よかったですね。ここならそんな心配は要りません』

「そうだなぁ……そのかわり、このとんでもない暑さで意識が朦もう朧ろうとしてきたけど」

　歩いても歩いても終わりが見えない。

　赤い砂と、奇妙な黒色の砂とが入り混じった奇妙な砂地。それがうずたかく積もって、レンが見上げるほど巨大な砂丘を形成している。

　砂漠。

　いま自分は砂漠のどこに立っているのだろう。

　そもそもこの砂漠が、世界のどこの大陸にあるのかもわかっていないのだ。

「おかしいなぁ」

　もう一度。

　目の前を浮遊する小人にしっかりと言い聞かせるつもりで口にした。

「俺、どうしてこんな砂漠をさまよってるんだろ」

『ええと……』

「『これが神性都市に続く扉です。さあレン様、今こそ扉を開ける時です！』って、誰かさんが自信満々にそう言うから触ったのに。まさかその扉に変な仕掛けがあるとは思わなかったなぁ」

『ぎくぅぅっ!?』

　空中で身をこわばらせたのは、レンの掌てのひらに乗る大きさの少女だった。

「扉を開けるのに失敗して灰かぶりの町から強制転移させられてさ。その挙げ句、どこの大陸かもわからない大砂漠のど真ん中に落とされて」

『あぅぅぅ……』

　バツの悪そうな表情で小人の少女が後ずさる。

　──世界録アンコールの住人ナスターシャ。

　薄地のドレス一枚という軽装で、半透明な肌は向こう側がほんの少し透けている。

　彼女自身の蒼あおの長髪が背中のあたりで翼のかたちとなって、その翼を羽ばたかせて宙を浮遊するという一風変わった空飛ぶ少女。

　神性都市の案内なら任せろと豪語した張本人でもあるのだが、まさかこの期に及んで、彼女も知らない装置があるとは思わなかった。

『ねえレン様、恥を忍んでお聞きしたいのですが……』

「うん」

『ここ、どこでしょう』

「俺おれが聞きたいよ」

　砂に半分埋まった靴先を持ち上げて、レンはがっくりと肩を落とした。

　そう。

　事の始まりは灰かぶりの町、すなわち隠者の町カナンでの出来事だった。




〝新たな時代にこの地を訪れた者よ──

　神性都市へ向かう者に、我々は一つの警告を残す〟




　隠者の町カナン。

　神性都市を脱出した精霊信仰の民が興した隠れ里だが、この町の奥には、天まで伸びた城じよう砦さいが存在していた。

　この壁をへだてた先に伝説の神性都市シィエラミリスがある。

　そこでレンが、無警戒で城壁の扉に触ってしまったのが誤りだった。

　……ナスターシャが「開けてみましょう」って言ったから。

　……俺もつい安心しきってたんだよな。

　世界録の住人ナスターシヤとて全能ではない。神性都市で生まれたとはいえ、その全容を知っているわけではなかった。

「ナスターシャにも知らないことがあったんだな」

『そ、それは誤解ですレン様！』

　両手を広げたナスターシャが必死の訴え。

『確かに私、神性都市のことはお任せあれと言いました。ですが……』

「ですが？」

『あの仕掛けのあった扉を抜けてからが神性都市の領地です。あの扉は、灰かぶりの町に設置されていたものであって神性都市とは無関係。つまり私が扉の仕掛けに気づかなくてもまったく問題ありません』

「問題だらけだろ!?」

　これみよがしに溜ため息いきをつき、レンは大きく天を仰いだ。

「あぁ……とにかく大陸を歩きまくって死に物狂いでキリシェを見つけてさ。そこから海を渡って聖地カナンに着いて。今度はエリーゼを探しに海底神殿に潜って、そこから灰かぶりの町に転移した先でようやくエリーゼも見つけて。これで最後にフィア先輩を見つければ旅団パーテイも元通りだって思った矢先に。まさか砂漠横断なんて苦行が……」

『こ、この砂漠にフィア様がいるかもしれませんよ？』

「……だといいな」

　重たい足に鞭むち打うって、砂丘の頂上へ上りつめる。

　少しでも見晴らしのいい場所で見渡せば何か見つかるかもしれない。そんな淡い期待は、あっさりとうち砕かれた。

　砂以外の何もない。

　どこともわからない大砂漠で、レンは完全に現在地を見失っていた。

「レンー、レンー」

　ふと陽気な声が、レンの立っている砂丘の下から。

「どう？　何かあった？」

「いいや何も……キリシェが戻ってくるのを待つしかないと思う」

「そっかそっか。ま、アタシはこのくらいの暑さなら冥めい界かいで慣れっこだし」

　褐かつ色しよくの肌をした幼女が、炙あぶった鉄板のような熱砂の上に平然としゃがみこむ。

　先代魔王エリーゼ。

　無邪気であどけない顔立ちに、大粒で天てん真しん爛らん漫まんな瞳ひとみ。見た目は十歳そこそこだが、その正体はかつて冥界を支配していた魔王である。

「う……でもちょっと休もっかな」

　そんなエリーゼが、座りこんだ勢いそのままに寝ころんだ。

「まだ目眩めまいがするの……」

「力を消費しておられますから無理もありません」

　倒れたエリーゼを抱き起こしたのは氷の将しよう魔まルルだった。

　褐色肌のエリーゼと比べ、こちらは透きとおるほどに白い肌。落ちついた物腰に、深く澄んだ青髪が印象的である。

　魔王宮の家政婦長ハウスキーパーとして現魔王に仕える彼女。しかし実は幾度もの転生によって身分を隠した初代魔王であるというのはレンとルルの秘密になっている。

「つかまってください」

「……うん」

　エリーゼを背中におぶって、ルルが砂丘を登ってくる。

「しかし本当に消耗してらっしゃいますね。時の始原精霊カナンとやらはそこまで強力でしたか」

　無言で、こくんと頷うなずくエリーゼ。

「そうですか。では、なおさらレン様に御礼を言わねばなりません。エリーゼ様を捜しに大陸を渡って、こうして救出してくださったのだから」

「無我夢中だっただけだよ」

　頭を下げるルルに、レンは手を振って応じてみせた。

　灰かぶりの町──

　あの町に降り積もる灰には、取とり憑ついた精霊を凶暴化させる力があった。その結果が、時の始原精霊カナンとの激戦だ。

　……とんでもない相手だったもんな。

　……凶暴化した精霊があんなに強いっていうのも予想外だったし。

　レンもエリーゼも、戦いの疲労が癒えずに残ったまま。

　特にエリーゼ。

　彼女は、魔王再誕の禁呪を使ったことで今もこうして消耗しきっている。

「だけど強かったのは時の始原精霊カナンそのものじゃなくて。時の始原精霊カナンが変身した相手の方だったけど」

「ええ。精霊シィエラミリスという話でしたね。……そこまで？」

「強さの次元が違ったよ。俺おれが知ってる中だと沈黙機関の姫フイオラとも遜そん色しよくないんじゃないかってくらい」

　あの無敵を誇る英えい勇ゆうエルラインが、唯一引き分けに留とどまったのが沈黙機関の姫フイオラだ。

　しかしレンが対たい峙じして肌で感じた脅威として、精霊の女王シイエラミリスの力はそんな沈黙機関の姫フイオラにさえ比肩しうるように思えた。

「ですがレン様？」

　エリーゼを背負うルルが訝いぶかしげに眉まゆをひそめて。

「それだけの強さを誇る精霊の女王シイエラミリスが、神性都市に囚とらわれているというのですか？」

「……ソレだよ。俺が引っかかってるのは」

　砂の丘に霊剣ヴィエルジュを突きたてる。

　なかばまで埋まった剣の柄に手をのせて、レンは地平の先を見通した。




〝この道の先に──〟

〝我が声を聞く人間よ。囚われし我が友シイエラミリスを……どうか……〟




　正気に返った時の始原精霊カナンの言葉。

　精霊の女王シイエラミリスの居場所は神性都市。最大最強の精霊であろう女王が、今もあの都市に捕らえられているというのだ。

　……精霊の森で、たくさんの精霊たちが不安がってたもんな。

　……精霊の女王シイエラミリスがいなくなったって。

「行方不明だった精霊の女王シイエラミリスの居場所が判明したのは良かったけど、さ」

　一方で腑ふに落ちないこともある。

　精霊信仰が盛んであった時代の神性都市は、精霊の女王シイエラミリスを敬っていたはずなのだ。

　その精霊が捕らえられている？

　なぜ。

　そしてそれ以上に、どうやって？

「まだ信じられないよ。あんなにデタラメな強さの精霊を、どうやって閉じこめることができるんだって」

「……真実か否いなか、実際に向かってみなければわかりませんね」

　神妙な面持ちでルルが相づち。

　と、それを受けて途端に元気になったのが頭上を浮遊する小人だった。

『そう！　そうですともレン様！　神性都市に行かねば解決できない謎なぞは山積み。ならば、灰かぶりの町での私の判断もごく当然のことでしょう』

「なにがさ」

『ですから、あの扉を開けてみましょうというさっきの話です！』

　両手を振り回しながら声を大にするナスターシャ。

『つまり私は──』

「私は？」

『悪くない……はず、です。……い、いえ。ちょっとは責任も感じてますよ？　不注意なご提案をしてしまったのは私ですし。ええとそのぉ』

　言葉尻がみるみる弱気になっていく。

『あの、私だってビックリだったんです。だって扉に触れるまで何の力も感じなくて……もし怪しい力を感じたら、私だって罠わながあることくらい感知できたはずなんです』

「まあそうだよな。さっきその理由も聞いて納得してるよ」

　神性都市への扉に法力が込められていることはなかった。

　その逆──

　扉を開ける動力として膨大な法力が必要だったのだ。

『まさか扉を開閉する動力に、三種族の法力が用いられていたなんて。私もあの起動型の扉は初めて見ました』

「簡単には開けられないように？」

『はい。おそらく例の三起源を都市外部に出さないための仕掛けかと』

　想像して然しかるべきだった。

　神性都市で召喚されて、灰かぶりの町に灰を降らし続ける元凶『異物』。

　そして神性都市を滅亡させた三起源。これは最初に召喚された竜と天使と悪魔であり、いわば三種族の始祖たちであるという。

　……沈黙機関とその四体か。

　……神性都市に向かった先で脅威になりそうなのは。

　特に三起源は、神性都市が滅亡した直接の原因になった怪物たちだ。封じこめる仕掛けがなければとっくに外へ飛びだしていたことだろう。

「扉を開けるための動力は三種族の法力。ってことは竜と天使と悪魔が集まっていないと扉は開かないんだろ。厳しいな……」

「今回の場合、レン様にとって不運もありました」

　言葉を継ぐルル。

　背中で寝入ったエリーゼを起こさないためだろう。普段の会話も物静かな声ではあるが、今はいつにも増して控えめな声量で。

「神性都市に入るためには三種族の力が必要とのこと。これが一般的な人間の旅団パーテイであれば扉の開放は至難を極めたでしょうが、レン様にはこのとおり悪魔を代表してエリーゼ様がついておられます。それに竜も」

　そう。

　三種族のうち、竜と悪魔はキリシェとエリーゼがいる。そして天使も、これが一月前だったならまったく問題はなかっただろう。

「神性都市への扉を開けることは、レン様にとって難しいことではなかったはずなのです。あの大天使さえ行方がわかっていれば」

「フィア先輩か……」

　終しゆう焉えんの島で消息を絶って以来、大天使フィアの動向は今もわかっていない。

　キリシェとエリーゼは同じ種族の仲間たちが居場所を知っていた。フィアに限っては、女神レスフレーゼですら居場所が摑つかめていないという。

「大きな都市でフィア先輩のことを聞いてみるとか、あとは──」

　そう言いかけて。

「……っ、あれ？」

　不意の目眩めまい。

　腰の力がすっと抜けて、レンは砂地に片かた膝ひざをついた。

「レン様？」

「おかしいな、なんだこれ……」

　奇妙な脱力感がある。

　視界がぼんやりと霞かすんで、立ち上がろうと思っても力が入らない。

「砂漠のせいかな。この暑さと日ひ射ざしだし」

「いえ。実は……お尋ねしようかと思っておりましたが、ここに転移する前からレン様の顔色が悪いように見えました」

　不安げな声こわ音ねで、ルルがおずおずと口を開いた。

「いつからというと私にも自信がないのですが」

「灰かぶりの町で？」

「いいえ」

　躊躇ためらうような間を置いて。

「聖地カナンでお会いした時にはもう、レン様の顔色が優れないように思えました」

「……そんな前から？」

「察するに、だいぶ無む茶ちやをされたのではないですか」

　自らも砂に膝ひざをつくルル。

　真っ赤な満月を想おもわせる瞳ひとみに間近で見つめられて、レンは口をつぐんだ。思い返せば、ルルの指摘に引っかかる節もある。

　……気、張りつめっぱなしだったもんな。

　……そういえば無茶してたのかも。

　キリシェとフィアとエリーゼと。

　四人が全員一緒の時は野宿であっても交代で休めたし、世界録アンコールを探す旅もどんな強敵が相手だって心強かった。

　今は違う。

　そんな彼女たちを自レ分ンが見つけださなくてはいけないのだ。

「ここに来るまでに神かみ代よの獣とも遭遇したと聞きました。私の知るかぎり、レン様はそこからほとんど間をおかず海底神殿で神殿獣テイアマトと戦って、先の灰かぶりの町でも時の始原精霊カナンと連戦されています」

「……うん」

　傷が癒える間もなく、体力を回復する休息も惜しんでここまで来た。

　無理を続けてきた肉体も限界を迎えておかしくない。それが今だっただけのことなのだろう。

「やはり不運と言うほかありませんね。ここに転移する前の灰かぶりの町なら、まだ家屋の跡で休むことができたのですが、あいにくこの砂漠では……神性都市で生まれたと言いながら神性都市の罠わな一つを感知できない役立たずさんのせいで」

『ご、ごめんなさいですっ!?』

「反省なさい」

『ごめんなさいぃぃっ！』

　ルルの一ひと睨にらみでナスターシャが逃げていく。

　さすがは初代魔王。こういうところは容赦ない。

「いずれにせよ、どこか休む場所を探さなくてはいけません」

「キリシェと魔王が何とかしてくれるといいけどな……」

　この場にいるのはレンとナスターシャ、それにエリーゼとルルだ。

　残る二人。灰かぶりの町から一緒に転移してきたキリシェと魔王ヴェルサレムは、共に出かけてしまっている。

「キリシェが竜に戻って砂漠を飛んでくるって言ったきり、まだ戻ってこないし……」

「それだけこの砂漠が広いのでしょう」

　砂漠の出口を見つけてくると言っていた。

　しかしキリシェと魔王が戻ってくるまで、この殺人的な気温と日ひ射ざしを耐え続けるのは人間の身にはかなり過酷と言えるだろう。

　……ルルもエリーゼも悪魔だから平気そうだし。

　……この中じゃ、どう見ても俺おれが真っ先に暑さでやられそうだよな。

　唇が乾いてひび割れて、喉のどもカラカラに渇いて痛みさえ覚える。にもかかわらず飲み水は既に底をついた後だ。












「ルル。まさかと思うけど飲み水なんて持ってない？」

「申し訳ありません。私にできるお力添えはこれが精一杯で」

　ルルが右手を掲げる。

　その手元に氷の結晶が生まれるとともに、心地よい冷気が頰ほおをなでた。

「私の氷は法力で生みだしたもの。時間が経たっても消えるだけで、自然の氷のように水に変わるということはありません。せいぜいこの熱気をやわらげることしか……」

「いや、ありがとう。だいぶ楽だよ」

　意識が遠のくほどの熱気が鎮まっていく。

　とはいえ頭上から照りつける日ひ射ざしだけはどうしようもない。ルルが氷の壁を作っても、日光は氷をすり抜けてしまうからだ。

　と──

『ネエネエ』

　地につけた膝ひざ先さきに、誰かの手がふれた。

『元気、ナイ？』

「……ああ、土の始原精霊ノームか」

　茶ちや褐かつ色しよくの外がい套とうを着た精霊だった。

　フードを目ま深ぶかにかぶった小人で、身長は小型の猫ほどだろうか。

『元気、ナイ？』

「ん。いや、心配ないって」

　砂地に腰を落としたまま両手を広げてみせる。まさか精霊にまで身体からだの具合を心配されるとは思ってもみなかった。

「ほら。元気だろ？」

『…………ワカッタ！』

　精霊が小さく跳びはねた。

　はて何がしたいのか。その仕草にレンとルルが首を傾かしげる前で、土の始原精霊ノームが足下の砂を摑つかんで宙にばらまいた。

『作ルヨ。タクサン！』

「うわっ!?」

　レンのいる砂丘が大きくふるえた。

　盛り上がっていた砂の丘がみるみる低く平らになっていく一方で、その分の大量の砂が寄せ集まって巨大な人形を形成していく光景が。

「砂巨人ゴーレム……？」

「レン様、これは壁です。日光を遮るための壁として砂巨人ゴーレムを作ったのかと」

　精霊の意図を、真っ先に察したのはルルだった。

　六体もの砂巨人ゴーレムが互いに肩を組んで動かなくなる。その大きな背中が日ひ射ざしを遮って、影となった場所がひんやりと薄暗い。

　さらに──

『水の音を感じます』

　ぽちゃん、とレンの足下で水みず飛沫しぶきが跳ねた。

　蒼あおく透きとおった水が砂上に溜たまり、それが少女の身体からだへと変わっていく。

「水の始原精霊ウンデイーネまで？」

　もともとは聖地カナンでエリエスに懐いている精霊だ。

　それがエリーゼを探すにあたって同行したいとついてきて、海底神殿から灰かぶりの町、そしてここまでついてきた。

『地の底に流れる水。そよぐ音に耳を澄ませて』

　精霊の言葉の意味をしばし考えて。

「……ひょっとして地下水？」

『そう。この乾いた地にも水の力は届くのです』

　レンの目の前の砂が、まるで噴火のように小さく盛り上がった。

　最初は砂だけがサラサラと宙に舞い上がっていたものの、数秒の後に、そこに水飛沫がまじりだす。

　砂と水がまじりあった噴出が、間もなく綺き麗れいな噴水となって──

　一人分の水場オアシスが形成されていた。

「これは」

　指先に水滴をつけて、それを恐る恐るルルが舐なめてみる。

「すごい。レン様、とても綺麗な水です。地層のなかで濾ろ過かされていったのだと思いますが、これほど飲み水に適したものが砂漠で手に入るなんて」

「……これ、俺おれのために？」

　水の始原精霊ウンデイーネがにこりと微笑。

　その隣では土の始原精霊ノームと、さらに紅ぐ蓮れんの翼をもつ火ひ蜥蜴とかげ──火の始原精霊サラマンダーまでもが、火の粉をまといながら宙に現れた。

『お返しです』

「……俺に？」

『時の始原精霊カナンを解放してくれたこと』

　水の少女が会え釈しやくして。

　その両脇の精霊二体も、ウンウンと何度も大きく頷うなずいている。

『精霊なかまを助けてくれた。だからあなたのことも精霊なかまと同じように接します』

　砂巨人ゴーレムによって日ひ射ざしを防ぎ。

　地下の水脈から湧き水を掘り起こす。

　それは確かに、気まぐれで移り気という精霊の本質からは考えられないほど手厚い振る舞いと言えるだろう。

「でも俺おれだって力を貸してもらってばかりだし……お互い様だから」

　感謝というなら自分がまさにその心境だ。

　時の始原精霊カナンの解放も当然。返しきれないほどの恩恵に応こたえたまでのこと。

『もう一つ』

　水の始原精霊ウンデイーネがじっとこちらを見つめてきた。

『シィエラミリスを見つけてくれると約束してくれました』

「……ええと。それ、精霊の森でのこと？」

　行方不明である精霊の女王シイエラミリスを探してみる。

　そんなレンの言葉を受けて、精霊たちはこう言っていた。




〝もしも其方そなたが精霊わたしたちの描く世界を実現してくれるのなら〟

〝精霊わたしたちも其方そなたの力となりましょう〟




『時の始原精霊カナンを助けてくれたこともそう。あなたは精霊わたしたちの思い描く世界に一つ近づいた。約束に一つ近づいたのです』

　だから精霊わたしたちも守るのだ、と。

　三体の精霊の無む垢くなまなざしがそう伝えてくる。

『もしかしたら。あなたにはもう精霊わたしたちの教示おしえさえ必要ないかもしれない』

「……え。どういうことさ」

　精霊に師事する。

　土の始原精霊ノームから大地の脈動を感じることを学び、水の始原精霊ウンデイーネから水鏡の境地を、ここにはいないが風の始原精霊シルフからも風の流れを読む技術を教わったことがある。

　それが必要ないとはどういうことだろう。

「えっと……？」

『頑張ってくださいね』

『ガンバッテ！』

『ネ！』

　ふっ、と消えていく精霊たち。

　地下水のわき出る水場オアシスと、日射しを遮る砂巨人ゴーレムだけがそこに残されて。

「レン様、精霊と何を話されていたのですか」

「時の始原精霊カナンを助けたことの御礼だってさ。あとは……何だろ。俺おれも狐きつねにつままれたみたいな感じだよ」

　溜たまった水を手ですくって口に含む。

　驚くほど冷たい湧き水が、乾いた唇を伝って身体からだに沁しみていく。

「前にエリエスに言われたんだ。精霊は言葉で何かを伝えるのは得意じゃないって。それに気まぐれだから、俺が精霊の話を理解してようがしてまいが関係ないのかも」

「言葉ではなく態度でもって気持ちを表す。とすれば、この湧き水はまさしくレン様への好意の証あかしなのでしょうね」

　両手に湧き水をためるルル。

「いい水です。これなら美お味いしい紅茶が淹いれられますわ」

「紅茶？」

「はい。ここにティーポットとカップも一式揃そろっておりまして」

「どこから取りだしたの!?」

　砂の上にナプキンを広げたルルが、次々と紅茶の器具を取りだして。

「家政婦長ハウスキーパーたるもの、いかなる時でも紅茶とお菓子の備えを忘れてはいけません」

「……次からは水の備えも頼むよ」

　砂巨人ゴーレムの足によりかかって背を預ける。

　日ひ射ざしは遮られ、熱した鉄板のような熱気はルルの冷気が中和してくれた。さらに水も十分すぎる量が滾こん々こんと湧き出ている。

　キリシェと魔王が戻ってくるまで、身体を休めるには申し分ない状況だろう。

「そういえば」

　一ひと摑つかみ。足下の砂を握ってみる。

　赤みがかったきめ細かい砂。そこに黒い粒のようなものが大量に混じっているように見えるが、これはいったい何だろう。

　……土じゃないよな。

　……鉱石？　だとしてもこんなにたくさん砂に混じってるなんて。

　脳裏に何かが引っかかるのだ。

　あれは聖フィオラ旅学園の講義だっただろうか。教官から何かを聞いた覚えがあるのに、それが思い出せないのがどうにも歯がゆい。

「レン様」

　砂巨人ゴーレムの並ぶ隙すき間まからルルが外を指さした。

「どうやら戻ってきたようです」

「……キリシェ？」

　真しん紅くの空を切り裂く銀ぎん閃せん。

　美しい白銀の軌跡を描いて、一体の竜が翼を広げて飛ひ翔しようする姿があった。純白の羽毛に包まれた身体からだは神こう々ごうしく、蒼あおを帯びた煌きらめきを湛たたえている。

　天てん銀ぎん竜りゆうキリシェ。

　竜の渓谷にてすべての竜種を統率する竜の姫が──

『降りろ』

「ぬををっ!?」

　その背中に乗っていた魔王ヴェルサレムを振り落とした。

　高度十メートル以上の高さから砂丘に墜落する大悪魔をよそに、巨大な竜であった姿が空中で光り輝いて一人の少女へと変わっていく。

「……ふぅ！　待たせたなレン、周りを見てきたぞ」

　銀髪をなびかせる少女が、砂に着地するなり声を張りあげた。

　宝石のように輝く緑玉色エメラルドグリーンの瞳ひとみに、可か憐れんで愛らしい面立ち。旅装束に身を包んだ肢し体たいは華きや奢しやながらも力強さを感じさせる。

　竜りゆう姫ひめキリシェ──

　終しゆう焉えんの島で散り散りになったものの、エリーゼと同じくレンが見つけだした少女だ。

「どうだった？」

「全然だ。砂漠の果ても見えないし水場オアシスもない。せいぜいちっぽけな遺跡が一つあったくらいか。……まったく」

　腕組みするキリシェが溜ため息いき。

　くたびれた目つきで後方にふり返るや、砂まみれになった悪魔を指さして。

「この魔王が連れていけというから背中に乗せていったのに。もっと丁寧に空を飛べだの、座り心地が悪いだのうるさくて。何度地上に放りだしてやろうと思ったか」

「放りだしたではないか……」

　魔王ヴェルサレムも砂をはらって立ち上がる。

　冥めい界かいの支配者でありエリーゼの実弟でもあるのだが、その見た目は姉と違ってまさしく典型的な悪魔の風貌と言えるだろう。暗闇が凝固したかのような暗色の巨体で、頭からは二対の角が生えており、背中の方からも立派な尾が覗のぞいている。

　……俺おれも見た目はまだ慣れないけど。

　……話してみると意外と気立てがいいんだよな。

　人懐こさはエリーゼ譲りだが、なにぶん外見の迫力がありすぎるため聖地カナンで徊かい獣じゆうと間違われる騒ぎになったという。

「レンよ。どうやら厄介な場所に転移させられたかもしれぬ」

「厄介って？」

「ここが南のユメル大陸であることまでは察しがついた」

　魔王が、その大きな指を空へと向けた。

「太陽の高さから時刻の見当がつく。そしてその時刻に見える星座を探すわけだが、大陸の場所によって星座の見え方が異なるというわけだ。結果、雲を越える高さで南の大星雲がはっきりと視認できた。ここが南のユメル大陸であると予想がつく」

「……すごいじゃん」

　太陽の位置から方角を割りだす程度ならレンにもできるが、まさか大陸位置を割りだす技術を悪魔が知っているとは。

「うむ。魔王たる者これくらいの知恵は──」

「ちょっと待て。それはわたしが飛行中に言ったことだぞ」

　そこにキリシェが割って入る。

「騙だまされるなよレン。今のは竜が大陸をわたる時に使う目印だ。地底に暮らす悪魔がそんな知識をもってるわけがない」

「見くびってもらっては困る。余は魔王である」

　そう言いながら魔王がそっぽを向いて。

「余に知らぬことなど無い。さっきはその、ちょっと忘れかけていただけだ」

「ウソつけ！」

　そんなキリシェと魔王のやりとりを横目に。

　レンは、あらためて目の前の砂漠を見わたした。

「よりによってユメル大陸だなんて。こんなとこまで飛ばされたのか……」

『レン様。何か気になることがありましたか？』

　独り言を聞き取って、ナスターシャが近づいてくる。

「五大陸のなかで開拓が一番進んでないんだよ。海岸沿いにしか町がなくて、それ以外は大陸全体が徊かい獣じゆうの巣みたいになってるって聞いたことがある」

　世界地図にある大陸は五つ。

　イシュ大陸──学生街ミスティエや聖フィオラ旅学園など、レンの馴な染じみの町が多い。

　アルカナ大陸──聖地カナンや精霊の森、海底神殿。

　オルヴィア大陸──王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクを擁する覇は都とエルメキア。

　リーネ大陸──終しゆう焉えんの島に向かう時、この大陸にあるオルペリアの浜を利用した。

　そしてユメル大陸。

　世界録アンコールを探す旅から数えれば、幸か不幸か、世界五大陸をすべて回ったことになる。

　……だけどやっぱり気になるな。

　……ユメル大陸。ずっと前に教官が何か言ってたはずなんだ。

　気をつけろ、と。

　聖フィオラ旅学園に入りたての頃。あの時はまさかユメル大陸を訪れるなどとは夢にも思わず、なかば他ひ人と事ごとのように聞き飛ばしていたが。

「私もこの大陸に来たのは過去に二回だけ。いずれも海岸沿いで、このような砂漠は初めてです。とはいえ疑問が残っていまして」

　眠るエリーゼの傍そばに腰を下ろしながら、ルル。

「神性都市に通じる扉……その通行に失敗してユメル大陸に飛ばされたことまではわかりました。ですが、転移先がわざわざここに指定されていた理由は何でしょう」

『そう、ソレなんです！』

　腕組みしたナスターシャが小さく唸うなる。

『この砂漠に転移用の審門を設置した理由があるはずなんです。これが罠わなだったなら転移先を火山の火口とか深海に設定してたはず。そうでないということは……』

「私たちを砂漠に招いた理由がある、と」

『そういう意思を読みとるべきかと。でもどこをどう見ても砂、砂、砂しかありません。どういった意図があって……ところでレン様？　先ほどから難しそうな表情をしておられますが、何か思いつきましたか』

「──ん。ああ、ごめん。ちょっと考え事してて。話は聞いてたよ」

　ナスターシャにそう返事をしながらも、視線は宙へ。

　ユメル大陸。そして砂漠。

　この二つがどうにも思考から離れようとしないのだ。これだけの直射日光と熱風もそうだが、ソレだけではない何かがあったように思う。

「…………」

　砂地にしゃがみこむ。

　焼け石のように熱を帯びた砂を一ひと摑つかみし、レンは、それをあらためて凝ぎよう視しした。黒い粒。黄土色の砂に混じる、この粒は？

「キリシェさ、この黒い粒が何かわかるかな。そこら中の砂に混じってるけど」

「どれ」

　レンの掌てのひらにある砂を凝視する。

　その匂いを確かめるように鼻先を近づけて、竜の少女は即座に断言した。

「鉄だな」

「……鉄？」

「鉄鉱石と似た臭においがする。ここまで大量に砂に混じってるのは珍しいが、地中の成分としては特殊なものではないと思うぞ」

　鉄の砂漠。

　キリシェが言葉を言い終えるのと入れ替わりで、彼方かなたの隅に沈んでいた記憶の欠片かけらが、ぱっと弾はじけるように浮かびあがった。

「そうだこの砂漠は────」

　握っていた砂を離す。

「そうだよ。どうして思い出せなかったんだ。ここはヤバイって学園の教官が言ってたのに。ユメル大陸に砂漠は一つしかないって」

「どうしたレン？　そんな物々しい顔つきで」

「思いだしたんだよキリシェ。ここ『ユメルの血砂漠』だ……」

　鉄砂の砂漠。

　砂漠を構成する粒子の、実に三分の一が鉄であると覚えている。

「帯磁した鉄の塊がそこら中にあるせいで磁場がおかしくてさ。コンパスが効きかないって聞いたことがある」

「それは問題ないだろう。太陽でも星でも、方角を特定するのは簡単だ」

「もちろん、それだけなら何とかなるんだけど……」

　キリシェがふしぎそうに首をかしげる。

　対し、レンはあらためて足下を見やった。

「問題なのはこっち。黒い粒そのものなんだよ」

　足下に広がる黒い砂。

「砂嵐ってあるだろ？　突風で砂が舞い上がる現象。ここはとんでもない大きさの砂嵐がそこら中で起きて、吞のみこまれたら竜でも助からないって」

「同胞が？　そんなバカな。たかが砂嵐ごときで？」

「飛んでくるのが鉄の礫つぶてだからだよ。考えてみろって。風に煽あおられて弩砲バリスタの砲弾みたいな速度になった鉄の塊が何百万発って飛んでくるんだから」

　頑丈な獣皮を突きやぶり、竜の鱗うろこさえも削りとる弾丸。この砂嵐に巻きこまれた動物は助かりようもなく、その夥おびただしい流血で砂漠が赤く染まるという。

　ゆえにユメルの血砂漠。

　この砂漠には生物が一切いない。

　過去に、ありとあらゆる動物が砂嵐の犠牲になったからだ。

「目をつむってても鉄の粒が強引に瞼まぶたのスキマに入りこんで、大型の徊かい獣じゆうも失明するんだ。耳や口や鼻からも鉄の礫が入りこむから、どんなに頑丈な皮膚をした動物でも防ぎようがないらしくて」

「むぅ……それはさすがに嫌だな」

　想像したくない。

　そんなしかめ面でキリシェが喉のどを鳴らした。

「天使の法術ならそんな嵐も何とでも防げるだろうが、私は苦手だぞ。そういう細かい砂粒を完全に遮断するような繊細な術式は……気が滅め入いる」

「私も、それに魔王様もですね」

　ルルと魔王とが頷うなずく仕草で。

「悪魔は防御のための術をほとんど用いません。私たちならば傷を負っても支障はないでしょうが、問題はレン様のお身体からだでしょう」

「……だよな。俺おれも法術はさっぱりだし」

　砂といえば土の始原精霊ノームを真っ先に思い浮かべるが、鉄砂を巻き上げる風を鎮めるのは土の始原精霊ノームでも難しいだろう。

　さらに言えば、仮にレンが結界系の法術を使えたとしても結果は変わるまい。

　過去に、強力な結界士エンチヤンターたちを揃そろえて踏破に挑戦した旅団パーテイもあったのだ。

　だが砂嵐が三日三晩吹き荒れて、結界士エンチヤンターたちの気力が先に尽きて撤退を余儀なくされたという。

「ところでレン」

　じっと彼方かなたの先を眺めていた魔王が、唐突に名を呼んできた。

　錫しやく杖じようを手に、地平線を指し示して。

「その砂嵐とやらが迫ってくるようだぞ」

「……え？」

「目を凝らすがいい。空に立ち上る黒い気流が見えるであろう」

　凄すさまじい渦を巻く竜巻が、大量の砂を巻き上げる光景がそこにはあった。

　血の雨を降らせる嵐。

　砂に含まれる鉄の粒子によってどす黒く変色した風の大渦は、たとえその正体を知らぬ者であっても一目で危険とわかるほど禍まが々まがしい。

　それが、もう風鳴りを感じる距離まで迫ってきているではないか。

「噓うそだろ、いつのまに!?」

「うむ。先ほど発生したようだな。旋せん風ぷうが砂を巻き上げて大きくなっていく様が観察できた」

「言えよ!?　もっと先に言えっての！」

「しかし余は魔王ゆえ」

「ん？」

　魔王が、なぜか立派に胸を張ってみせて。

「ふはははっ。そんな恐ろしい砂嵐と言われたら、見てみたくなるのが悪魔の心理！」

「迷惑すぎるだろその心理!?」

　ここもすぐ砂嵐に吞のまれるだろう。

　遠目では緩やかに見えても、実際に迫ってくる速度は凄まじいはずだ。

『ど、どうしましょうレン様……』

「どうするも何も避難するしかないだろ」

　だがどこへ？

　自問自答に思考をめぐらせるなかレンが咄とつ嗟さに目を向けたのは、先ほどキリシェが指を向けた方向だった。

「キリシェ！」

「うん？」

「さっき言ってたよな。ちっぽけな遺跡があったって！」

　はっとキリシェが目をみひらく。

　遺跡の中ならば砂嵐をやり過ごすことができる。そう察したキリシェが頷うなずこうとして、しかし真っ先に動いたのは魔王だった。

「奇遇だなレンよ、余もちょうど同じことを考えていたぞ！」

「噓うそつけ!?」

「皆の者、余についてくるがいい」

「さすがですわ魔王様。その素晴らしい機転、見事でございます！」

　砂漠を駆けだす漆黒の大悪魔と、エリーゼを背負って追いかける魔王宮の家政婦長ハウスキーパー。

　そんな二人の蹴りあげた砂丘の砂が──

　轟ごうッ、と凄すさまじい音をともなう旋せん風ぷうに攫さらわれて消し飛んだ。

『レン様、風が急に……強く……！』

　黒い砂嵐にふり返ったナスターシャが声を振りしぼる。

　地平線の彼方かなたにぼんやりと見えていただけのものが、既にレンが見上げるほど肥大化し、そして迫ってきているではないか。

「暴風圏が近い。レン、うかうかしてると嵐に引きずりこまれるぞ」

「わかってる。キリシェ、遺跡はあっちでいいんだな！」

　靴先に力をこめて砂を蹴る。

　キリシェとナスターシャとを従えて、レンは魔王の背中を追いかけた。

　……だけど遺跡？

　……こんな大砂漠のど真ん中に遺跡ってどういうことだ？

　小山ほどもある砂丘を上りつめ、転がるほどの勢いで下り坂を駆け下りる。迫りくる嵐の雄お叫たけびを背中に感じながら──

「レン、あそこだ。あの円柱が倒れてる瓦が礫れきの奥！」

　並走するキリシェが叫んだ。

　遺跡そのものは地中に埋まっているのだろう。大理石に似た石材を加工した門だけが、かろうじて砂上に顔を出している状態だ。

　先を行く魔王の巨体が遺跡に飛びこんでいく。

　そのわずか後方には、古めかしい巨大な石板が砂に埋もれていた。

「扉？」

『そのようですレン様。砂漠の中ですから、建物の内部に砂が入らないよう扉を設けるのは当然の措置かと。しかし妙ですね』

　ナスターシャが言葉を濁したのは、ソレがあまりに荘そう厳ごんだったからだ。

　レンの胴体よりも厚みのある石の扉。魔王の巨体が通れるほど巨大な入口に備えつけられていたのだから、重量は数百キロになるだろう。

　……とても人間の腕力で開けられる代しろ物ものじゃないぞ。

　……開けるための仕組みが別にないと、誰も遺跡の中に入れないんじゃないのか？

　そして扉に残る破壊痕。

　自然のものではない。

　明らかに人為的な外力によって破壊され、無理やり入口から引き剝はがされた痕あとだ。

　この人類未踏破の砂漠の奥で。

　いったい誰がここを発見し、そしてこれほどの扉をこじ開けたのか。

「レン、こっちこっち！」

　影になった暗がりからエリーゼが手招き。その案内に従って、レンは入口の勾配を駆け下りた。

　ほのかな光を湛たたえた通路。

　それが何の光かわかる前に、通路の奥から魔王の声がこだました。

「奥へ進むぞ。入口付近ここはまだ砂嵐の届く範囲であろう」

「ああ」

　数歩、歩いて。

　誰もが無言のうちに気づいていた。

　この遺跡に満ちる輝きが自然の陽光ではないことに。

　通路を覆おおう壁全体が、鈍い真珠色に輝いている。もとからそうした特殊な石材なのか。あるいは発光塗料を用いているのかはわからないが……

『レン様。この壁、「虹の水沫みなわ」が使われています』

　遺跡の石壁をじっと凝ぎよう視しするナスターシャ。

「……虹？」

『極めて稀き少しような発光物質です。精霊が発した力の残ざん滓しが結晶化したものと言われてますが、生成の仕組みは神性都市でも解明できていませんでした』

　神性都市でも。

　ナスターシャがそう口にした意図を理解できなかった者は、いないだろう。

「灰かぶりの町から飛ばされてきた先が、この砂漠だったのは……」

『はい。おそらくこの遺跡に転移させる意思があったのでしょう。でもここ、私の知ってる神性都市の跡地と違うんです。精霊を祀まつる神殿ではないようですし、灰かぶりの町のような住居とも違うでしょうから』

「──待て」

　先を行く魔王が足を止めた。

　左腕を水平にかざし、後方のルルとエリーゼを制止する。

　その理由は明解だ。鈍い光に包まれた通路の奥。地下に続く階段の下方から、何者かが階段を上がってくる気配を感じる。

　カツッ、と。前方から硬い足音が伝ってきたのはその時だった。

　靴音？

　獣の類たぐいではない、これは人間だ。

「何者だ」

「……おや。あなた様は？」

　詰きつ問もん調で発した魔王の声に、応じたのは他ならぬルルだった。

　階下から上がってくる人影。

　淡い光に照らしだされて、片眼鏡モノクルをかけた長身の男性像が浮かびあがった。

「魔王ヴェルサレム、そして氷の将しよう魔まルルフォニカとお見受けする。この辺境の地で……まさかあなた方と顔を合わせるとは」

「剣聖シオンの同行者であったな」

「ご記憶に留とどめていてくださり恐縮です」

　小さく一礼する男。

　知的さと落ちつきを湛たたえたその人物と、レンは過去に天界で出会っていた。

「アンタは……」

「久しいな。天界の次はこんな辺境の地で遭遇とは。互いに負けず劣らず、秘境の探索に余念がないようだ」

　求道者ガブリエ。

　剣聖シオン率いる旅団パーテイ『精霊の調べ』である彼は、法術士アリアの最高位『求道者』の階級を授与された大術者として知られている。大悪魔の法術にも劣らぬ新術を幾つも見いだし、その功績は世界中の法術士アリアの目標となっているという。




〝そこまでだ。その戦いくさ、『精霊の調べわれわれ』が預かろう〟




　かつて天界で──

　女神レスフレーゼの園へ迫る王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクとレンが対たい峙じしたなかで、仲裁に入ったのがこの男だ。

　……あの時は、俺おれが外げ法ほう騎士カサディンと戦ってて。

　……王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクとの因縁もあの時からだよな。

　とはいえ回想に浸ひたるには、この再会の場所はあまりに想定外すぎる。

　どうしてガブリエがここに？

　今は見あたらないがシオンもここにいるのだろうか。

「話は聞いている」

　真っ先に、そう切りだしたのは他ならぬガブリエの方だった。

「学生街ミスティエで夏蕾カレイと出会ったそうだな。徊かい獣じゆうの撃退では世話になったとか」

「え？　ああ、そんな別に……」

　旅団パーテイ『精霊の調べ』の結界士エンチヤンターである少女・夏蕾。

　ガブリエの言うとおり、聖フィオラ旅学園で指揮をとる彼女と出会でくわしたのはまだ記憶に新しい。

　……夏蕾が俺より先にここまで来てるってことはさすがに無いよな。

　……海を越えての念話か？

　大陸をわたる長距離の念話は、レンの知るかぎり世界でもごく数人の熟練の結界士エンチヤンターがなせる高等技術である。とはいえ天才術士として名高い彼女なら、その技術を既に習得していても不思議ではないだろう。

「俺こそ。女神レスフレーゼ様と会えたのは夏蕾のおかげも同然だし。……それで彼女は？」

「そのことだが──」

「待て。それより先に、お前は誰だ？」

　ぴしゃりと言葉を遮るキリシェ。

　その隣では、宙に浮かんだナスターシャもしきりにウンウンと頷うなずいている。

「これは失敬。俺の名はガブリエ。シオンという暢気のんきな剣聖と旅団パーテイを組んで五年になる」

「それで貴様はなぜここに？」

「おや知らないのか。現在の状況を承知のうえで、俺と同じ目的でここに入ったものかと思っていたが」

　片眼鏡モノクルごしにこちらを見回す法術士アリア。

　自レ分ン、キリシェにエリーゼ、そして魔王にルル、最後に……宙を浮遊する世界録アンコールの住人を見やって。

「偶然だとすればまさに奇遇だな。まず、この遺跡が何であるかは？」

『は、はい！　神性都市の跡地ですよね！』

　真っ先にナスターシャが声を上げた。

　空を浮遊する小人。それも精霊のように半透明の体という姿でありながら、それを見る彼に驚いたような素振りはない。

「そうだ。しかしご覧のとおり居住区ではなく、さらにいえば神殿や研究施設の類たぐいでもない。とすれば何を目的に作られたと思う？」

『うぅ、見当もつきません』

「牢獄だ」

　コン、とガブリエが握った拳で壁を叩たたく。

「神性都市に召喚された三種族が暴れた時、それを閉じこめて隔離した檻おりというわけさ。もっとも今は王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの拠点だが」

「ここが!?」

　ほとんど条件反射のように、レンは通路の奥を睨にらみつけていた。

　……ってことは、俺おれたち。

　……アイツらからすれば突然の侵入者ってことか。

　この遺跡が王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの拠点だとすれば、死の砂嵐から逃れるためとはいえ身を休ませる場所としては危険すぎる。

「とはいえ奴やつらはもうここを手放した後だ。そうでなければ俺も一人で探索する気にならないさ」

「……あれ。じゃあガブリエはどうしてここに？」

　ここに来た理由が逆にわからなくなった。

　牢ろう獄ごくだった遺跡に何を求めて訪れたというのか。

「女神レスフレーゼからも聞いているだろう。先の世界異変で天界が地上に落下したこと。そして冥めい界かいの一部も地上に浮かびあがったこと。この二つに関わることだ」

　知的な輝きを瞳ひとみに宿らせて。

　稀き代たいの法術士アリアが、己おのれの登ってきた階下を顎あごで指ししめした。

「地上に落ちた天使と、地上に浮上した悪魔。どこへ姿を消したと思う？」

　レンが天界を訪れた日。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの装甲を見たフィアはこう言った。




〝対天使装甲、対悪魔装甲ともいうべき技術〟

〝その技術を発見し、現代用に実現化したといったところでしょうね。覇は都とエルメキアが抱える研究院ならば不可能ではないと思います〟




　対天使装甲を完成させていた覇都エルメキア。

　ではどうやってその技術を研究したのか。

　実現には長年の試行錯誤が必要だろう。それも本物の天使や悪魔を利用した実験を幾度もくり返さねばなるまい。

　そしてここに──

　そんな三種族を閉じこめる牢ろう獄ごくが存在している。

「……そうか。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクがこの牢獄を再利用したってことは、アイツらが捕まえた天使と悪魔が今もここにいるはずだから」

「ああ。過去にシオンが女神レスフレーゼから相談を受けたことがある。全部で四体。十五年前から十年前にかけて地上探索中の天使が消息を絶ったと。いずれもオルヴィア大陸でと聞いていたから覇は都との陰謀だと目星はついていた。察するに、おそらく悪魔も同数かそれ以上の数が捕虜になっているだろう」

『──ああ、わかりました！　だから私たちもここに飛ばされたんですね！』

　突然に、ナスターシャが興奮した声を張りあげた。

『レン様！　神性都市の扉に仕掛けられていた転移装置ですが、あれはやっぱり罠わなではなかったんです。扉を開けるのに必要な三種族がいないなら──』

「それを連れてこいって？」

『はい。神性都市の時代に造られたこの牢獄には、当時、たくさんの天使や悪魔が捕らえられていたことでしょう。だからここまで私たちを転移させたのかと！』

　それが神性都市の時代のこと。

　現代で、この檻おりを再活用したのが王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクだったというわけだ。

『今ここに捕まっている数は、先ほどガブリエ様が仰おつしやったように……ええと天使が四体でしたっけ。神性都市の時代よりは少ないと思いますが』

「だが今回の世界異変で増えただろうな」

　そう答えるガブリエから、重苦しい吐息がこぼれた。

「なにしろ大量の天使と悪魔が地上に現れた。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクにとってこれほどの好機はない。過去に捕えたものと、この世界異変後に捕らえたもの。相当な数がいると予測できる」

「世界異変後に捕まった天使と悪魔か。……あれ。でもそれって」

　ガブリエの話を聞いて──

　レンの脳裏をよぎったのは、行方不明である大天使フィアの横顔だった。

　女神でさえ居場所が摑つかめていないと言っていたが。

　……可能性はゼロじゃない気がする。

　……ここに天使が囚とらわれているなら、だ。

　キリシェ、エリーゼとも顔を見合わせて頷うなずきあう。

　二人も同時に悟ったのだろう。

「あのさガブリエ。この牢獄に天使が閉じこめられてるのって、仲間の天使たちが感知できたりしないかな」

「それができれば、とっくに天使の軍勢が救出に来ている」

「……そりゃそっか」

　三種族を閉じこめる檻おりなのだから、その力が外部に漏れないための制御機能を備えているのは当然だろう。ここに閉じこめられた天使たちは、女神でさえも気配を感じとることができないでいる。

　逆を言えば、だ。

「もし行方不明の天使に心当たりがいれば、ここに捕まってるって考えていいのかな」

「その可能性は高いが……なるほど。そういうことか」

　長身の法術士アリアが珍しくも噴きだした。

　出会ったときから彼も疑問には思っていただろう。三さん大だい姫ひのなかで大天使フィアの姿だけが見あたらないことに。

「禍か福ふくはあざなえる縄のごとし。不運の中に吉報が紛れこむのは、珍しいことではない。大天使フィアの居場所が判明したというわけだ」

「……どうだろ。ぬか喜びしてもしょうがないし」

　法術士アリアに、レンはかぶりを振ってみせた。

　まだだ。フィアがこの牢ろう獄ごくにいると決まったわけではない。喜ぶのは尚しよう早そうだ。

「無事でいる保証はどこにもないんだから」

「もっともな話だ」

「だから──」

　背中から霊剣ヴィエルジュを外し、その手に握りしめた。

「俺おれたちも手伝うよ。この牢獄に捕まってる天使と悪魔を片っ端、檻から出してやればいいんだろ」

　その奥では魔王とルルも真剣みを帯びた表情で。

「魔王様、私たちも協力するということでよろしいでしょうか」

「悪魔の囚とらわれた獄でもあるのだろう？」

「はい。魔王宮が地上に浮上してしまった際、五ご大だい災さいの部下を数十体ずつ募って地上の偵察に向かわせました。まだ戻ってきていない部下が残ってるとのことですが、そういう事情があったかもしれません」

「そういうことだな」

　きびすを返す法術士アリア。

　底の見えない地下へと続く砂漠の牢獄へ、足を踏みだした。

「三種族を閉じこめる檻……解放の手て筈はずを違えれば、この牢獄の虜りよ囚しゆうになるのは俺たちだ。各々、気を引き締めてもらおう」






Record.2　天使の獄
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　風が吼ほえ猛る。

　この遺跡の外で、今まさに猛烈な砂嵐が吹きすさんでいるのだろう。

「痛いたっ？」

　不意に、首の付け根に走った激痛にレンは顔を歪ゆがめた。

「……なんだこれ。急に首の後ろが痛んだけど」

　痛みの走った箇か所しよに手で触れてみる。

　ザラッとした感触。指先に付着していたのは、さっきまで嫌というほど見てきた黒い鉄の粒子だった。

「砂嵐が吹きつけた鉄の粒だな」

　先頭で階段を下りていくガブリエが、ふり返ることなくそう応じた。

「これが？　だってここは遺跡の中なのに」

「あの入口から吹きこんできた風だ。ここまで奥に来れば大部分は軽減される。砂嵐本体の風力からすれば微風だろう」

「……じゃあ、微風程度に軽減されてこの威力なのか」

　首にあてた指先に、わずかに付着した赤い染み。

　首の付け根に何十本という注射器を同時に刺された。喩たとえるならそんな痛みだっただろうか。砂嵐をまともに浴びれば……と、想像するも恐ろしい。

「キリシェとルルとエリーゼと、それに魔王はこれくらい平気だとして。ナスターシャ、お前は平気だった？」

『はい？　なんでしょうレン様？』

　鉄砂の吹きつける通路をふよふよと浮かんでいる少女。

　レンの危惧する意味がわからないらしく、この空飛ぶ少女はのんびりした口調で尋ね返してきた。

「今の突風だよ。俺おれがあれだけ痛かったんだから、ナスターシャは身体からだも小さいし大変かなって思ったけど」

『ほら私、こういう身体ですから』

　ナスターシャが、己おのれの胸もとに手をそえる仕草。

　精霊や沈黙機関と似た半透明の肢し体たいは、吹きつける砂の粒をそのまますり抜けてしまっていた。

『このとおり平気ですよ』

「あぁ、そっか」

　精霊は、物理事象に干渉されない。

　最初にそう教えてくれたのはエリーゼだ。『唯一の完全なる霊的波動エネルギー体』である精霊は、この世界の軛くびきから解きはなたれた存在であると。

　……竜も天使も悪魔も肉体を持ってるけど。

　……精霊だけは純粋な霊的波動エネルギー体だってエリーゼから教えてもらったっけ。

　この性質から考えるに、やはりナスターシャは精霊に近い気がする。

　しかし精霊だとすると、精霊の声は三種族には聞こえないというもう一つの性質と矛盾することになってしまう。

「エリーゼさ。前に、俺おれに精霊のこと教えてくれたじゃん」

「うん？」

　前を歩くエリーゼがふり向いた。

「エリーゼはどう思う。このナスターシャって精霊なのかな」

「んー……」

　ふよふよと浮かぶ小人を見つめる先代魔王。

「アタシ、最初にキリシェから教えてもらったとおりだと思うな。ほらええと、何だっけ。世界録アンコールに取とり憑つく寄生虫」

『嫌ですっ!?　どうかその呼称だけはやめてくださいませ！』

「だってさー」

　エリーゼが、ナスターシャの翼を珍しそうに指さした。

　鮮やかな蒼あおに輝く長髪もそうだが、その髪が大きく寄り集まって翼を形成している姿は、精霊にも妖精にも類似の例がない。

「羽、生えてるから羽虫っぽいじゃん」

『翼です！』

「ちっちゃいし」

『ちっちゃい妖精も精霊もたくさんいますし！』

「完全に虫だよね」

『ですから……』

「認めちゃえば楽になるのに」

『そんな方向で楽になりたくないですっ!?』

「ってのはさておき。このちっこいの、神性都市で生まれたんでしょ」

　ちっこいの。

　そう言われたナスターシャは不満げだが、そう言ってのけるエリーゼはごくごく真面目まじめな面持ちだ。

「神性都市で作られた失われた技術オーパーツもそうだけど、悪魔アタシらからすれば人間ってのは変わったものを考えるよねってくらいの感想かな。このちっこいのが精霊なのか違うのかなんて、何かが変わるもんでもないし」

「余も同感だ」

　エリーゼより手前で階段を下りながら、魔王が相づち。

「何百年も世界録アンコールの中に閉じこめられていた。特殊な身上であるのはその事実だけでも十分だろう。しかしレン、それが貴様に関わることではあるまい？」

「……まあそうだけどさ」

「それとも」

　三体の悪魔。

　エリーゼと魔王に続けて、言葉を紡いだのは魔王宮の家政婦長ハウスキーパーだった。

「レン様は何か気になることがありましたか」

「うん。だってナスターシャも精霊と関わりがあるかもしれないんだから」

　ルルの赤い瞳ひとみに見つめられ、言葉を濁した。

　聖地カナンを目前に──

　精霊の森で出会った精霊たちとの会話が、まだ脳裏に焼きついている。




〝世界にはたくさんの精霊がいる。神かみ代よの頃より生きるもの。新たに生まれたもの〟

〝私たちはすべての仲間を受け入れる。ね？〟




　あの時、精霊たちは皆一様にナスターシャを見つめていた。

　そこにどんな意図があったのかはレンにも摑つかみきれていないが、あれだけの数の精霊が集まってきたことには意味があるはずなのだ。

　……何を伝えようとしてたんだ？

　……ナスターシャに関することだとは思うけど。

　口をつぐんだまま視線を前へ。

　ナスターシャを含めて総勢七人という大所帯のなか、黙々と先頭で階段を下りていくのが長身の法術士アリアである。

「あのさ。ガブリエは、このナスターシャを見て何かわかる？」

「その小人の種族についてか？　判断に迷うな。精霊関連の資料もそれなりに読みこんできた自負はあるが、それでも精霊は謎なぞが多い。神性都市についてもな」

「……そっか」

「逆を言えば、謎なぞが多いからこそ今も神性都市の遺跡を一つ一つ巡っているわけだ。……着くぞ。俺おれもここから先の構造はわかっていない」

　地下深くへと続く階段。

　どれほど歩くのかと思った矢先に、異様に強い光が差しこんできた。

「っ、眩まぶし……!?」

　思わず瞼まぶたを閉じかけた。薄暗い階段から一転、あの殺人的な日光が降りそそぐ砂漠に戻ったかのような光量ではないか。

　差しこむ光を手で遮って階段を下りていく。

　その先には、真っ白に輝く空間が広がっていた。

　人間大ほどもある半透明の結晶。雪のように白い壁から、特徴的な六角柱状の結晶がいくつも突きでていて──

『水晶ですレン様』

「……どう見てもそうだよな。壁も天井も、何から何まで水晶でできてるのか」

　二ふた股またに分岐した通路。

　その壁と天井すべてが水晶の結晶に覆おおわれていたのだ。

　分岐の先の通路も遠くで枝分かれしているが、その先まで水晶に覆われている。

　──クリスタルの迷宮。

　鏡のごとく鮮やかに。

　その宝石が、周囲を美しく彩っていた。

　レンが過去に見てきた遺跡の中でも他に比類するものがない。それほどまでに幻想的で、無機質で、そして静寂に満ちている。

「派手な趣向だな。これが三種族を捕らえていたという牢ろう獄ごくか？」

　壁から生えた六角柱状の水晶を、キリシェがまじまじと睨にらみつけた。

「と思ったが。なるほど。見た目のようにただ綺き麗れいなだけではないらしい。レン、壁から突きでた結晶には近づくな」

「え？」

「法力の臭においがする。おそらくは──」

　キリシェが壁に手をついて。

　目の前の水晶に指先が触れた途端、周囲の結晶が蠢いた。大輪の花が咲くように結晶が大きく開き、細い蔓つるが何本も飛びだしたのだ。

「やはり法術結晶か」

　キリシェの指を伝って伸びていく水晶の蔓。

　それが腕に絡みつく寸前でキリシェが手を引っこめる。対象を失った蔓が勢い余って、その先にいる小人へ。

「ナスターシャ！」

『……はい？…………あ……あれ。いやぁぁぁぁぁぁっぁっっっ!?』

　あっという間に全身を絡めとられたナスターシャが、壁に半身がめりこむかたちで張りつけられた。

『た、たすけてレン様！』

「無事か？」

『無事じゃないから助けてほしいんですってば！　うぅ……動けませんです……』

　ぐすん、と声をうわずらせるナスターシャ。

　下半身が氷漬けとでも言うべきか。しかし助けようにも、迂う闊かつに水晶に触れてしまえば再び水晶が動きだす。

「わかった。助けてやるから動くなよ」

『はい。ってレン様、どうして私めがけて剣なんか構えてるんですか！』

「砕く以外になさそうだからだよ。手で触ったらまた水晶が動きだすに決まってる」

　霊剣を振り下ろす。

　破砕。

　甲高い金属音がこだまして水晶が真っ二つに砕けちった。

『は、はわぁぁぁ……ああ。こ、怖かったぁ……』

「なるほど。この地下空間そのものが牢ろう獄ごくとは興味深い」

　解放されて溜ため息いきをつく小人とは裏腹に、むしろ興味を増したような顔つきで水晶を覗のぞきこむのはガブリエだ。

「結界？　それとも攻撃的な術の亜種か？　水晶そのものは本物だから物質に法術を刻印したことになるが……発動条件が気になるな。三種族以外の、たとえば人間や徊かい獣じゆうが触れても発動するかどうか。夏蕾カレイがいれば意見を聞いてみたいところだが、暢気のんきに試す時間はなさそうだ」

　床に散らばる結晶の欠片かけらを踏みつけて。

　法術士アリアが、正面に位置する巨大な水晶に目を向けた。床から天井まで伸びた水晶が、通路を右と左とに分けている。

「天使と悪魔がどこにどれだけ捕らえられているかわからない。できればこの迷宮を余すところ無く探索したいが、さてどうする？」

「二手にわかれるべきであろう」

　魔王が、錫しやく杖じようの先端で先を指ししめす。

「この大所帯で進むのは窮屈ゆえ、ここは余とルルとで左側を進むとしよう。レン、お前には面倒くさい我が姉エリーゼを預けておこう」

「なんか言った？」

「……もとい、我が姉エリーゼはレンの旅団パーテイの一員であるからな。共に行動するのがいいだろう。さあ行くぞルル。これで厄介な姉に怯おびえる心配はない！」

「レン様、エリーゼ様をお任せいたします」

　氷の将しよう魔まルルが律儀に会え釈しやく。

　と。

　そんな悪魔二体の前に求道者ガブリエが進みでた。

「では俺おれもそちらについていこう」

「む。ガブリエよ、余とルルだけでは不安だと？」

　不満げに口にする魔王に、長身の法術士アリアが苦笑気味にかぶりをふって。

「ここには天使が多数囚とらわれている。そいつらを解放したのが悪魔の首領とその腹心とあっては、天界の女神も立つ瀬がないだろう？　仲介役に人オ間レがいた方がいい」

「む……なるほど」

　魔王が感心した面持ちで唸うなり声。

「まあ余としては口うるさい我が姉エリーゼさえいなければ万々歳──」

「なんか言った？」

「というのは冗談で、行くぞルル、ガブリエ。我が同胞を捕らえている忌いま々いましき檻おりとやら、潰つぶしてまわるとしよう」












　水晶に囲まれた分岐を進んでいく魔王とルル、ガブリエ。その背中を見送って、レンは後ろの二人に肩をすくめてみせた。

「なんか……結局いつものメンバーに落ちついたよな」

「わたしは気楽でいいぞ」

「アタシも。弟アイツがいると忙せわしないから嫌なんだよね」

　すっかり気楽な口調のキリシェとエリーゼ。

　終しゆう焉えんの島で離ればなれになってから、この二人とこうして秘境を回るのは随分と久しいように思う。

「あとはフィア先輩だよな。ガブリエの話を聞くかぎり、ここに天使や悪魔がたくさん捕まってるっていうし……見つかるといいんだけど」

　辻つじ褄つまが合うのだ。

　女神レスフレーゼでさえ感知できないというフィアの居場所も、この牢ろう獄ごくに囚とらわれているとすれば説明がつく。

「今は王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの拠点だっけ？　フィアが捕まるのは想像しにくいけど、考えてみればアタシも終焉の島で吹っ飛ばされた後にしばらく目を回してたっけ」

「俺おれもだよ。何日も気を失ってたみたいだから」

　世界の地形を激変させた力だ。

　フィアといえど、あの衝撃を直じかに受けて無傷ではすまされまい。身動き取れないところを襲撃されれば反撃は難しかっただろう。

『レン様、その大きな水晶に法術が仕掛けられてます。念のため迂う回かいを』

「っと、助かるよナスターシャ。これも触れちゃダメなやつか」

　壁から突きでている水晶。

　六角柱の大きさはレンの身長をも上回る。天然の宝石としては信じがたい大きさだが、この結晶が幾重にも連なって通路から生えているせいで、触らずに通過しようとするだけでも精神をすり減らす。

「あ、レン。それ下を潜くぐった方がいいよ」

「触れちゃダメなんだろ」

「ううん。ソレ近づくだけで発動するよ。接触判定じゃなくて接近判定だから、スキマを通るより真下を潜っちゃった方がいいの」

　先を行くエリーゼも自ら身を屈かがめ、水晶を潜りぬけていく。

「法術の仕掛けはこういうのが面倒なんだよね。接触して発動したり、接近して発動したり。発動したら発動したで、周りの罠わなも一斉に巻きこんで起動させるものもあるし」

「……昔の法術士アリアって陰険なんだな」

「この牢獄がそういう法術の実験だったんじゃない？　アタシが勝手に考えた想像だけど、三起源とかいうやつらの影響が大きかったのかもね」

　次の水晶をスキップで飛びこえるエリーゼ。

　と思いきや、傍そばにあった壁の結晶には平気で触れていることからして、この迷宮すべての水晶に法術が込められているわけではないらしい。

「エリーゼ、三起源のせいって？」

「だってほら。その三起源っていう最初の三種族たち、神性都市で大暴れしたんでしょ。だけど神性都市はもうたくさんの三種族を召喚してしまった後で、そいつらが暴れださないように制御する必要があったと。牢こ獄こは、その名残でしょ」

「……そうなると余計に気になるよな。こうして牢ろう獄ごくまで用意したけど、肝心の三起源はどうしようもなかったわけだから」

　制御できない希望は絶望と同じ、と。

　神性都市に続く『扉』がそう語ったのは嫌でも記憶に焼きついている。

「三起源のうちの悪魔はエリーゼも知らない？」

「うん。悪魔はそういう仲間意識が薄いから、他の悪魔のことなんて滅めつ多たに調べないもん。なにせ現魔王おとうとに炎の将魔アシエンデイアが平気で刃向かうくらいだし。それくらい仲間意識が低いから、こんな牢獄に悪魔が捕まってるなんてのも初耳だったんだけど──」

　エリーゼが、十字路をためらいなく真っ直ぐ進んでいく。

　左右の分かれ道には見向きもしないのは、おそらく今のような法術の気配を感じとったからだろう。

「さすがに放置も可哀かわい想そうだし助けてあげよっかな」

　空気が、変わった。

　ユメル砂漠の熱気によって茹ゆだるほどだった空気が一転、肌寒さを感じるほどの冷気が波のように押し寄せてきたのだ。

　悪魔の障しよう気き。

　一歩進むごとに、通路に満ちる障気の濃度が濃くなっていくのがわかる。

「お？」

　扉のごとく聳そびえる大結晶。

　その裏側に回ったエリーゼが小さく声を上げた。

「レン、こっちこっち。なるほどね、これが神性都市の牢獄ってわけね」

　水晶の牢獄。

　巨大な広間となった場所に、異形の悪魔たちが煌きらめく鎖に繫つながれていた。

　十体近く。

　魔王ヴェルサレムのような漆黒の体たい軀くをしたものから半人半獣、魔獣に酷似したもの、人形めいた無機質な姿をしたものまで。

　それぞれ衰弱しきった様子で床に伏せており、いずれも首を金色の鎖に繫つなぎとめられ、眩まばゆい銀色の鎖によって四肢を拘束されている。

　──おぞましくも美しい。

　水晶の迷宮という幻想じみた空間に、宝石のごとく煌きらめく拘束具。

　美しさという点では世界に類を見ない牢ろう獄ごくだろう。

　だが。

　だからこそ、そこに無惨にも繫がれて倒れている悪魔たちの姿に、神性都市の底知れぬ狂気を感じずにはいられない。

「……この障しよう気きは。魔ま皇こう姫ひ？」

「エリゼリス……様!?」

　何体かの悪魔が顔を上げて目をみひらいた。

　鎖に繫がれたまま起き上がろうとする者。縋すがるような眼まな差ざしを向ける者。いずれも幼い先代魔王の姿を前にして驚きよう愕がくを隠せずにいる。

「なんだ。どっかで見た顔だと思ったら」

　悪魔たちを一望したエリーゼが、珍しくも複雑そうな苦笑いをしてみせた。

「どいつもこいつも、アタシや現魔王おとうとに盾突いたはぐれ者ばっかり。そうやって一いつ匹ぴき狼おおかみを気取るから捕まったんじゃない」

「…………」

「そんな顔しない。ま、今回だけは特別に恩おん赦しやってことで許してあげようか。今度からはしっかり魔王宮で働くこと。いいね？」

　じゃら、と金色の鎖をエリーゼが持ち上げる。

　その鎖をまじまじと見つめて。

「法力を蓄える性質の金属？　込められてるのは……法術を阻害する結界法術ねぇ。拘束した天使と悪魔が法術で鎖を壊さないようにって、また珍しい拘束具を用意したもんだね。これに捕まったなら脱出に苦労するのも仕方ないか」

「エリーゼ」

　苦々しい面持ちのエリーゼに声をかけ、レンは拘束された悪魔に近づいた。

　顔を上げることさえできない半人半獣の悪魔の、その足首を繫ぐ銀色の鎖めがけて霊剣を振りおろす。

「手伝うよ」

　レンの一刀が、拘束具を真っ二つに切断した。

　千ち々ぢに砕けた鎖の破片が宙に舞い上がり、美しい銀の軌跡を描きだす。

「お？」

　エリーゼが目を丸くする。

「法力を蓄える構造だけど衝撃には脆もろいんだ。レンもよく気づいたね？」

「そりゃな。この檻おりに閉じこめられてるのが天使と悪魔って聞いてさ。なら当然、じゃあ三種族の竜はどうしたんだって気になるだろ？」

　この迷宮に潜った時から疑問だったのだ。

　竜がいないのはなぜだ？

　三種族の拘束を目的とした牢ろう獄ごくでありながら、なぜ捕まっているのが天使と悪魔だけなのか。竜種の巨体が拘束に不向きとはいえ、子竜の一体くらい捕まっていてもおかしくないのに。

　捕まえられない理由があるとすれば……

　そう思いめぐらせて真っ先に浮かんだ可能性が、拘束具の物理的限界というわけだ。

「ふむふむ。竜種のバカみたいな力にはこんな細い鎖は意味ないってわけね」

「バカは余計だ、エリーゼ」

　むっとした表情でキリシェが口を尖とがらせる。

「竜帝カルラが聞いてたら種族問題になるぞ」

「褒め言葉だってば。それよりほら、キリシェも手伝ってよ。そのバカ力で」

「……そうは聞こえなかったが、まあいい」

　鎖を殴りつけるキリシェ。

　硬い音を立てて鎖が粉々に砕けちり、獣型の悪魔が新たに拘束から解放される。その隣でレンもさらに剣を振りかぶった。

『あ、ダメですレン様、水晶は避よけて通ってください。近づくと法術が発動します』

「うわっ？　ここの水晶も危険なのか……」

　広間なので通路ほど多くはないが、壁と天井、そして床からも六角柱の水晶が突きでている。鎖を壊そうと下へ手たに身動きして水晶に触れれば、またたく間に自分が檻の中に閉じこめられるというわけだ。

『その水晶の間を潜くぐって、裏側に回った方が良さそうです』

「ああ、だけど想像以上に手間だな」

　合計七本。

　レンが最後の鎖を断ちきって、ぱらぱらと鎖の残ざん骸がいが床を転がった。

「ここはお終しまいか。他には？」

「奥にも天使たちがいるってさ」

　解放した悪魔の一体にしゃがみこむエリーゼ。

　この牢獄のことなら捕らえられていた悪魔たちがもっとも詳しいだろう。その聴取というわけだ。

「数は多くないみたい。せいぜい数体だって。天使は悪魔と違って集団意識が高いからね。何十体も行方不明になったら女神レスフレーゼだって怪しむから」

「……わかった。そこにフィア先輩がいればいいんだけど」

　広間の先。

　薄暗いせいで奥は見通せないが、迷宮はまだ終わっていない。

「ほらアンタたちはさっさと外に出な。砂嵐が暴れてるけど多少は我慢すること！」

　エリーゼが、倒れた悪魔たちを片っ端から蹴りつける。

　ふらふらとよろめきながら出口に進んでいく同胞を見送って、エリーゼが怒声を溜ため息いきに変えた。

「ったく手がかかるんだから。それでねレン、向こうも檻を二つ見つけたってさ」

「魔王ヴエルサレムたちの方？」

「そそ。念話の相手はルルだけど、やっぱりこの迷宮は法術の通りが悪いね。ルルの声が途切れ途切れで聞きづらいの。ええと」

　集中するように目をつむるエリーゼ。

「天使の檻おりと悪魔の檻が一つずつ。向こうはこっちと違って、ちゃんと水晶の結晶で檻が作られてるから壊すのに手間取るってさ。それに──」

　何かを言いかけた矢先に。

　瞼まぶたを閉じていたはずのエリーゼが、その双そう眸ぼうを大きくみひらいた。

「……おやルル？……え……っ、見つかった!?」

「フィア先輩が？」

「違う」

　出口の方へとふり返るエリーゼ。

「見つかったのはフィアじゃなくてルルの方。王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクに」

「あいつらが残ってたのか!?」

「ここを撤収したフリして監視を残してた。この迷宮の何か所かで網を張ってる。これだけ派手に騒いだらそりゃ見つかるよね」

「……向こうは」

「念話、切れちゃった」

　おどけてみせるエリーゼだが、その声にいつもの快活さは感じられない。

「さてどうしようね。アタシらだけで先に脱出？　向こうの加勢？　奥に進む？」

『で、でも……脱出は難しいです。いま迷宮の外は砂嵐です。キリシェ様やエリーゼ様ならともかく、人間のレン様が砂嵐に飛びこんでは身体からだが保もちません』

　訴えるように声を振りしぼったのはナスターシャだ。

「じゃあどうしよっか」

「奥に進もう」

　エリーゼからの再度の問いに、レンは間髪入れずそう答えた。

「向こうの加勢も考えたけど、俺おれたち七人が一いつ箇か所しよに集まったら身動き取れなくなって応戦どころじゃない。むしろ奥で檻おりを見つけてさ、捕まってるのを片っ端から助けていけば、俺たちの味方の数が増えるだろ。それがフィア先輩なら最高に心強いし」

「ん、そうかも。だったら急ごっか！」

　エリーゼが跳躍。

「アタシたちの現在地は王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクにバレてるだろうし。この場所からは早く離れた方がいいもんね。捕まってる連中を助ける意味でも」

「同感だ」

　続いてキリシェが床を蹴る。連なる水晶群を軽やかにすり抜けていく彼女たちの背を追って、レンは水晶の獄舎を駆けだした。

　わずかな勾配により、奥に進むことでますます地下深くへ。

　砂漠のはるか地下。いったいどれほどの広さがあり、そして自分たちが今どこの位置にいるのかもはや見当もつかない。

「……帰り道で苦労しそうだよ」

「それくらいなら法力の残ざん滓しを辿たどればいい」

　並走しながら、キリシェ。

「それより臭においが近くなってきた。すぐその先だ。レン、心の準備をしておけ」

「どっちさ。捕まってる天使か、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクか」

「両方だ」

　十字弓クロスボウの矢。

　先頭を行くエリーゼが十字路に飛びだしたのを狙った銀の矢が、無防備なエリーゼの脇腹に突きささる──

「っと！」

　突きささった。

　そうレンが錯覚するほどのゼロ距離で、エリーゼが身をひねって矢を回避。肌の薄皮一枚をかすめた矢が水晶の壁に衝突し、膨大な光の粒子を撒まき散らした。

　法術の光？

　ただの銀矢ボルトではあるまい。この牢ろう獄ごくに捕らえた悪魔たちを実験台に開発した、対悪魔の矢か。

「多少、計算を狂わされた」

　天使の獄で──

　手首を鎖で縛いましめられ、宙に吊つるされるかたちで拘束された二体の天使を目前に。

　黒衣の騎士たちがそれを阻んだ。

「今さら天界の遣いがやってきたのかと思ったが、まさか冥めい界かいの魔王が五ご大だい災さいを引き連れてやってくるとはな。お前たちの差し金か、偽英えい勇ゆう？」

「……さあね」

　総勢五人。いずれも敵意みなぎる眼光を放っている。

　だが騎士たちが剣先を突きつけた先はレンでなく、彼らの背後に繫つながれている天使たちの喉のど元もとだった。

「目的を聞いておこうか。旅団パーテイ『再来の騎士』」

「それは俺おれが聞きたい。こんな場所に天使と悪魔を連れこんで何をしてた？」

「違うな」

　先頭に立つ黒髪の騎士が、口の端を吊つり上げた。

「お前たちの本音を当ててやろう。『ここに大天使フィアが捕らえられているはずだ。どこに隠した』……そうだろう？」

「っ！　やっぱりフィア先輩がここにいるのか!?」

「既に処刑は完了している」

　カラン、と

　鎖の鍵が外れる音。両手の鎖から解き放たれた天使たちが、いずれも一切の声を上げることなく床にくずおれた。

　──呪じゆ詛その斑まだら模様。

　その翼に、毒々しい斑点をいくつも浮かびあがらせて。

「お前たち!?」

　捕らえた天使に何をした。

　レンが言葉の続きを紡ぐより早く、黒衣の剣士が前に出た。

「ここは古いにしえの牢ろう獄ごくだ。身の程知らずの天使たちを教育するための拷問道具があるのは当然だろう。もっともコレは、拷問用の天使毒を一切薄めずに使用した処刑用。わずか一滴。投与するだけでこのザマだ」

　痙けい攣れんする天使の翼を踏みつけて。

「貴様らは覇都エルメキアに甚じん大だいな混乱をもたらした重罪人。その一員である大天使フィアには、こいつらに与えた二十倍の量を投与した」

「……二十倍っ!?」

「どんな上位天使であろうと死に至る。五分は保もつまい。あと二分といったところか」

「で、アタシらにどうしろって？」

　剣けん吞のんな眼まな差ざしと口調でもって。

　先頭に立つエリーゼが、黒衣の騎士たちに向かって手招き。

「拷問ってことは解げ毒どく方法もあるってことで、それを交渉しに出てきたんでしょ？　なら、さっさと言いな。時間がないんだから」

「簡単だ。我々とともに神性都市へ来てもらおう。そこの偽英えい勇ゆう」

「……俺おれに？」

　悠長に言葉をかわしている時間はない。

　そうとわかっていてもなお、レンはその疑問をなかば無意識に発していた。

「どうしてだよ。神性都市っていうのはそもそも──」

「王立七十二階位特務騎士団われわれの本部隊は、既に神性都市シィエラミリスの内部に突入している。その中枢に至るために貴様の三法印が必要なのでな」

「神性都市に突入……できたのか!?」

「そのための三種族だ」

　騎士が、足下に伏せる天使を踏みつける。

　神性都市への扉の開放には三種族の力が必要。ここに天使と悪魔が捕らえられていることから、残る種族は竜一つ。

　……あとは竜のはぐれ個体を攫さらってくれば、扉を開けるための鍵が揃そろう。

　……もう奴やつらの本部隊は神性都市に入ったのか。

　終しゆう焉えんの島の崩壊から一月。

　レンが三さん大だい姫ひを探している間に、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクも動いていたのだ。

「偽英勇、貴様には同行してもらう。そしてそこの竜と悪魔」

　キリシェとエリーゼ。無言の怒りを表情に覗のぞかせる二人の少女たちへ、騎士が水晶の檻おりを指さした。

　自ら檻に入るがいい、と。

「わたしたちに捕虜になれと？」

「貴様らがここを離れようと勝手だが、ここに残って大天使フィアの解げ毒どく処置を見届けなくていいのか？　我々が約束を守ると思うならすぐにでも去るがいい」

「…………」

　キリシェが歯ぎしり。

　そう、天使たちの解毒を見届ける者が必要なのだ。キリシェとエリーゼはこの場に残る以外の選択肢がない。

　自らの意志で捕虜となるのを選ぶ。その屈辱に、キリシェが拳を握りしめる間に。

「時間がないんだろ。フィア先輩を助ける時間が」

　霊剣ヴィエルジュをその場に突き刺して。

　レンは、黒衣の騎士が待つ檻へと靴先を向けた。

「俺を連行するなり何なりしろ。キリシェとエリーゼはここに残って、こいつらが約束を守るよう見張っててくれ」

　一瞬、彼女たちに視線を送る。

　……大丈夫。フィア先輩さえ無事ならいくらでも挽ばん回かいできる。

　……神性都市に連れていかれるのだって望むところだ。

　もともと目的地に定めていた場所でもある。

　かつて凱がい旋せん都市エンジュから召喚したように、霊剣ヴィエルジュもいざとなれば手元に召喚することができる。

　問題は王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが神性都市で何を企たくらんでいるか、だが──

「では、その霊剣を砕き折れ」

「……なっ!?」

　黒髪の騎士が仲間に発した命令に、レンは言葉を失った。

「この偽英えい勇ゆうは、カナンの聖女と同じ古代詠唱士エイシエンターだ。霊剣を回収したところで召喚できる。ここで折っておくのが確実だ」

『ダメ！』

『……ヤメテ！』

　地に刺さった霊剣へと近づく騎士二人。

　その足下に、真しん紅くの火ひ蜥蜴とかげと小人の精霊が顕現した。

　火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノーム。それぞれが我が身を盾にして霊剣ヴィエルジュを庇かばい、懸命に首を横にふる。

『ダメ！』

『コレ……大切ナ……ノ……！』

　精霊シィエラミリスの剣。

　神性都市で最初に生まれた精霊具である。人と精霊との親交を示すものとして精霊が贈った至宝そのもので──

「精霊？」

「何を言っているのかわからんな。邪魔だ」

　精霊の言葉は古代詠唱士エイシエンターにしか届かない。二体の精霊もそれは承知の上だろう。懸命に声を振りしぼる姿に、我さえ忘れかけてレンは足を踏みだした。

　その眼前の壁から。




　──我が拳は、唯一無二の聖弾なり。




　ピシリッ、と。

　何かに亀裂の入る音。続けざまに、迷宮をゆるがす衝撃が水晶の壁を吹き飛ばした。

　衝撃の余波で揺らぐ天井。

　その奥から吹きこむ轟ごう音おんの連鎖を受けて、レンよりも巨大な水晶が枯れ葉のごとく浮かびあがっては奥の通路まで吹き飛んでいく。

　攻城兵器の巨大射出砲カタパルトか？

　悪魔の大法術か？

　何が起きたのかも定かでないが並大抵の破壊力ではない。

「処刑のための天使毒ですって？」

　濛もう々もうと立ちこめる塵じん芥かいに紛れた視界の先で。崩壊した壁の向こうから、微かすかな足音とともに華きや奢しやな人影が現れる。

　ここに囚とらわれていたであろう同胞の天使を担ぎ。

　その背に、一対の真白い翼を顕現させて。

「見下してもらっては困ります。私を潰つぶすには今のさらに千倍を用意なさい」

「……フィア先輩!?」

　麗うるわしき金髪の天使が歩いてくる。

　大天使フィア。

　いまだ崩壊の音と砂すな埃ぼこりが鎮まらぬなか、レンは、壁の向こうに彼女の姿を見た。

「とはいえ……」

　肩に担いだ天使ごとフィアが膝ひざをついた。












　激痛に悶もだえるように顔を歪ゆがめて。

「さすがに動くのは、無む茶ちやがありました……ね……」

　その姿に。

　黒衣の騎士たち五人の誰より先に、レンは駆けだしていた。

「天使を捕らえ──」

「させねぇよ！」

　地に刺さっていた霊剣を王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクよりも先に摑つかみ取り、その勢いのまま水晶の迷宮を駆ける。

　フィアに向けて振るわれた大剣。

　その切っ先を、全力で突きだしたレンの剣が弾はじき飛ばした。

「おのれ……！」

「アンタらさ、気づいてないだろ」

　黒甲かつ冑ちゆうをまとった騎士と向かい合い、迷わずその間合いへ飛びこんだ。

　剣士としての器量ならば分がある──そう確信しきった騎士が放つ二度目の太た刀ちを剣の腹で受けとめ、斜め後方へと流す。

「……バカな！」

　二度、自分の剣が止められるとは想像もしていなかったに違いない。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは、世界最強の騎士集団だ。その一員である騎士が、まさか純粋な剣技で遅れを取ることなどありえない、と。

　……そんな表情してるよ。

　……やっぱりわかってないんだな。

　驚きよう愕がくの眼まな差ざしでこちらを見下ろす剣士に対して。

「最後に剣の訓練したの、いつだよ」

「なにっ」

「こんな息苦しい場所に隠れて。天使と悪魔を拷問して、人質とって俺おれらを脅して……。いい加減気づけよ。そんなんだからアンタら弱くなってるんだよ！」

　懐に飛びこむ勢いで腹部に肘ひじ撃ちを叩たたきこむ。

　黒衣の騎士が後方へよろけた虚を突いて、その胸当てめがけ、レンは霊剣を全力で横よこ薙なぎに振りはらった。

「……っ……か……！」

　息を詰まらせて倒れる騎士。

「キリシェ、エリーゼ。そっちは!?」

「終わったところだ」

「こっちも楽勝。いざ戦いに持ちこんじゃえばこっちのものだよね」

　法術の一撃で壁に叩たたきつけられ、そのまま壁沿いに倒れこむ四人。いずれも剣を手放し、起き上がる気配もない。この場の騎士たちはこれで終わりだろう。

　だが息を整える余裕はなかった。

「フィア先輩」

　仰あお向むけに倒れている金髪の天使のもとへ。

「……レン……」

「フィア先輩しっかり！」

　息も絶え絶えな彼女を抱きかかえる。

　だが、腕に抱かれた姿勢から起き上がろうという素振りはない。

「ほかの……天使たち、は……？」

「大丈夫、みんな無事だよ。だからしっかりしろよ先輩！　そんな掠かすれた声、先輩らしくないって！」

「ああよかった。レン……ごめんなさい……わたし、なんだか眠たくなって……」

「先輩!?」

「フィア、お前まさか！」

「ちょっと冗談でしょフィア、噓うそって言って！」

　蒼そう白はくの表情で駆けつけるキリシェとエリーゼ。

　そんな二人とレンの顔を順に見上げて、死に瀕ひんした大天使がふっと微笑ほほえんだ。

「……レン。最後に、お願いが……」

「な、なんだよ」

「手を……握ってください」

「────」

　力の入らない彼女の手を無言で握る。

　力いっぱい彼女の手を握っても、握りかえしてくる手はあまりにも弱々しくて。

「好き、って言ってくれませんか……」

「好きだよ！　フィア先輩、尊敬してるし大好きだよ！」

「結婚してくれますか？」

「ああ。結婚でも何でもするよ。だから死んじゃだめだフィア先輩！」

「一緒に新婚旅行に行ってくれますか？」

「ああ、どこへだって一緒に行くよ！」

「今日から？」

「ああ、今日からさっそく────……ん？　って今日……？」

「ええ。さっそく今日からですわ」

　その途端、フィアの目に力強い輝きが。

　レンの握る手をぎゅっと握りかえし、バネのような勢いで彼女の上半身が起き上がる。

「やった、聞きましたわよレン！」

　大天使がその場に跳ね起きた。

　そのこぼれんばかりに豊満な胸の谷間に、レンの顔をぎゅっと押しつけて。

「ささレン、さっそく新婚旅行に出発ですわ。まずは世界中の温泉巡りから」

「ちょ、ちょっとフィア先輩!?」

「……おいフィア」

「……めっちゃ元気に見えるんだけど」

「愛の力です」

　レンをしっかり抱えたまま、大天使がキリシェとエリーゼにふり向いた。

「愛の力があれば瀕ひん死しの重傷くらい一秒で完治するのです。というわけで二人とも聞きましたわね。今日からレンは私の旦那さまに決定ですわ。以後、レンに話しかける時は正妻の私の許可を得てください。あ、私のことは『若奥さま』と」

「「フィアっ！」」

「という冗談はさておいて」

　本気で激げつ昂こうしかけたキリシェとエリーゼを笑顔でかわす。

　いたずらっぽい上目遣いを浮かべた大天使が、ようやく抱きつく手を緩めてくれた。

「レンにも心配かけましたか？」

「……けほっ……フィア先輩、力強すぎだって」

　赤らむ顔を自覚しつつレンは大きく息を吐きだした。大胆にも胸に顔を押しつけられて、こちらは迂う闊かつに息さえできない有様だったのだから。

「心配したよ。特に最後のなんか」

「あらそんな。だって私ちゃんと、『私を潰つぶすには今の千倍じゃないとダメですよ』って言ったじゃないですか」

「……あれ本当だったのかよ」

「もちろん。身体からだの鍛え方が違います」

　今も床に倒れている天使たち。

　フィアと違って彼らの苦しみ方は本物だ。かろうじて意識を留とどめているが、起き上がることもままならないというのに。

「でも正直言うと、身体が気け怠だるいのは本音です。……ちょっと座っていいですか」

　ふぅと肩の力を抜いたフィアが、こちらの返事も待たずに腰を下ろした。

　顔に浮かぶ疲労の色。

　これも何かの演技かと疑いそうになったが、この声の弱々しさが噓うそとは思えない。

「ほら見ろ。やっぱり辛つらいんじゃないか」

「身体からだの法力が毒でぐちゃぐちゃに乱されてるでしょ。だからアタシとキリシェもさっきの演技で騙だまされたわけだし」

「ええ。ですからレンに抱きかかえてもらいたいですね。胸のあたりが苦しいので優しく撫なでてもらえると楽になる気がするような」

「「ダメ」」

　声を揃そろえて即答するキリシェとエリーゼ。

　まったくケチなんだから──そう小声で呟つぶやいて、フィアがあらためて顔を上げた。

「ともあれ無事で何よりです。レンも、よく私の場所がわかりましたね」

「そう、それ苦労したよ。女神レスフレーゼ様もフィア先輩の場所はわからないっていうし」

「あら？　どこかで彼女と会ったのですね」

「うん。まずどっから話そうか。それにまだ俺おれたち以外にも魔王やルルが来てて、向こうの状況もどうなってるやら」

　と。

　迷宮の通路の奥から、何やら騒がしい声とけたたましい足音が。

「ちょうど来たんじゃない？」

　エリーゼが指さす先で。

　まず現れたのは漆黒の巨体をした大悪魔だった。

「ふはははっ！　待たせたなレンよ。余の不在という決定的な戦力不足でよくぞ持ちこたえた。余が到着したからには……からには……む？」

「遅かったようですね魔王様」

　しずしずと後方から現れる氷の将しよう魔まルル。

「ですから私は、もう少し急ぎましょうと言ったのです。魔王様の大きな身体が水晶につっかかって時間がかかるから」

「むぅ……やはりこの通路はちと狭いな」

　最後に、一人我関せずといった風で歩いてきた片眼鏡モノクルの法術士アリアが、こちらを見て微かすかに眉まゆをつり上げた。

「天界の大天使とお見受けする。天界にて一度お会いした記憶があるが」

「……あなたは確か、剣聖シオンの」

「ガブリエだ。このような場で再会するとは思っていなかったが」

「ええ。ところでレン？」

　不思議そうな表情でフィアが辺りを見回した。

「私のいない間に、ずいぶんと旅団パーテイが様変わりしましたね。キリシェとエリーゼはともかく冥めい界かいの魔王に五ご大だい災さいに、剣聖シオンの仲間まで」

『はいはい！　私もいます！』

　ひょっこりとレンの背中から現れるナスターシャ。

「あら。ずいぶんと可愛かわいい虫。喋しやべるなんて珍しい」

『虫じゃないですよぅ!?』

「……話すのも長くなりそうだよな」

　キリシェ、フィア、エリーゼ。

　冥めい界かいの魔王と氷の将しよう魔まルルとガブリエ、さらにナスターシャ。この顔ぶれを見わたして、レンは後ろ頭を搔かいた。

「捕まってた天使と悪魔を連れてこようか。話はその後で」





　　　　２






　ユメルの血砂漠。

　宙を舞う鉄の粒子の色により、その砂嵐は黒く染まるという。

　怨オン、と唸うなる風の音。砂嵐で命を落とした無数の生物たちの悲鳴が甦よみがえったかのように、聞く者の頭にこびりついて離れない。

　そんな嵐の轟ごう音おんを、地下迷宮の入口で聞きながら。

「──それで、終しゆう焉えんの島から吹き飛ばされて、気がつけばここに捕まっていたというわけですわ。先ほどの毒を受けていたので迂う闊かつに動くこともできず。機を待つべきかなと」

「そこに俺おれたちが来たってわけか」

「はい。待った甲か斐いがありましたわ」

　フィアが嬉うれしそうに声を弾ませた。

　背中の翼を閉じて立ち上がり、身体からだの具合を確かめるように肩を回す。

「フィア先輩、まだ動いちゃダメだろ。さっきの毒が……」

「もう八割方は消えてますわ。それよりレン、やはり神性都市へ急ぐべきかと思います。話を聞くかぎり、あの都市に行かねば解けない疑問が山積みですからね。私たちより先に、既にそこへ到達してる旅団パーテイもあるのでしょう？」

「……王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクは、そうみたいだな」

　この迷宮に残っていた黒衣の騎士は八名。

　囚とらわれていたフィアの目撃談では、ここに入いり浸びたっていた王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの集団が、数日前に突如としてどこかへ立ち去ったという。

　神性都市に向けて発たったのだと考えてまず間違いあるまい。

「シオンも神性都市に入った頃だろう」

　そう相づちを打ったのは、ガブリエだった。

「あの人も？」

「順調にいっていればな」

　そう答える法術士アリアが、水晶の壁に背を預ける。

「シオンの目的は世界異変が起きる前から変わっていない。精霊の怯おびえの正体を探ること。過去の記録を遡さかのぼっていった結果、もっとも古くに精霊の怯えが確認されたのは神性都市の時代だ。ならば原因も、その時代に生じたと考えるのが妥当だろう」

「私たちも同様の記録を見つけました」

　魔王の傍そばに控えるルルが、淡々とした口調で言葉をつなぐ。

「神性都市は古代召喚術エイシエントによって発展を遂げました。当初は精霊信仰によって精霊と親交がありましたが、ある日を境に突然、神性都市は精霊信仰をやめました。そして研究対象を三種族へと移した。ここまではほぼ確実な史実と思います」

　そう。

　そして精霊信仰を捨てきれなかった者たちが神性都市を離れ、密ひそかに暮らしていた地が隠者の町カナンだったというわけだ。

「ですが、その三種族信仰も一時的なものでした。神性都市が計画していたのは『異物』と呼ばれるものの召喚」

「ああ。シオンもそこまでは調べが済んでいる」

　厳格な面持ちを崩さないガブリエの視線は、迷宮の外へ──

　いまだ激しく渦巻く砂嵐を見つめながら

「俺おれたちの記録では『異物』という呼称は記されてなかったが、ソレが召喚されたのと、精霊が世界から消え去ったのがほぼ同時に起きている。それが最初に観測された精霊の怯えというわけだ」

　精霊を脅かす『異物』。

　神性都市滅亡の原因となった三起源。

　……それに沈黙機関もか。

　……これだけ世界を移動してるのに一度も姿を見てないのが逆に引っかかるな。




〝女神法印、ゆめゆめ手放すな〟

〝私と貴様どちらにとっても、法ソ印レこそが世界を新生する鍵になる〟




　沈黙機関フィオラが最後まで執着していた三種族の法印。

　そしてこの地下迷宮で、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクも法印を狙っていた。

　……あいつらは神性都市の中枢に行くのに三法印が必要って言ってた。

　……神性都市の奥に、結界のような場所があるのか？

　行ってみなければわからない。

　精霊の怯えの正体も、沈黙機関の狙いもそこで明らかになるだろう。

「風」

「ん？」

「風、やんできたようですよ」

　地下にさしこむ光。砂嵐が弱まって、太陽の光がここまで届いてきたのだろう。

　フィアが懐かしそうに目を細めた。

「ずっと地下にいたので太陽の光は久しぶりですわ。……もう天界が浮かんでおらず、空があんなにも真っ赤な色をしていても、やはり懐かしい」

「天界は、女神レスフレーゼ様がもう一度浮上させるって言ってたよ」

「ええ。私たちは、私たちの為なすべきことをしっかりやりましょう」

　柔にゆう和わな笑みの大天使。

「神性都市へ。私がいれば、あの都市に向かう扉も開くのですね？」

『は、はい！　フィア様のお力があれば今度こそ！』

　興奮した面持ちでナスターシャが何度も頷うなずく仕草。

　その後ろには魔王ヴェルサレムに率いられた悪魔と天使たち。いずれも檻おりから解放され、今まで休んでいた者たちだ。

「待たせたなレン。では、こやつらは余が預かろう」

「悪魔は冥めい界かいの魔王宮まで。天使たちも、砂漠を出るところまでは私と魔王様が責任もって案内します」

　魔王の傍かたわらに並び立つルルが小さく会え釈しやく。

「エリーゼ様を見つけるという当初の目的は果たしました。私と魔王様は冥界に戻ります。どうかご武運を」

「……ああ」

　冥界も、地上と繫つながってしまったことで悪魔たちが騒ぎ立てている。魔王ヴェルサレムにはその混乱を鎮める義務があるだろう。

「じゃあねルル、わざわざここまでありがと」

「私も久しぶりの地上探索を大いに楽しませていただきました。エリーゼ様、あまりレン様を困らせぬよう。はしゃぎ過ぎはダメですよ」

「はいはい、わかってるって」

　無言でルルが一礼する。

　砂嵐の去った砂漠で──

　果てしない砂の地平を目指して、天使と悪魔の一行が遠ざかっていく。

　悪魔たちはユメル大陸にある審門を目指し、天使たちは砂漠を抜けた場所で女神レスフレーゼからの遣いを待つことになるだろう。

　その姿を見送るうちに。

「さて。行くぞレン」

　背中をツンと突いてきたのはキリシェだった。

「まずは灰かぶりの町に戻るところからだ」

「ってことはええと……ここに転移してきた砂丘の審門まで後戻りか。この暑さのなかを歩くのはきついんだけど。仕方ないか」

　霊剣ヴィエルジュを背に担いで歩きだす。

　隣を歩くのは竜りゆう姫ひめキリシェ、大天使フィア、先代魔王エリーゼ。宙を渡って追いついてくるナスターシャと、最後尾には法術士アリアガブリエの姿もある。

「行かなくちゃいけない場所があるもんな」

　精霊たちとかわした約束──

　神性都市に囚とらわれている精霊の女王シイエラミリスを解放すること。そして精霊の怯おびえも異物の正体も、すべてを解き明かす。













Interval　沈黙の果てに






　秘ひ奥おう領域。

　それは人間にとって神秘の空間である。

　わかっているのはそんな名前の空間があるという事実だけ。入口は謎なぞに包まれ、位置さえ特定できていない未知の場所。

　秘境と呼ばれる「地図に載っている難所」とは、一線を画す概念だろう。

　そして。

　秘奥領域を自分の住処すみかとして自在に生みだす──それが、この世界の最初の住人である精霊が有する力の一つだった。

　精霊の女王シイエラミリスならば『原初の海』。

　土の始原精霊ノームならば『名状しがたき砂の宮』。等々。

　その中で──

　もっとも小さき楽園、と。

　沈黙機関ミスティは己おのれの秘奥領域を密ひそかにそう呼んでいた。

　厳密に言うならば精霊の住処と異なる点もあるのだが、それを知る者は精霊と沈黙機関だけである。

『…………』

　何もない。大地がないから草木がなく、大気がないから空気も音もない。

　ただ真っ白な光だけ。

　それでいい。

　いいえ、それがいいのだ。何もないから、失う心配がなくていい。

『……わたし、あの時、なんで謝っていたんだろ』

　空気を介さぬ声。沈黙機関、あるいは「光輝くもの」として知られるミスティにとって、自分の声とは思念と同義である。

『……団長、リンさん、シルクさん』

　ただ都合が良かったから。

　人間と獣人と妖精という変わった面々が集う旅団パーテイなら、自分の正体も怪しまれない。世界中の審門を破壊するという目的を達成するのに都合がよかった。

　最初はそれだけのつもりだったのに。

　なのに──




〝団長……シルクさん、リンさん〟

〝お別れの時間です〟

〝幸せでした……ありがとう…………ごめんなさい……！〟




　旅団パーテイを去る直前になって。

　なぜ自分は、あの時、黄金の夜明けヴイーナス・ライトに謝っていたのだろう。

　何を心苦しく感じ、あんなことを去り際に口走ってしまったのだろう。あの時の自分の言葉はもう、彼らに届かないとわかっていたはずなのに。

『────』

『ミスティ』

　光の中から生まれる人影。

　しゃがみこむミスティに語りかけたのは、背に六枚の翼をもった少女だった。

『近づいてきている。何人かが扉をこえてやってきた』

『……レンですか』

『違う。だが邪魔であることには違いない。何者であろうと神性都市の深部に至るのを見逃すわけにはいかない』

　フィオラ。

　ほのかな白銀めいた黄金プラチナブロンドの髪は彼女自身の放つ光に呼応して輝き、鮮やかな緋ひ色いろの瞳ひとみには絶対的な意思が宿っている。

　その彼女が、感情をまじえぬ声で続けた。

『霊獣デイスカントの傷はまだ癒えていない。だからお前に任せたい』

『…………』

『私がやるか？』

『いいえ』

　自嘲じみた笑みでそう答え、ミスティは立ち上がった。

『フィオラ、あなたの力はとても大きい。あなたが動けば、きっとやりすぎてしまうから。人間を排除するのであればわたしが適役です』

『そうか』

『行ってきます』

　白髪の少女ミステイの姿が消える。

　主あるじの去った秘ひ奥おう領域が揺らいでいく中で。

『きっと、これがわたしの最後の使命だから……』

　ミスティの残した独白は、眼前のフィオラに届くことさえなく。

　世界を流れる波動に溶けて消えていった。






Record.3　『神性都市シィエラミリス』
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　どこまでも、どこまでも無彩色──




　天を仰げば、そこには頭上を覆おおう灰色の雲。

　太陽の光が届かない地上は真昼でさえ薄暗く。陽の届かない地上には草一本、虫一匹の姿もない。

「なるほど。これが話に聞いていた『灰』ですね。本当に雪そっくり」

　ふりそそぐ灰をフィアが掌てのひらで受けとめた。

　新雪さながらにきめ細かく、ほとんど白に近い灰色の粒ということもあり、いまレンが見ても雪と見まがうほどだ。

「怪しげな力を一切感じません。なのに、精霊たちがこの灰が恐れて姿を消したなんて。時の始原精霊カナンとやらが灰に取とり憑つかれて狂乱と化していたという話も、にわかには信じがたいですわ」

「俺おれだってそうだよ。最初は何が起きてるのかさっぱりだった」

　神性都市で『異物』と呼ばれた存在。

　この灰は、ソレが召喚された時に放出した莫ばく大だいなエネルギーが結晶化したという。コレを恐れ、灰かぶりの町の住人は精霊とともに新天地へ移住した。

　灰の降らない遠き大陸へ──

　それが今の聖地カナンの発端である。

「驚いたな」

　路面にうっすらと積もった灰を靴先でかき分けながら。

　ガブリエが町並みを眺めて首をかしげた。

「こんな町が存在していたとは。俺やシオンが見てきたどの遺跡とも違う。住居も何もかも当時のまま残ってるのは奇き蹟せきと言っていい」

「……そんなに珍しいんだ？」

「ああ。知ってのとおり神性都市に関する遺跡は、あの『光り輝くもの』に破壊されてきた。今まで俺やシオンが見てきた遺跡は八割方が全壊。よくて半壊か。瓦が礫れきだらけの跡地から過去の記録を漁あさるのは骨が折れた」

　その一言に──

　レンが思い浮かべたのは白髪の少女。そして彼女を捜している旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の顔ぶれだ。

「俺おれも、破壊された審門を見たことあるよ」

　魔境バネッサ湿原の奥で。

　沈黙機関ミスティによって破壊されかけた審門を覚えている。

　……団長と獣リ人ンと大妖精シルクの三人は、今もミスティを探してる。

　……まだ聖地カナンで身体からだを休めてるはずだけど。

　姿を消したミスティが見つかるとは思えない。

　万に一つ見つかったとしても黄金の夜明けヴイーナス・ライトに復帰することはあるまい。彼らの前でミスティが正体を明かしたことが、彼女なりの決別の意思表示だろう。

「扉はこの先か？」

『は、はい！　この通りをまっすぐ進みます。灰が降ってるのでわかりにくいですが、奥にうっすらと壁みたいなものが見えますか？』

「興味深いな。俺たちが見つけた扉には、あんな巨大な壁はなかった」

　集団の先頭をいくナスターシャと、彼女に頷うなずく長身の法術士アリア。

「神性都市に続く扉は世界中に点在する。先にも言ったが、こことは違う経路でシオンも彼かの地へ向かったはずだ。俺もシオンと同じ経路の予定だったが、これなら合流の時間が大きく短縮できるな」

　灰かぶりの町をひたすら奥へ。

　広場をこえた先からは住居がなく、かわりに鋼鉄の壁が通路の両側に聳そびえ立っている。壁の高さは百メートル近くあるだろう。上を見上げれば眼が眩くらむほどだ。

　と。

　その壁を見たエリーゼが、フィアの背中を叩たたいた。

「ねねフィア、ここ。アタシとレンが会ったところ」

「ここが？　ああそうか。二人が再会した場所はここだったのですね。あまり和わ気き藹あい々あいという雰囲気の場でもなさそうですが」

　エリーゼとの再会の場所であり、時の始原精霊カナンとの戦闘の場でもある。

　地面には、あの戦いの衝撃で抉えぐれた陥没が今も残っている。

「アタシの時はのんびり再会って感じじゃなかったからねぇ。こっちはクタクタだってのに精霊がいきなり襲ってきて……」

「わたしだって。疲れて休んでいた時に、いきなり神かみ代よの獣に襲われてだな」

「要するに私たち三人とも命がけだったわけですね」

　フィアが苦笑。

　と思った矢先に、横並びに歩く自レ分ンの肩に両手をのせて。

「わっ!?」

「お疲れさまですわレン。私たちを見つけるの大変だったでしょうに」

「うん……まあね。でも俺おれだけじゃないから」

　この一月。

　孤独に旅していた時間は、そう長くはないだろう。

　……俺だけの旅じゃなかったもんな。

　……俺一人だけじゃどうしようもなかった。強がる気にもなれないし。

　ふり返れば。

　彼女たちを見つける間に越えてきた死闘も凄すさまじいものがあったが、変わり果てた世界を旅する難しさも相当なものだった。

「お前にも、だいぶ助けられたもんな」

『へ？』

　ふよふよと漂うナスターシャが、狐きつねにつままれた面持ちでふり返る。

『……私のことです？』

「そうだけど」

『と、とんでもない！　私はその……それが使命ですから。世界録アンコールの継承者であるレン様をご案内する使命だけはしっかり覚えていますゆえ！』

　照れ隠しなのか、ナスターシャが勢いよく先を進んでいってしまう。

　小道の先に──

　精霊庭園と、語カタリ鳥ドリたちがそう呼んでいた広場があった。

　聳そびえ立つ城壁に三方を囲まれた空き地。灰を片付ける語カタリ鳥ドリたちも滅めつ多たに近寄らないせいか、ここは町の居住区よりも大量の灰が地に積もっている。

「あった。フィア先輩これだよ」

　広場の隅に設置されている台座を指さす。

　一回目はここにレンが触れても扉を開くことができず、あのユメル大陸まで転移させられたというわけだ。

「たぶんこの表面に手を置けばいいと思うんだ。先輩、悪いけど頼めるかな」

「お安いご用ですわ」

　長方形の台座に触れる大天使フィア。

　続いて竜りゆう姫ひめキリシェ、先代魔王エリーゼが台座に手をかざす。レンの目には何も変化が生じていないように映ったが、変化は突然だった。




『三種族の法力を連結』

『鍵、起動──神性都市への扉を開きます』




　天を衝つく壁が裂けていく。

　数メートルはあろう厚みの壁が左右に退いて、その先には。

「海……？」

　深い群青色をした大海原が広がっていた。

　扉を抜けた先に神性都市はない。あるのは高さ数十メートルという規格外の大きさの、海を渡るための吊つり橋だった。

　石英クオーツを想おもわせる真白い橋。

　珍しい石材を用いているのは想像つくが、具体的にどんな石材なのかはわからない。

　そして、この大橋はいったい何千メートル先まで続いているのだろう。水平線の先まで、何十本という主塔とケーブルに支えられて橋が延びている。

『あ、わかりました』

　海と橋を交互に見回してナスターシャが手を打った。

『この灰かぶりの町が世界のどこに位置するのかずっと疑問だったのです。でもこれで判明しました。灰かぶりの町は、神性都市の島を囲む諸島の一つだったんです。吊り橋が、神性都市への通行手段なのかなと』

「だいぶ歩くことになりそうだな」

　終わりの見えない吊り橋を見わたすガブリエ。

　何百年……いや、あるいはもっと永きにわたり封印されていたのだろう。灰かぶりの町同様に、この吊り橋にも真っ白な灰が降り積もっている。

「レン、下を見ろ」

　キリシェが橋の手すりに身を寄せる。

　彼女が指さしたのは、橋の真下にあたる海面だ。

「波が動かないからふしぎに思ったが、そうか。海が凍っていたわけだ」

「本当だ。聖地カナンの港と似てるけど……」

　凄すさまじい冷気によって一瞬で凍りついたのだろう。

　押し寄せる波も、海面の泡も、すべてそのままの姿で固まっていた。それも水平線の先までだ。

　……氷海竜リヴアイアサンの息吹ブレスで凍結した港と似てるけど。

　……こっちは規模が桁けた違ちがいだ。

　海面から数十メートルの高さの吊り橋に立っていても冷気を感じる。

　過去にいったい何が起きたというのだろう。

「これだけ派手な凍結だ、何者の法術か気になるが……自おのずとわかるだろうな。そういう怪物が棲すむにはもってこいの都だ」

　そう口にしたガブリエが珍しくも苦笑い。

　先導役のナスターシャに続くのがレンとガブリエ。さらにキリシェとフィア、最後尾がエリーゼといった並びだ。

　肌が粟あわ立だつ冷気。

　降りしきる灰を浴びながら歩を進め、どれほど歩いたことだろう。

「見えてきましたわ」

　最初に声を上げたのはフィアだった。

　吊つり橋の終点。

　その先に見えたのは、真っ白い灰に覆おおいつくされた巨大な島だった。

「あれが神性都市？」

『はい。人工の島です。島一つが巨大研究施設でして、言うなれば島全体が神性都市ということになります。……私も、こうして外の様子を見たのは初めてですが』

　吊り橋の先に見える門を指さすナスターシャ。

『あの門の先が研究施設になってるはずです。方角から考えて第一区く劃かくか第三区劃かと。精霊信仰や三種族信仰の記録も探せば見つかるはずです』

　島全体に、何メートルという層の厚みで灰が被かぶさっている。

　まるで極北の雪国のようなありさまだ。

「あの門はちゃんと開くんだよな」

『はい。先ほどと同じように三種族の法力で起動する仕組みだと思います。それ以外なら、たとえ鍵がかかっていても私の権限で開放できるかと……』

「開いているようだぞ」

　キリシェが、吊り橋の終点をじっと睨にらみつけている。

　レンの視力では門の輪郭をおぼろげに捉えるのが精々だが、遙はるか彼方かなたの光景さえも竜の視力は既にハッキリと見通せているらしい。

「昔から開きっぱなしか？」

『い、いえ……そんなことはないはずです。神性都市で召喚された三種族が逃げださないための役割もあるので、開いていたとしてもせいぜい数時間。それ以上の時間が経たてば自動で閉まるはずなのですが』

「ってことはさ」

　最後尾にいたエリーゼが暢気のんきな口調で。

「先客がいるってことでしょ。アタシらより先に来た誰かさんが」

「……王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの待ち伏せか？」

　背中の霊剣を、手に持ちかえる。

　誰もがその可能性を意識したのだろう。無言の緊張を帯びながら歩を進め、やがてレンの目にも門の外見がくっきりと認識できた。




『神性都市シィエラミリス外殻　第三区く劃かく──』

『現在、扉は開放中です』




　高さ十メートル近い扉をくぐり抜けて。

　神性都市という巨大な研究施設の内部へ一歩踏み入ったそこは、鈍にび色いろに発光する壁面に囲まれた通路だった。

　眩まぶしいまでに輝く照明。

　滅亡後の都市、それも屋内とは思えない明るさだ。

　壁のいたるところが緑色に苔こけむして、床には無数の亀裂が入り、そのスキマから雑草が生えている。そうした遺跡らしい荒廃も垣かい間ま見みえるというのに、今も光り輝くこの壁面は、神性都市がまだ「生きている」と訴えているようではないか。

「ナスターシャ、この光って？」

『はいレン様、神性都市の動力源はほぼすべて法力によるものです。都市に入る前の門もそうですが、この都市すべてが法力で動いているんです』

「法力って……だけど、もうここは滅亡したんじゃなかったのか？」

『滅亡前の法力がまだ残ってるんです』

　ナスターシャが、光り輝く壁に手をついた。

『私や世界録アンコールが生まれる前のことですが、古代召喚術エイシエントで栄華を極めたこの地には莫ばく大だいな力が蓄えられていました。もちろん時が経たつにつれて減少しているはずですが、現代でも都市内の装置は正常に稼働しているはずです』

「……とんでもないな」

　有史以来最大の栄華を極めた都市。

　都市そのものは滅びても、栄華の象徴である「力」は今なお残っているというわけだ。

　眩しき通路を抜けて──

　その先には、ドーム状の屋根に覆おおわれた広場があった。

「ここは？」

　広場の広さは直径百メートル以上あるだろう。

　ただの空き地にしては広すぎる。まわりを囲む壁はいたる所が欠け落ちて、石畳の地面は強烈な衝撃を受けたらしく大きくひしゃげている。

『おそらく闘技場です。召喚した三種族たちを戦わせる実験が行われた跡地かと』

「じゃあアレもその名残かな？」

　レンが真っ先に目に留めたのは、闘技場の隅。

　その壁際に溜たまっているのは混色のヘドロだった。

　黄土色や茶ちや褐かつ色しよく、黄色、といった色が様々に混ざりあった暗い色。

　軟泥とも粘液とも言いがたいソレが壁の亀裂からじわじわとにじみ出て、大きな湖のように地面に溜まっている。

「ずっと昔の闘技場なのに、あんなのが風化しないで残ってるのも不思議だよな」

『おや。アレは何でしょう』

「ナスターシャにもわからない？」

『お恥ずかしながら……装置に使われる機械油オイルのように見えますが、闘技場の壁の間から染みだしているようですし。気になりますね。アレはいったい……ふむ。極わずかですが法力の波動を感じます』

「あの水溜まりみたいなヘドロから？」

『はい。ただ、もうちょっと近くで調べてみないとわかりかねま──ひぁっ!?』

　ナスターシャが小さく悲鳴。

　空を飛ぶための翼を、後ろからキリシェが摑つかんで引っぱったのだ。

「待て」

『い……いたたっ……キリシェ様、何をなさるんですかぁ！』

「あの塊に近づくな」

　ぞっとするほど凄すごみを帯びた声こわ音ねで。

　真顔のキリシェが、闘技場の奥に溜まっているヘドロを睨にらみつけた。

「キリシェ？　どうしたんだよ」

「私もキリシェに賛成ですわ」

「嫌な空気だね。興味本位で近づくようなものじゃなさそうだよ」

　フィアに続いてエリーゼまで。

　どちらもキリシェの隣まで進みでた挙げ句、瞬まばたきさえ忘れたように、闘技場の奥に固まっている物体を見据えている。

「キリシェ？　何かわかったのか」

「わからない。だが、あの塊はずいぶんと生臭い。わたしの好かない獣の臭においだ。今まで感じたなかで一番近いのは神かみ代よの獣だが」

「神代の獣……!?」

「まだよくわからない。近いようで違う気もする。あの塊の中に未知の獣が隠れていることも考えられる」

　そう告げるキリシェ自身、今いる地点から一歩としてソレに近づく素振りはない。

　危険なもの。それも相当な脅威であると。

　三さん大だい姫ひの警戒ぶりが何よりも明解にそう告げている。

「どうしますかエリーゼ。試しに法術を撃ちこんでみるという手は」

「うーん。まだ正体がよくわかってないからやめとく。あの隅っこに固まってるだけなら害もないし、放置がいいんじゃない？……ねねレン」

　四つの扉。自分たちが入ってきた入口とは別に、この闘技場の壁に繫つながっている四つの出口をエリーゼが順に指さした。

　おそらく、すべて別のエリアに通じているのだろう。

「出口がたくさんあるけど、どれにする？」

「あの気味悪いヘドロには近づかない方がいいんだろ。なら──」

　言い終える前に口をつぐむ。

　足音。複数の悲鳴と怒鳴り声がまじった気配が急速に近づいてきたのだ。それも自分たちがやってきた入口から。

「団長、団長、大変だよぉ！　早く早く、聖女様を見つけなくちゃ……！」

「ああもう泣くなシルク。おいリン、お前の嗅ハ覚ナの出番だぞ、さっさと聖女様と剣聖サンを見つけてくれや」

「任せとけって。多分この先だぜ！」

　闘技場へ駆けこんできたのは獣人の少女だった。

　大きな三角形の耳がショートの赤髪からツンと飛びだして、背中の尾てい骨からは虎のような黄色と黒の尾が伸びている。

　そして続けざまに、後からやってきた大妖精がその獣人の肩に飛びついた。

「リンちゃんリンちゃん、待って待って！」

　こちらは大きな赤い瞳ひとみに、蛍光色の緑から赤へ移ろっていく髪が特徴的だ。

　レンの腰の高さほどの背丈の妖精で、魔法使いのような大きな帽子と裾の長いローブがよく似合っている。

　最後に──

「おい待てやリンもシルクも。そんな慌てて走って、さっきのバケモノと鉢合わせしたらどうするよ」

　日焼けした壮年の剣士が、入口からひょっこりと顔を覗のぞかせた。

「……あれ」

「おうレン!?　どうしたんだよこんなところで。エリーゼとかいう先代魔王の嬢ちゃんを見つけてくるんじゃなかったのか」

「いや、まあそうだけど……団長たちこそ、どうしてここに？」

　旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』の三人、団長と獣人リンと大妖精シルクたち。レンがエリーゼを探しに出かけた時にも、彼らはエリエスと聖地に残っていたはずだ。

　それがどうして、この神性都市に。

「シオンだろうな」

　沈黙を保っていたガブリエが、集団の最後尾でぽつりと口にした。

「神性都市の記録を解明するにあたっては、精霊に詳しいエリエスの協力が不可欠だ。彼女に同行を依頼した矢先に、彼らも同行する話が浮上した。そんな具合だろう」

「そういうこった。どうせ俺おれら行くアテがなかったからよ。ミスティってば昔から遺跡探検が好きだったしな。こういう場所も探してみようかって思ったわけだ」

　満足げに頷うなずく団長。

　レンと、そしてレンの後ろに控えるフィアとエリーゼを順に見比べて。

「なんだボウズ。エリーゼの嬢ちゃんだけじゃなくて天使の姉ちゃんも見つかったのか。探した甲か斐いがあったわけだ」

「……どうも。ところで見えない二人は？」

　肝心のエリエスとシオンの姿がない。

　今の話を聞くかぎり二人もここに来ているはずだが。

「団長！」

「やべぇ、団長逃げるぞ！　あのバケモノがここにもいる！」

　獣リ人ンと大妖精シルクの悲鳴が、何もかもを吹き飛ばした。

　二人が怯おびえたまなざしを向けているのは、壁際に溜たまっている暗色のヘドロだ。

　ナスターシャが「法力を感じる」と疑問を呈し、三さん大だい姫ひ全員が口を揃そろえて「近づくな」と警句を発した奇妙な粘液だが……。

　……どういうことだ？

　……あのヘドロが、徊かい獣じゆうの残した体液や唾液とかならわかるけど。

　あのヘドロが怪物そのものとはどういう意味だ。

　闘技場の壁のスキマから、それも一いつ箇か所しよではなく亀裂の至るところから流れ続けており、今も肥大化しているヘドロの湖。

　どうする、やはりあのヘドロは避よけた方がいいのだろうか。

　レンが判断に迷った数秒間。

　その間に、闘技場の出口の一つから少女が息を切らせて駆けてきた。

　気高さと意思の強さを感じさせる双そう眸ぼうに、可か憐れんな面立ちの少女。黄金の法ほう衣えの裾を大きくはためかせて。

「エリエス？」

「レン!?　よかった無事だったのね！」

　よほど慌ててきたのか苦しそうに彼女が深呼吸をくり返す。

　エリーゼにフィアという顔ぶれを見てこの場の状況を悟ったのだろう。ほっと安心したように表情をやわらげた。

　だが。

　そんな彼女の笑みが、闘技場の壁を伝うヘドロを見た途端に凍りついた。

「いけない。レン、今すぐそこから離れなさい」

「……え？」

「三起源よ、ソイツが始まりの竜！」

　聖女と謳うたわれる少女が金切り声でそう叫んだ。

「始祖獣ネビュラ。その壁から溢れてる粘液がネビュラそのものなの！」

「このヘドロが三起源!?　まさかだろっ！」

「私たちも不意を突かれたわ。気をつけて、いつ動きだすかわからない！」




　……ぽこっ




　溜たまった粘液の表面に、泡あぶくがうかんだ。

　始祖獣ネビュラ──エリエスの叫んだ名前に反応したのか、あるいはこれだけ集まった気配に反応したのか。確かめるだけの時間はなかった。

　混色のヘドロが破裂。

　何千という数多あまたの飛沫しぶきとなって宙をわたり飛びかかってきたのだ。

「風の始原精霊シルフ、お願い……！」

『吹き飛んじゃえ』

　ヘドロであった飛沫を、精霊の風が天井のドームまで吹きあげた。

　エリエスの手前に顕現した小人の精霊が、今まさに襲いかかってきた群体を怒りの形相で睨にらみつける。

　ぴちゃ、と音をたてて天井から床に落ちていくヘドロの飛沫。

　それが数秒とたたずに小刻みにふるえ始めた。

「……くっついていく!?」

「やべぇよ団長！　さっきと同じだ、どんなに千切っても復活しやがる！」

　液状化していた飛沫が、地面を跳ねて結合していくのだ。

　その表面がみるみる金属状の光沢を帯びながら細く捻ねじれ、瞬またたく間に、鋭いかぎ爪づめをもつ触手へと姿を変えていく。

　地を這はう巨大な触手の群れ──

「さがれ！」

　呆ぼう然ぜんとなる黄金の夜明けヴイーナス・ライトにそう叫び、レンは霊剣ヴィエルジュで宙を薙なぎはらった。

　耳みみ障ざわりな衝突音。

　霊剣と触手。互いがぶつかった衝撃が反動となり、霊剣の柄を伝ってレンの両腕に激痛をもたらした。

「……こいつ、液体の硬さじゃない!?」

　にわかには信じがたい。

　液体同然のヘドロであった物体が、わずか数秒で霊剣ヴィエルジュと互角の硬度にまで変質したというのか。

「レン、そのままで」

　ふわりと金髪をなびかせて前に躍り出たのは大天使フィアだ。

　ユメル地下牢ろう獄ごくの壁をも崩壊させた拳を握りしめ、レンの剣が押さえつけている触手を殴りつけた。

　キンッ、と乾いた音とともに触手が破裂。

「やった？」

「いえ……ダメですわ」

　苦々しい表情でフィアが拳を引き戻す。

　割れ砕けた触手が空中でヘドロ化して落下。先ほどと何一つ変わらぬ水みず溜たまり状の物体に戻ってしまったのだ。

「打撃系は効きかない……？」

「いえ、事はそう単純ではなさそうですよ」

　ヘドロに触れた右拳を見つめる大天使。

「私とてバカ正直に殴ったわけではありません。打撃の瞬間、法力を拳にまとわせて殴りつけたんです。でも殴った瞬間、強い力の抵抗を感じました」

「障しよう壁へき……？」

「はい。あのヘドロ状の組織、かなり強力な法力の発生源でもあるようです。今は微弱な反応ですが、瞬間的に出せる法力の出力は相当なはず」

　上位天使の法術をも咄とつ嗟さに相そう殺さいしてしまう。

　だとすれば──

「もっと強い法力ならどう？」

　エリーゼの言こと霊だま。

「冥めい界かいの雷いかずち、走れ」

　その華きや奢しやな指先がヘドロの塊へと差し向けられて、轟ごう音おんを従えた稲光が闘技場のドームを突きやぶって降りそそぐ。

　石の地面が割れ砕け、雷撃の通った壁が縦に大きく裂けていく中で。

「……これはちっと面倒かも」

　エリーゼが眉まゆを吊つり上げた。

　雷撃が降りそそいでいる最中でありながら、ヘドロ状だった物体が雷撃など意に介さぬように蠢うごめきだしたのだ。

　水みず溜たまり状の塊から生まれたのは足と頭部。そこからさらに胴体が盛り上がり、六足で立つ獅し子しのような獣へと姿を変えていく。

「こいつが始祖獣ネビュラ……？」

「レン！」

　エリエスの声が闘技場に響いたのは、その時だ。

「シオンが言ってたわ。三起源は、外の世界から召喚された精霊が変わり果てた怪物よ。神性都市でさえ抑えることができなかった。でも私たちの世界にも、ずっと昔から世界を見守ってきた者たちがいる。外の世界からやってきた怪物にもっとも効果的な力は、この世界の住人の力だって！　それは──」

「精霊か！」

　ヘドロの獅子が身をかがめる。

　始祖獣ネビュラが跳躍のために力を溜めた隙すきに、レンもまた叫んでいた。

「火の始原精霊サラマンダー！」

　真しん紅くの火ひ蜥蜴とかげが、顕現。

　その真紅の目が輝くとともに火花が瞬またたいた。

　──紅ぐ蓮れんの精霊剣。

　巨大な火柱となった炎が霊剣ヴィエルジュへと収束し、煌こう々こうと輝く超高熱の赤しやく刃じんへと鍛え上げる。

「はっ！」

　六足の獅子となった怪物と、レンの振りぬいた剣が交こう叉さ。その一瞬の後に、獣の咆ほう吼こうが闘技場に響きわたった。

　始祖獣の断末魔。

　精霊の炎に焼きつくされた身体からだが炭化し、ボロボロの砂となって地に落ちていく。先のように再びヘドロ化して動きだす気配もない。

　だが、レンは霊剣を握る手の力を緩める気にはなれなかった。

「これで終わり……なのか？」

　相手は、神性都市を滅亡させた一体である。

　精霊の攻撃が効きくとはいえあっけなさすぎる。キリシェや竜りゆう帝ていカルラを筆頭に、竜種というものの強大さは理解しているつもりだ。

　その起源である始祖獣ネビュラが？

　たとえ精霊の炎とはいえ、一撃で消滅するほど弱々しい存在だろうか。

「退ひけ坊主！　今のうち、あのバケモノの本体が追いついてくる前に逃げるぞ！」

「……え？」

　後方から轟とどろいた団長の号令に、ふり返った。

　本体。それはどういう意味だ。

「まだよレン。さっきもここまでは追いつめたわ……でも、今のはコイツの本体じゃない。もっととてつもなく大きな────」

　破裂。

　闘技場を囲む壁という壁が一斉に割れて、そこから混色のヘドロが噴きだした。土石流のごとく怒ど濤とうの勢いで流れこむ粘液の量は、先とは比べものになるまい。

　二倍、五倍、十倍。それ以上に増え続けている。

　闘技場の床一面を覆おおいつくしてもまだ勢いは止まらない。

　そこに立っている自分たちまで粘液塊に吞のみこまれかねない、それほど膨大な量が押し寄せてきているのだ。

　……冗談だろ。

　……もしかして、この気味悪い粘液すべてが始祖獣の身体からだなのか。

　竜の咆ほう吼こう。

　レンが固唾かたずを吞んで見上げる中、うずたかく積もったヘドロから生まれた産うぶ声ごえは間違いなく竜の雄お叫たけびそのものだった。

『────』

　ごそり、と蠢うごめく粘液群。

　宙を舞う飛沫しぶきが集結して翼が生まれ、同じく飛沫が集結してできた二本の尾が、胴体に絡みつくように結合していく。

「……これが竜種わたしたちの祖先だと？　なかなかタチの悪い冗談だ」

　その異様な姿を前に。

　キリシェが、心の底から嫌悪の声こわ音ねを絞りだした。

「誇りも気品も皆無。伝わってくるのは原始的な攻撃衝動のみだ。少なくともわたしは、こんなバケモノを同族と認める気はない」




『永久に侵食する暴力』始祖獣ネビュラ──




　竜りゆう帝ていカルラをも上回る巨体が、闘技場を埋めつくすように聳そびえ立っていた。

　その外見は『竜になりそこねた蛇』。

　頭部から、背中から、尾から大小様々な翼が生えており、そのいずれの翼も皮膜がボロボロに穴が開いている。

　そして脚はない。

　巨大な下腹部から下がまだヘドロのままなのだ。

　蛇さながらに地面を這はい進むしか歩行機能はないだろう。唯一、竜らしい形状をしているのが頭部だが、そこにも眼や口にあたる器官はなかった。

　……キリシェの言うとおりだ。

　……こんなの竜じゃない。竜に進化しかけの別の生き物じゃないか。

　だが気味悪い姿という理由だけでは、レンもここまで嫌悪感を抱くことはなかっただろう。問題は始祖獣ネビュラが放出する殺気だ。

　欠落した理性。

　虚構精霊エイドスと似ている。

　背筋を凍らせる重圧感と寒気は感じるのに、自分たちを見下ろす始祖獣ネビュラには「心」にあたるものが一切感じられないのだ。

　あるのは圧倒的な攻撃衝動のみ。

『レン様、あの顔の部分が動いてます!?』

「……なんだ？」

　鎌首をもたげる始祖獣ネビュラ。

　その頭部が激しく波打ちだした。筋肉の隆起？　筋肉を構成するヘドロが蠢うごめいてさらに頭部の骨格を急速に造りかえているのだ。

　──ぽっかりと空いた穴。

　頭部の顎あごあたりが陥没して、すり鉢状の穴ができていく。

「口か……！」

　それは誰が発した言葉だっただろう。

　口という器官であると、その場の誰もが同時に気づいた。

　だが何のために。キリシェやカルラのように、あのすり鉢状の口から流りゆう暢ちような人語を紡ぐとも思えないが。

「法力？　ううん違う。でも感じる」

　巨竜を見上げて、独り言のようにエリーゼが呟つぶやいた。

「異様な力の昂たかぶり。あの口の奥で何かが集約されつつある。これは……」

「息吹か！」

　キリシェが目を大きく見ひらいた。

　始祖獣ネビュラは竜の起源。

　キリシェの言葉に応じたように、その口にあたる器官が淡い紅べに色いろに点滅。始祖獣の口が、頰ほおから後頭部にいたるまで一気に裂けた。

「屈かがめ！」

　黒を帯びた真しん紅くのちらつき。

　ソレが口こう腔こうの奥で一際大きく弾はじけた瞬間、キリシェが叫び、フィアとエリーゼが両手を大きく前に突きだした。

「黒の紗うすぎぬ！」

「白の天幕よ！」

　大天使と先代魔王とが重ね合わせる法術結界。白と黒の薄膜が幾重にも重なって闘技場全域を覆おおいつくす。
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　鮮血の奔ほん流りゆう。

　どす黒い血色をした洪水が、視界を吞のみこんだ。始祖獣ネビュラから放たれた赤しやつ光こうが、血しぶきさながらに真っ赤な粒子を噴き上げる。

　大天使と先代魔王との結界を貫いて──

　闘技場の二階からドームにかけてを消滅させて──

　天上を渦巻く雲さえ吹き飛ばし、なおも威力を保ったまま彼方かなたへと消えていく。

「……不幸中の幸いか」

　身を屈かがめたガブリエが、押し殺した声でそう呟つぶやいた。

「奴やつにとって俺おれたちは標的でさえなかったらしい。あのバケモノにとっての破壊対象は、あくまでこの都市そのものか」

「……どっちであってもそう変わらないさ」

　巨大な瓦が礫れきがドームから止めどなく落下していく光景を見上げて、レンは霊剣ヴィエルジュを握りしめた。

　そう。

　ガブリエの言うとおり、始祖獣の息吹ブレスは自分たちに向けられたものではなかった。

　神性都市ごと自分たちを消滅させようとしたのだ。

　……だけど、もしあの息吹が向けられてたら。

　……助かる手段……そんなものがあるのか？

　フィアとエリーゼの法術結界が跡形なく蒸発したのを見た者ならば、理解しただろう。

　あの息吹を止める術すべはない。

「土の始原精霊ノーム！」

　足下に顕現していた精霊の名を叫ぶと同時、レンは瓦礫だらけの地面を駆けた。

「ボウズ!?　無む茶ちやだ、下がれ！」

「ダメだ。退却したってコイツから逃げられる保証なんてない！」

　団長の怒号へ。

　こちらも声を嗄からせて叫び返す。逃げても通路の奥に隠れても息吹にまとめて吹き飛ばされるだけ。ここで戦うしか生存の道はない。

　……精霊の炎は通用する。

　……だけど、何度この剣で斬きりつければいい？

　神かみ代よの獣と戦った時もそう。相手があまりに巨体すぎるため霊剣ヴィエルジュを振るったところで効果が期待できないのだ。

　十回や二十回斬りつけたところで、この巨竜は倒れまい。

「無む茶ちやでもやるしかない、か」

　狙いは頭部だ。

　あの息吹ブレスさえ吐けなくできれば勝機が見える。

『レン様！　危ないっ、始祖獣の体内で凄すさまじい力が渦巻いてます！』

　ナスターシャが叫んだことにレンが反応するより早く。

　ぎちっ、と。

　聳そびえ立つ巨体から奇怪な音が響きわたった。始祖獣ネビュラの首があらぬ方向にねじ曲がり、瘤こぶとなって膨れあがっていく。

　膨張。

　混色のヘドロが破裂して、生まれたのはさらにもう一本の首だった。

「そんな!?」

　レンの見上げる前で、二本目の頭部にも口が形成されていく。

　息吹を吐きだすための放出口が。

　つまりこの始祖獣ネビュラは、息吹を同時に二つ発動する気なのだ。

「誤った。このバケモノは、わたしが真っ先に竜化するべきだった……！　レン逃げろ、今からではわたしの変身も間に合わない！」

　キリシェの絶叫。

　二つの頭部に点ともる紅べに色いろのちらつきが、一際強く輝いて。




　──ああ。ここだったのか。




　すとん、と。

　始祖獣の首が闘技場の床に落下して転がっていく。

　誰もが目を疑っただろう。今まさに息吹を放出せんとしていた竜の頭部が、あまりにあっさりと切って落とされたのだ。

「ごめんよみんな。僕ぼくも道に迷っちゃって」

　竜の背中に立っていたのは、淡い金髪をなびかせる青年剣士だった。

　その両手に、燦さん然ぜんと輝く宝剣。

　一瞬の出来事だった。割れた闘技場のドームから飛びおりた剣士が、竜の背に着地するなり一撃でその頭部を切り落としたのだ。

「シオン、あなたどこいってたの！」

「やあエリエス、間に合ったようで何より。それにガブリエも無事で」

　剣聖シオン。

　騎き士し王おうゼルブライトと並び最強と謳うたわれる天才剣士が、始祖獣ネビュラの背から暢気のんきに手を振ってくる。

『ダメです、始祖獣にダメージはありません！』

　ナスターシャが吼ほえた。

　双頭のうちの一つを失った始祖獣ネビュラの背中が波打って、体表から何十本という爪つめが突きだしたのだ。

　背中に位置する標的シオンを串くし刺ざしにせん、と。

「っと」

　ヘドロ化して激しく波打つ背で、剣聖が舞った。

　両手剣ほどもある爪が迫りきる寸前、限界までひきつけた上で華麗に身を捻ねじって。

　さながら蝶ちようか、踊り子か。

　類たぐい希まれな柔軟性でコマさながらに上半身を旋回。髪の毛一本にも満たない精度でもって、飛びかかってくる爪の空くう隙げきを瞬時に見極めたというか。

　何十本という爪をすり抜ける。

　それも始祖獣ネビュラの背の上で。

「ウィル、力を借して」

　シオンの右手に握る宝剣が、その命に応じて激しく瞬またたいた。

　弾はじける雷光。光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプの雷いかずちが宿ることで、剣聖シオンの剣は触れるものすべてを粉砕する破壊力を実現する。

「まずは爪」

　シオンに迫るネビュラの爪が──

　何気なく振るわれた彼の一刀によって、その悉ことごとくが根元から切り払われた。先の頭部と同じく、宙を舞い、地に落ちる前に雷撃で灼やかれて塵ちりへと帰る。

　あまりに流麗。

　手にした双剣も尋常ならざる銘めい刀とうであることは間違いない。しかしレンが目を剝むいたのは、剣士としてのシオンの圧倒的な力量だった。

　……俺おれが冒険してきた月日の何倍、いや何十倍？

　……いったいどれだけの歳月をかけて世界を巡ってきたんだ。

　七つもの人類未踏破の地を制覇した男。

　想像を絶する過酷な自然に挑み、克服してきた。強大な魔獣との戦いなど日常茶飯事であったことだろう。

　いわば秘境という「神秘」に鍛えられた剣士。それがこのシオンなのだ。

　閃せん光こうのごとき剣速。

　十本近く迫っていたネビュラの爪つめを限界までひきつけて、虚こ空くうの一点に重なった瞬間、わずか一刀で斬きりふせる。

　そのなんと力強く、そして俊敏な剣舞であることか。

　だが。

「シオン！」

「……まずいな。どうやっても息吹ブレスは止められない」

　エリエスの悲鳴の意を察してシオンが跳躍。

　息吹──

　始祖獣ネビュラのもう一本の頭部はまだ生きている。その口こう腔こうが限界まで開かれて、奥に血色の光が凝ぎよう縮しゆくしていくのは明らかだった。

　シオンの宝剣が二つ目の頭部を破壊。

　にもかかわらず喉のどの奥に凝縮している瞬またたきは消えていなかった。

『レン様、危険です！　息吹のエネルギーが暴発します！』

「全員、目の前の扉に飛びこみなさい。始祖獣ネビュラは死んでない。溜ためた息吹の波動を闘技場そこらじゆうに撒まき散らす気よ！」

　いつ現れたのか。

　後方の扉から息を切らせて現れる黒髪の少女。

「ここは散って、神性都市の奥で──」

　結界士エンチヤンター・夏蕾カレイの放った声のうち、レンが聞こえたのはそこまでだった。

　始祖獣の胴体が、風船のように一気に膨張。

　……発射するはずだった息吹が体内に逆流してるんだ。

　……始祖獣が爆発する!?

　剣聖シオンが始祖獣の背から飛びおりる。

「間に合うか？　サイレン、数秒でいい。キミの祝福をこの場の全員に────」

　唱歌の守護精霊サイレン。

　人魚の姿をした精霊の姿が一瞬見えて。




　始祖獣ネビュラの息吹が、闘技場内のあらゆるものを遙はるか天上まで吹き飛ばした。













Interval　ねじれた剣






　神性都市シィエラミリス第一区く劃かく。




　微震。

　床を伝って感じるわずかな衝撃。常人ならば気づかないであろう微かすかな波長を感じとり、黒甲かつ冑ちゆうの騎士たちは一斉に足を止めていた。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク──

　覇は都とエルメキアの防衛をになう精鋭部隊七百二十人から、わずか七十二人の上位だけが選出される世界最大の旅団パーテイである。

　その選考基準はただ一つ、剣士としての技量のみ。

　世界中から最上位の剣士たちが集まり、その中でさえ苛か烈れつな競争が行われて序列が決定する。そうした絶対の強者主義こそが、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクという旅団パーテイを最強の騎士集団として磨きあげてきた。

　その中で。

　ここにいるのは、さらに上位二十四名の精鋭たちだ。

「不穏だな」

　片手半剣バスタードソードを手に、壮年の騎士が首を後方に向ける。

　衝撃のやってきた方角へ。

　短く切りそろえた赤しやく銅どう色いろの髪に、冷たい灰色の双そう眸ぼう。露出する二の腕は幾年もの修練のなか灼しやく熱ねつの陽に焼かれることで、黒の甲かつ冑ちゆうとなかば同化する色に染まっている。

　序列二位・外げ法ほう騎士カサディン。

　騎士を目指す者なら名を知らぬ者などいない、世界最上位の剣士の一人である。

　その男が──

「何の衝撃だ？」

　狭い通路の中ほどで、目の前の壁を睨にらみつけた。

　衝撃が伝ってきた壁の表面は特殊な形状記憶合金だ。カサディンが全力で斬きりつけても数ミリの痕あとが残るだけで、それも数分で修復してしまう。

　もちろん多少の衝撃で振動するようなことはない。

　その壁を伝ってここまでやってくる爆発？

　だとすれば爆心地では、いったいどれだけの力が発生したというのか。

「千年以上も前に朽ちたこの都市で、今さら大規模な破壊が起きるとは思えんが。それともナーフレス、貴様が発掘してきた記録の読解に誤りがあったか？」

「いいや」

　嗄かれた声が通路に響く。

　答えたのは、カサディンのすぐ脇に控えていた小柄な老人だった。

「この都はもう死んでおる。過去の栄華の眠る墓所でしかない」

　元・序列四位ナーフレス。

　虚構精霊エイドスの製造責任を問われ、王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの籍を剝はく奪だつされた男だ。もっともそれは公の発表であり、今もこの騎士団の知能顧問ブレーンとしてここにいる。

「さしずめ儂わしらは、その墓に眠る財宝を奪いに来た墓荒らしかの」

「言葉には気をつけることだ」

「おっと失礼。では公的な報告文書のとおり、古代遺跡の調査と訂正しよう」

「それで今の衝撃は？」

「この都市を破壊した張本人たち。碑文の三賢者も警鐘を鳴らしておったよ。怪物たちが、今もまだ生き延びている可能性があると」

　始祖の竜と天使と悪魔。

　神性都市において『光り輝くもの』に対抗するため召喚された三体は、いずれも人間に制御できない怪物であったという。

「三起源か」

「左様。儂わしらとていつ襲撃を受けるかもわからぬ。……とはいえ幸か不幸か、怪物たちの襲撃に見舞われたのは剣聖シオンの方だったようじゃな。奴やつら『聖霊の調べ』も神性都市に接近していたようじゃが」

「…………」

「どうしたカサディン」

「剣聖シオンだけではあるまい。おそらく奴らも同行しているだろう？」

　好戦的な笑みを浮かべ、外げ法ほう騎士の名で知られる男は喉のどを鳴らした。

　天界で。覇は都とで。

　そして終しゆう焉えんの島の三度にわたって剣を交わした宿敵とも言える旅団パーテイが。

「再来の騎士」

「ふむ。偽英えい勇ゆうと三さん大だい姫ひの四人か。しかし奴ら四人は、この世界異変以後ぱたりと消息を絶っている。そもそも生きているかもわからんが？」

「ユメル砂漠の大牢ろう獄ごく。あそこに派遣していた部隊からの連絡が途切れた」

　大天使フィアを捕獲していた場所だ。

　その監視部隊が敗れたとするならば、大天使を助けた者たちがいるはず。

　では誰が救出したか──

「当然の推測だ」

「なるほど。もしもシオンを含め、奴らが三起源の一体と交戦しているのであれば好都合。どちらも潰つぶれれば理想じゃが……」

　首をひねる老人。

「お主はどう思う、王蛾オウガ」

「…………」

　老人が杖つえの先端を向ける。

　二十四名という大部隊の最後尾に、一人、じっと壁際に佇たたずんでいた剣士がいた。

　白の長髪を後ろで一つに束ねた青年。

　年齢はようやく二十になった頃だろう。

　白はく皙せきの相そう貌ぼうは美しいほどに整っているものの、顔に張りついている作り物めいた笑みは、「人形ではないか？」と見る者に思わせるほどに無機質で、感情という感情が欠落しているようにも映る。

「僕ぼくですか」

「この旅団パーテイは序列こそが絶対。ならば序列一位のお主を話の仲間はずれにするのは旅団パーテイの面めん子つが立たぬよ」

「…………」

　王蛾オウガと呼ばれた青年がゆっくりと顔を上げる。

　その所作が何を意味するのか、誰一人として真意が摑つかめないうちに。

「竜……」

「ん？」

「なんでしたっけ。三起源のなかに竜がいたでしょう。今の衝撃はソイツの仕し業わざかと思います」

「始祖獣ネビュラか。しかしどうしてそう思う？」

「この子がそう言ってます。竜の息吹ブレスの波動を感じたって」

　王蛾と呼ばれた青年がふり返る。

　そこには、床から数センチほどの高さを浮遊する光の巨人が顕現していた。

『────』

　人に似た頭部には耳も口も鼻もなく、『眼』にあたる部分だけがぽっかりと穴が空いていて、その穴が漆黒の闇に染まっている。

　虚構精霊エイドス。

　神性都市の研究記録から複製した失われた技術オーパーツで、現在の旅団パーテイの切り札と言える。

「なぜそれを先に言わない」

「聞かれませんでしたから」

　問うカサディンに、王蛾が淡々とした口調で応じた。

　皮肉ではない。序列一位という栄光を授かっておきながらも、この青年には自ら動くという意思が欠落しているのだ。

「命令されなければ応じない？　どこまでも虚構精霊エイドスと似た者同士ということか」

　そう答えるカサディンが、見下げたと言わんばかりに嘆息。

　──この世界には精霊と心を通わす者がいる。

　現代で知られているのは聖地カナンの聖エリエス一人だが、カサディンの知るかぎり偽英えい勇ゆうレン、剣聖シオンもまた精霊と交信する力を持っている。

　ならば虚構精霊エイドスは？

　精霊と交信できる人間がいるのなら、この人工精霊たる虚構精霊エイドスとも交信できる人間がいるのではないか。そう踏んだ王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが、覇は都とエルメキアでたった一人見いだした男がこの王蛾だった。




〝なんて忌まわしき才覚ちから〟

〝こうも完全に虚構精霊エイドスを掌しよう握あくする古代詠唱士エイシエンター……神性都市にも存在しなかった才が、まさかこの時代に現れるなんて〟




　終しゆう焉えんの島において。

　王蛾オウガという剣士を目まの当たりにした沈黙機関ミスティは、その才覚ちからをそう称したことがある。

　その稀き少しよう性せいは、純粋な古代詠唱士エイシエンターの上を行くだろう。

　騎き士し王おうゼルブライトが去った今、最大戦力は虚構精霊エイドスとなる。覇は都とはそう確信したからこそ、虚構精霊エイドスを操るこの青年を序列一位に担ぎ上げたのだ。

　この歪ゆがんだ才覚ちからを逃さぬために。

「……始祖獣ネビュラは生きてる。それ以上は、この子もわからないそうです」

　ひょいっと肩をすくめる白髪の青年。

「精霊は、三種族の力にとりわけ敏感なわけじゃない。今のが竜の息吹ブレスだとわかったのは放出された力が桁けた外はずれだったから。それまでは始祖獣の居場所はおろか、存在だって感知できていなかったそうで」

「では残る二体の三起源もわからずじまいか」

　床を杖つえで叩たたくナーフレス。

「まあよい。ここで臆していても意味がない。儂わしらの目的地まではまだ距離がある。進むとしよう」

「……召喚炉でしたっけ」

「そうだ」

　外げ法ほう騎士カサディンが剣で指ししめす。

　上層へと続く階段を。

「『フィオリアの樹き』の召喚炉。そこに至ることで虚構精霊エイドスは最後の進化を遂げる。精霊を越える精霊へ。三種族に虐しいたげられてきた人間の復権というわけだ」

　三界支配──

　この数百年。剣帝エルラインという一人の例外を除き、人類は三種族に脅かされてきた。

　地上を竜に。

　天空を天使に。

　そして地下までも悪魔に支配されてきたという屈辱。

　……神性都市の時代に召喚された存在でありながら。

　……なぜ召喚者の人間が、三種族の力に脅かされていなければならない？

　虚構精霊エイドスは、そんな歴史を覆くつがえす力を秘めた兵器だ。この力をもって、人類は再び地上と天界と冥めい界かいの支配を取り戻す。

　ゆえに黒衣の騎士団は突きすすむ。

　神性都市シィエラミリスに眠る禁忌の力を、得るために。
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　神性都市シィエラミリス第二区く劃かく──




　ぱらぱら、と。

　天井から降り続ける金属の欠片かけらたち。

　むせ返るほど濃い粉ふん塵じんが立ちこめるせいで、後方は数メートル先の十字路より向こうがまるで霧中のように霞かすんでしまっている。

　そして、この焦げつく臭におい。

　先ほどの爆炎によって消滅した闘技場の、その燃え殻がらの臭いだろうか。

「どうやら……」

　壁際に背を張りつかせ、息を殺して様子をうかがう。

　そんなレンに身を寄せる金髪の大天使が、絞った声量で言葉を続けた。

「この通路に逃げこんだのは私たちだけのようですね」

「……ああ。だけどみんな無事かな」

「そう願いたいですが。この状況では確かめることもできません」

　フィアが口元を引き締める。

　彼女が見つめるのは通路の向こう。粉塵の立ちこめる通路の奥だが、そこから先は無数の瓦が礫れきで埋めつくされていた。

　闘技場は消滅。

　その周りの通路も天井が崩壊してしまった。レンやフィアも、ここまで走り逃げるのが一歩でも遅れていたら瓦礫の落下に吞のみこまれていただろう。

『まだ信じられません……』

　レンの肩に止まっていたナスターシャがゆっくりと宙に浮上。

『この区劃は、「光り輝くもの」の襲撃に備えて設計されています。この通り、壁一面に合金加工した薄膜を張りつけてるんですよ。内部だってぶあつい金属層があるはずなのに。その一画を跡形無く破壊するなんて……』

「もともと神性都市を滅亡させた相手だ。何も不思議じゃないさ」

　壁から身を起こし、レンは首を横にふってみせた。

　竜の息吹ブレスを自らの体内に溜ためこんだ始祖獣ネビュラが、一個の巨大な火薬となって爆発したのだ。

　……あの場にいたら絶対に助からなかった。

　……爆発の寸前に、真っ先に目についた扉に飛びこんで身を潜めなかったら。

　その代償に仲間は散り散り。レンが無事を確認できているのも、この通路に逃げたフィアともう一人だけ。

「奥で合流するしかないだろうね」

　瓦が礫れきを踏みこえる足音がして。

　薄暗い闇から、宝剣を手にした金髪の剣士が姿を見せた。

「あの闘技場は、キミたちが入ってきた入口とは別に四つの出口があった。闘技場が瓦礫で埋まってしまった以上、ここは先に進んで神性都市の中核で合流するべき、と、今ごろみんな考えてるんじゃないかな」

　剣聖シオン。

　淡い金髪は埃ほこりにまみれ。

　その衣服も、始祖獣ネビュラの体液がこびりついている。

「夏蕾カレイとガブリエは場数を踏んでるし、エリエスには精霊がついている。ちょっと不安なのが黄金の夜明けヴイーナス・ライトって旅団パーテイだけど、彼らもまあ……僕ぼくの守護精霊サイレンの福ふく音いんが間に合ったし、何より立ち位置がよかった。誰より後ろにいたから避難先が目の前で。彼らも逃げ遅れたということはないはず。最後に、キミの仲間である二人だけど……」

「キリシェとエリーゼ？」

「彼女たちの強さはキミが一番よく知っているだろうから、ね」

　双剣を背中の鞘さやに収めて、シオンが苦笑。

「とはいえ助かったよレン。キミらも遠からず神性都市に来るとは思ってたけれど、この機に合流できて正直助かった」

「え？」

　歩きながら話そうか。

　光にあふれた正面を示すや、シオンが軽快な動作できびすを返した。

「僕やエリエスがここについたのは半日ほど前だ。キミらと別の場所から、まだ夜が明けきってない時に神性都市に入ったんだけど、そこで早々にアレに襲われた」

「始祖獣ネビュラ？」

「そう。先に言っておくと、あの竜はまだ生きてる。それどころか何食わぬ顔で神性都市の奥を徘はい徊かいしていると思った方がいい」

「……まさか。あの自爆で全身が破裂したように見えたけど」

　剣聖シオンの声からは強い確信の念が感じられる。

　不確実な推定ならばここまで強い断言の口調にはならないだろう。

「それでも生きている？」

「うん。半日前の件に話を戻すと、僕ぼくらが奇襲を受けたのは近くの通路を歩いている時だった。闘技場を含め、あそこ一帯が奴やつの縄張りなんだと思う。突然、壁を食い破って現れた始祖獣ネビュラに襲われた。こんな感じで──」

　剣聖シオンが立ち止まる。

　意味ありげに左手を持ち上げて、その袖を肘ひじまでめくりあげた。

「っ、その傷は!?」

　思わず表情を歪ゆがめてしまう。

　隣では、同じようにフィアが眉まゆをよせていた。

「……痛ましい痕あとですね。最初の戦闘で？」

「なにぶん狭い通路でいきなり襲われたからね。どうしようもなかった」

　手首から肘にかけて、どす黒い紫色に腫はれ上がった爪つめの痕。

　始祖獣の爪に抉えぐられたのだろう。

　骨に達している箇か所しよもあるかもしれない。それも鋭利な剣ではなく、鋸のこぎりで切りきざまれたようにズタズタな傷というのが余計に痛々しさを増している。

「そんな傷で……あの二度目の戦いを？」

「消毒は済んでるし傷も庇かばいながら戦ったさ。実際、左手はほとんど使ってない。まだ握力がようやく戻ってきたくらいだからね」

　飄ひよう々ひようとした口調で告げる剣聖。

　気も遠くなるほどの激痛に違いない。それを表情に出さないのは、仲間に心配かけまいとする鋼はがねの意思の為なせる業わざなのだろう。

「お待ちを。止血と痛み止めくらいなら私が…………っ。これは!?」

　シオンの腕に触れようとしたフィアが大きく目をみひらいた。

　腫れ上がった傷口を睨にらみつけて、何かを察したようにその表情が険しいものになる。

「フィア先輩？　どうしたんだ」

「……手の出しようがありません」

　ややあって。

　金髪の大天使が重々しい仕草で首を横にふってみせた。

「傷口に、凄すさまじく強力な法力が取とり憑ついてます」

「始祖獣の呪のろいだろうって夏蕾カレイは言ってたよ。傷の再生を早める法術を使った瞬間、呪いが反応して僕の腕が吹き飛ぶだろうね」

　めくった袖を戻して傷口を隠すシオン。

「幸い、こちらが何もしなければ呪いも発動しない。自然治癒に任せればいいさ」

「それ幸いって言えるものなのかよ……」

　剣聖の言葉に、レンは内心で臍ほぞを嚙かんだ。

　自然治癒？

　この傷がまともに完治するまでに何週間かかるというのだ。少なくとも、この神性都市にいる間にシオンの傷が治ることはない。

　それが戦力としてどれだけの損失であることか。

「話を戻そうか。要するに、僕ぼくがこの傷を負ったのが一度目の襲撃だったのさ。あまりに狭い場所だったからエリエスと黄金の夜明けヴイーナス・ライトを先に逃がして戦った。その時も同じように仕留めたつもりだったけど、どうも腑ふに落ちなくてね……慌ててエリエスたちを追いかけてきたわけさ」

「状況は理解しましたわ」

　そう答えながらも、大天使フィアは苦々しい面持ちを崩さない。

「それで闘技場に着いた時には散り散りになっていたわけですね。私たちがエリエスや黄金の夜明けヴイーナス・ライトと合流できたのは幸運でした。彼女たちが始祖獣だと言ってくれたおかげで、私たちは奇襲を受けずに済んだわけですし」

「俺おれも驚いたよ」

　あのヘドロの塊。

　闘技場の壁の亀裂から滲にじみでているものを見て、誰がアレを竜と認識できるだろう。












「まさかあんな薄気味悪い奴やつだなんて……」

「まったくです。私も正直、三種族が相手なら話し合いで済むとタカをくくっていました。気を引き締め直すべきですね。残る天使と悪魔も、遭遇してしまえば戦闘以外の選択はないと考えた方が賢明でしょう」

　甘かった。

　夢見心地だったところに頭から冷水をかけられた気分だ。

　始祖獣ネビュラは、今まで出会ってきた竜とは違う。話し合いという選択などあり得なかった。なにしろあのキリシェが嫌悪感を抱く相手なのだから。

「しかもまだ生きてるのか……」

「そう思っていた方がいいだろうね。これから奥を目指すにあたって三起源がどこで襲ってくるかわからない」

　シオンが、慎重な面持ちで歩を進めていく。

　周囲の気配を察するのに神経を張り巡らせているのだろう。無言の緊張が、彼の足取りからも伝わってくる。

「今は信じましょう」

　真しん摯しな口ぶりで、そう言ったのはフィアだった。

「あの場の皆が無事に合流できるよう」
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　神性都市シィエラミリス第三区く劃かく──

　焼け爛ただれた金属塊。

　始祖獣ネビュラの息吹ブレスが生みだした業ごう火かに炙あぶられて、後方一帯の天井から床にかけてが、ぽたぽたと溶けだす光景がそこにはあった。

「……後戻りはできないな」

　今なお凄すさまじい熱。

　あの床を渡ればたちまち靴裏が燃え上がるに違いない。

　後戻りはできない──あらためて自身にそう言い聞かせ、ガブリエは胸に溜ためていた息を吐きだした。

「ここは俺おれたち三人か」

　ふり返った先には少女が二人。

　数歩離れた距離で、天井を睨にらみつけているのは竜りゆう姫ひめキリシェだ。

　そしてキリシェの隣では、目を閉じて集中している先代魔王エリーゼの姿がある。

　……さて、ユメルの血砂漠から行動を共にしていたとはいえ。

　……こんな緊迫した状況で三人きりとなると、いささか対応に悩むところだな。

　なにしろ相手は竜と悪魔。

　それも種族を代表する存在であり、三百年前の終しゆう焉えん戦争では、あの英えい勇ゆうエルラインとも共に戦った三さん大だい姫ひの二人である。

　気軽に話しかけていいものか。

　レンという偽英勇には心を開いているそぶりだが、他の人間に対してはどうだろう？

「ねね。ガブリエって言ったっけ」

　そんな折に。

　ガブリエが脱力しかけるほど親しげに声をかけてきたのは褐かつ色しよくの幼女だった。

「さてどうしよね。今の状況、整理ついてる？」

「……見てのとおりだ」

　塞ふさがってしまった後方を見やる。

「これは楽観的な判断も含まれるが、あの場にいた者はおそらく無事だろう」

「どうしてそう思うの？」

「シオンは二本の精霊剣を所持しているが、これとは別に二体の守護精霊に懐かれている。そのうちの一体、唱歌の守護精霊サイレンの祝福だ。夏蕾カレイに言わせると性質に違いがあるらしいが、まあ法術の結界に似たものと思ってもらって構わない」

　始祖獣ネビュラの息吹ブレスが暴発した瞬間──

　唱歌の守護精霊サイレンの祝福によって息吹の波動が抑えつけられたことまではガブリエも確信がある。

　そうでなければ逃げる猶ゆう予よなど到底なかったからだ。

「あの闘技場には出口が複数あった。皆、あの爆発間際に最寄りの出口へ逃げただろう。あとはこのとおり。闘技場までの道が断たれたことを理解するのには時間はかかるまい。ならば先に進むべきだろう」

「ん。賛成かな。っていうかソレしかないしね」

　後方の惨状を見返すエリーゼが、不ふ承しよう不ぶ承しようといった面持ちで頷うなずく仕草。

「アタシも正直甘く見てた。三起源ねぇ……最初に召喚されたからソレがどうしたのってくらいの心境でいたけど」

　つっ、と壁を指でなぞるエリーゼ。

　上から下へなぞっていって、その指先が、混色のヘドロが付着している箇か所しよのすぐ手前で止まった。

「しかもまだ生きてる。あんな自爆めいたことした癖に平然としてる生命力も厄介だね。もしかしたら無む尽じん蔵ぞうかもしれない」

「不死身だと？」

「それに近いんじゃない？　こんな餌えさも何もない場所で、千年以上放置されても生きてるくらいなんだから。……それで、キリシェそっちはどう？」

「生乾きだ」

　天井を睨にらみ続ける竜の少女。

　おびただしい量のヘドロが付着し、滴しずくとなって床にしたたり落ちている。

「つい直前にここを通ったらしいな。奴やつの臭においがそこら中に漂っている」

「この近くに潜んでいるのか？」

「いや、これはおそらく──」

　不動から一転、きびすを返してキリシェが通路を歩きだした。

　鈍にび色いろに輝く金属床を進むその足取りは、どこに始祖獣ネビュラが潜んでいるのかわからないというにはあまりに軽快すぎる。

「こっちだ」

　進んでいくキリシェが通路を右に折れたところで足を止めた。無言で手招き。その意味深な仕草に、ガブリエはエリーゼと顔を見合わせた。

　キリシェの見つめるモノを見て。

「げっ。なにこの気持ち悪いの」

「これは……」

　エリーゼが顔を歪ゆがめる隣で、ガブリエも息を止めてソレを睨みつけた。

　獣臭。

　一呼吸、その刺激臭にも似た空気を嗅かいだだけで鼻び孔こうが激しく痛む。

「奴の巣か！」

　混色の粘液がしたたり落ちる天井。

　床も壁も、ヘドロの酸に侵食されて金属が錆さびて変色している。

　始祖獣ネビュラの縄張り。

　大量に散布されたヘドロは、おそらく始祖獣ネビュラのマーキングなのだ。猫や犬が、自分の領地を主張するのと同じ。

　この区く劃かくは自分の領土であると。

　三起源に名を連ねる怪物からの、無言の布告に他ならない。

「さっきの闘技場も含めて奴の縄張り。こんな近くに巣があったとは」

「と同時に、奴の逃走ルートだろうな」

　ぬめりと。

　集積したヘドロによって沼地と化した床に、キリシェが気にした様子もなく足を踏み入れる。

「この巣を辿たどれば奴を追える。逆に、この巣から離れれば奴から襲撃される可能性は低くなるだろうな」

　どちらを選ぶ？

　竜の少女の瞳ひとみが、まっすぐガブリエを照らしだした。

「俺おれが選択して構わないのか」

「聞くだけは聞く」

「では追跡する」

　法術士アリアの答えに、迷いはなかった。

「この場を冷静に分析しよう。たった三人ではあるが戦力が集中しすぎていると考える。逆に言えば、その煽あおりを受けた面々がいるはずだ」

　三さん大だい姫ひのうちの二人がここにいる。

　さらにガブリエも、『精霊の調べ』ではシオンと共に前線を担当する法術士アリアである。

　だとすれば──

　戦力が均等に分散されるという都合のいい事は期待できない。複数に分かれたなかで、戦力不足に陥ったチームが必ずあるはずなのだ。

「始祖獣ネビュラがそこを襲う前に、追跡して仕留めるべきだろう。この場の戦力ならば三人でも十分に勝算がある」

「────」

「期待に沿わぬ答えだったか？」

「いや」

　竜の少女が微苦笑。

「わたしも同じことを考えていた。またどこで襲ってくるか構えて待つより、こっちから追跡して叩たたきのめした方が確実だからな」

「巣の深さは厄介そうだけどね」

　獣臭うずまく『巣』をエリーゼが用心深く覗のぞきこむ。

「神性都市のだいぶ深くまで繫つながってるっぽいし。追いかけるうちに誘いこまれたってことがないといいけど」

「……徹底的に追いつめるだけだ」

　床にこびりつくヘドロを見下ろして、キリシェはそれを指さした。

「奴やつを追跡する。ついでだ、この汚らしい住処すみかを片っ端から焼却してやる」
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　……遺跡とは思えない。

　これが本当に、千年以上も前に滅亡した都市なのか。

「とんでもないな。まだ信じられないよ」

　王宮の廊下さながらに広大な間取りの通路は、レンとフィアとシオンが三人横並びで歩いてもまだ余裕がある。

　壁には円形の大窓が設けられ、ステンドグラスを通した日ひ射ざしが虹色に輝いている。

　どこからともなく吹きこむ風も野の薫りを帯びて、心地よい。

　その一方で。

　レンが目をみはったのは、そうした豪ごう奢しやな景観そのものではなかった。

「これぜんぶ偽物なのか」

　壁に描かれた採光用の窓は、精巧に窓枠を模かたどっただけ。

　外から入る光は人工照明に過ぎず、ステンドグラスを通した虹色を再現したもの。野の薫りさえも調合された香料だというのだ。

　……神性都市そのものが一つのバカでかい研究所とは聞いてたけど。

　……その内部には、自然の光や空気も入る余地がないのか。

「明るい日射しだなって思ったけど、そう思うと気味が悪いな……」

　そして、その技術がことごとく自レ分ンの知識を凌りよう駕がしている。まるで奇術を見ているような感覚も、その「気味が悪い」の一因だろう。

　壁面に手をかざす。

　すると色鮮やかな画面が浮かびあがって現在地が表示されるのだ。

　部屋を隔てる機械扉も、レンが前に立つだけで自動的に開閉していく。手で開けるという手間がない。

「便利だけどやっぱり違和感があるよ」

「私も同感ですわ。聖フィオラ旅学園の、あのたてつけの悪い扉が懐かしく思えます」

　フィアが扉に手を伸ばす。

　やはり指先が触れるより先に扉が開いていく。

　扉の先には、四方を囲まれた無人の小部屋。かつて机と椅子だったであろう木き屑くずが床に散らばっている。

「住民がいなくなって、机や椅子も時の経過で風化して消滅した。残ったのはこの質素な小部屋だけですか。もともとは研究者の私室だったんでしょうけれど」

　無機質な空間。

　生命のイメージとはあまりにかけ離れた光景を目まの当たりにして、金髪の大天使が物もの憂うげな表情で顔を背けた。

「まるで監獄。この施設もこの部屋も……あまりに寂しいですわ」

「そう。だけど確かめなくちゃいけない」

　扉が自動的に閉まっていく前で、そう続けるのはシオン。

「こんな檻おりのような場所に籠もって。都市が滅亡する寸前まで、ここにいた研究者たちはいったい何を目指して突きすすんでいたのか」

　そんな剣聖が顔を上げる。

　彼の前方には、レンとフィアとシオンとを先導する小人の姿があった。

「そういうことでいいのかな？」

『は、はい！　わたしの使命も、世界録アンコールの開発記録が残っている場所まで皆様を案内することでした。それだけはしっかり覚えてます！』

　気力のこもった様子で応じるナスターシャ。

「世界録アンコールか。僕ぼくたちの時代だと伝説中の伝説だったから、こうして触れてみると感慨深いものだね。……百年以上も謎なぞに満ちていた至宝か」

　虹色の書物。

　その表面をひとしきり眺めた後に、剣聖はそれをレンへと手渡した。

「ありがとう。あとはキミが、これを大切にね」

「……もういいんだ？」

「うん。あえて言うならキミが出会った英えい勇ゆうエルラインは見てみたかったな。これを聞くのは野や暮ぼかもしれないけど、やっぱり英勇はキミそっくりだった？」

「…………」

　彼の言葉にしばしの沈黙を挟んだ後で。

「いや全然」

　レンは、苦笑いを浮かべてそう答えた。

「似ても似つかない別人だったよ。俺おれなんか比べものにならない。あの人だけは凄すごすぎて……って、何さフィア先輩。その変な表か情お」

「ふふ、何だか感慨深いものがあるなぁって」

　笑みを隠そうともしない大天使に見つめられるのは、なんとも背中がこそばゆい。

　何しろフィアは、そのエルライン本人と旅をした三さん大だい姫ひだ。誰よりも彼に詳しい者から意味深な笑みを向けられて、気恥ずかしくないわけがない。

「レンの口から彼エルラインのことが語られるなんて。こんな日が来たんですわね」

「語るだなんて……」

　俺には過ぎた表現だよ、と。

　そう口にすることさえ烏お滸こがましく感じるほどに、世界録アンコールがもたらした英勇との出会いは衝撃的だった。

「そうそう。世界録アンコールの件で一つ気になっていたんだ」

　歩きながらシオンがぽんと手を打った。

「僕らの時代で語られていた世界録アンコールは、英勇エルラインが遺のこした手記という説だった。だけど実際の世界録アンコールはもともと神性都市で開発された失われた技術オーパーツで、エルラインはその機能の一つを利用した。そうだったね」

『は、はいです！』

　先を進みながら、ナスターシャ。

『世界録アンコールは、もともと古代召喚術エイシエントの発動体です。三百年に私が出会った彼エルラインは、自分が知り得たことを後世に残したいと言っていました。そこで私が助言し、世界録アンコールを手にする者が訪れた時、彼の思念が召喚されるよう調節を行いまして……』

「うん。それで終しゆう焉えんの島にたどり着いたレンが、世界録アンコールを手にしてエルラインと出会うことができたわけだ」

　拳を口元にあててシオンが黙考。

　通路を進みながらも、彼は自分の足下を見つめたままだった。

「ただ僕ぼくの知るかぎり、古代召喚術というのは、たとえば神性都市が三種族を召喚したような力こそが本筋だと思う。エルラインが使った伝言機能というのはあくまで『こういう応用もできる』というものに過ぎないはず。だとすれば──」

　数秒の沈黙を隔てて。

　いくぶん抑えた声こわ音ねでもって、金髪の天才剣士は言葉を続けた。

「世界録アンコールが創られた本当の目的は何だろう？」

『……力になれず申し訳ないです』

　世界録アンコールの住人であるナスターシャが熟知しているのは、神性都市の構造や世界録アンコールの機能といった表面的な知識のみ。

　世界録アンコールが研究された背景など、水面下のことは知識として持ち得ていない。

『でもでも！　きっと記録が残っていると思います。ええと、ここが第二区く劃かくの三階だから……』

　きょろきょろとナスターシャがあたりを眺めまわして。

『神性都市の外郭は三つの区劃に分かれています。ですが、私が意識を与えられた場所はその先の内ない殻かくでして』

「そこまで行く必要がある？」

『いえ、大丈夫です。区劃ごとに研究記録を集積する大母真数エマリアと呼ばれる記録石があるのですが、そこなら当時の研究を参照できるはずなのです。幸か不幸か……』

　宙を飛ぶナスターシャが、あははと空笑い。

『灰かぶりの町でレン様も聞いたと思います。世界録アンコールは、当時ほとんど権力を失っていた精霊信仰の研究者たちが研究していたものです。だから世界録アンコールの記録も神性都市では軽視されていたようです』

「ああ、そうか。重要な研究じゃないって位置づけだから、大母真数エマリアっていう記録石から簡単に情報を引き出すことができると」

　何とも皮肉な話だ。

　遙はるかなる神かみ代よの時代に精霊信仰を捨て去った神性都市が、古代召喚術エイシエントの行き過ぎた発展によって身を滅ぼしたのに対し──

　世界録アンコールは、英えい勇ゆうエルラインの遺のこした至宝として現代に讃たたえられている。

　……俺おれも他ひ人と事ごとじゃないよな。

　……世界録アンコールがなかったらフィア先輩とも誰とも会ってなかったはずだから。

　こんな旅も、絶対にできていなかったことだろう。

　英勇エルラインと世界録アンコール。

　どちらがなくても自分はここにいなかった。

「ナスターシャもさ、もっと自分の役目に自信もてばいいのに」

『……はい？』

「だって、あの英勇の至宝なんだから。こんなすごい役割をした失われた技術オーパーツなんて他にないだろ。大昔にろくな評価されてなくたって、今こうして世界中から宝物だって言われてるわけで────わっ!?」

『レン様！　やっぱりレン様はわかってくださいますね！』

　ナスターシャが歓声を上げて飛びついてきたのだ。

『そのとおりです。たとえ大昔にひどい扱いをされたからって、今こうして後世に貢献できているのなら何を恥じることがありますか！　私もそう思います！』

「……元気になって何より」

『はい。私も自信をもって皆様をご案内したいと思います。世界録アンコールの研究記録が残ってる大母真数エマリアは、この一つ奥のフロアです。ええと渡り廊下の格納場所がたしかこの辺りに。ああ、ありました』

　先を進んでいく小人が宙で急停止。

　針のように細い指を懸命に向けて、何もない壁の方を示した。

「行き止まりだけど？」

『大母真数エマリアは都市の頭脳そのものですから。外部で何が起きても保護されるよう、特別に隔離措置が取られてるんです。いま渡り廊下を用意しますね』

　行き止まりの壁に描かれた奇妙な文字群。

　暗号を解くように、その文字のいくつかを順にナスターシャが触れていく。

　── Xeoよる ──

　暗転。

　レンの周囲の視界が、あっという間に闇に包まれた。

「明かりが……？」

『通路の照明が消えただけです。密閉された建物の中ですから、照明がなければこんなに暗いんですよ』

　眩まぶしいほどの光に満ちていた通路から一転、真っ暗闇へ。

　壁に向けて伸ばした自分の指先さえ見えないほどだから、目が慣れるにも時間がかかるだろう。

「あれ？　この壁やわらかい」

「……んっ。やだレン、この暗がりだからってどこを触ってるんですか」

「えぇ!?　な、何も触ってないってば！」

「でもレンがそのつもりなら、どうか好きなだけ触っていいですよ」

「触らないから！」

　フィアの吐息を感じる方から後ずさり。

　手探りで壁を見つけてそこに体重を預けようとした、矢先。

『レン様、壁から手を離してください。よりかかってると落ちます』

「え。うわっ!?」

　指先に触れていた壁の感触がなくなった。

　暗闇の向こうで壁が消失した。そんな途方もない事象を目まの当たりにして。

「なんだよ、これ……」

　レンはそれだけかろうじて口にできた。




　全方位の夜空──




　黒の画板キヤンバスに、宝石箱をひっくり返したように星が強く輝いている。

　彼方かなたの先にはとてつもなく巨大な星雲がうずまいて、流れ星がとめどなく視界の端から端へと駆けぬけていく。

　レンは、そんな夜空のまっただ中にいた。

「これはさすがに驚いたな。僕ぼくら、空に浮かんでいるのかい？」

　あの剣聖シオンも苦笑を隠せない。

　隣では、人間より遙はるかに天上を知り尽くしている大天使さえ、理解が追いつかないと言いたげな表情で辺りを見回している。

「幻視ですか？　どれも私の見たことのない星座や星雲ばかり。こんな夜空、世界のどこにもないはずですが」

『神性都市の内部ですよ。でも偽物じゃありません』

　ごくごく落ちついた口調のナスターシャ。

『ここが大母真数エマリアへと続く渡り廊下。夜空の一部を切り取って、ここに丸ごと持ってきているんです。私たちはその空間にいる。だからレン様やシオン様も、空を飛べずとも浮かんでいられるわけです』

「……夜空を切り取ったって、そんな簡単に言うけどさ」

　恐る恐る足下を見下ろしてみる。

　頭上と同じだ。下を見ても、どこまでも澄んだ星空が広がるばかり。

『そうそう、レン様が踏んでる足下が透明の廊下になります。この夜空を映しだしているのが「天てん球きゆう図ず画が」。そして見えない渡り廊下が「天の車」。どちらも昔、名もなき学者が酔すい狂きようで造った仕掛けだそうです』

「精霊とか三種族の研究とは無関係？　これが単なる趣味か気まぐれって……」

　ちょっとした思いつきでこんな仕掛けを造ってしまう。

　神性都市が築き上げた栄華の一端を象徴するような空間だ。

『さっきと床の硬さが違うから歩きづらいかもしれませんが、頑丈なのでそのまま歩いてきてください』

「初めて天界を訪れた時を思いだすよ」

　先に進んでいくナスターシャを追って、まず歩きだしたのは金髪の剣士だった。

　初めは、足下を確かめるように慎重に。

　しかし数歩とたたぬうちに、安全と判断したのか大おお股またで歩きだす。

「天界の雲を歩く感触と似てるかな。軟らかいのに頑丈っていう不思議な感覚だ」

「あ、俺おれも同じ感想かも」

「二人ともそう言いますが、天界の雲はちゃんと足下にありますわ。こちらは足場が見えないので天使わたしからすると大違いです」

　シオンは興味津しん々しんと。

　フィアは、やや不審そうな表情だろうか。

　共通しているのはどちらも声に驚きが混じっていることだろう。

「ここが渡り廊下ってことは、また別の部屋があるのかな」

『いいえレン様。もうとっくに目的のフロアに入ってますよ。大母真数エマリアはあそこです』

　巨大な星雲の方角を指さす小人。

　とはいえレンが見つめても、その先には星の瞬またたきが自己主張をくり返すのみ。

　……大母真数エマリアは大きな記録石って言ってたっけ。

　……今までの遺跡だと記録はみんな石碑に残ってたから、今回もそうだろうけど。

　黒系統の石碑を思い浮かべる。

　どんなに周囲を見回してもそれらしい石碑は見あたらない。そう思っていたが、神性都市の碑文は想像とまるで異なる外見だった。

「この星が？」

『はい。かなりの発熱量なので近づきすぎないで。火傷やけどしちゃいます』

　青の明星。

　周囲を覆おおいつくす黒の帳とばりを背景に、煌こう々こうと輝く星のようなもの。

　これが大母真数エマリアだった。

　直径一メートルほどの発光体。

　あまりに強く光を放っているため直視できず、さらにはナスターシャの言うとおり熱が凄すさまじい。数歩分の距離をとっているのにじりじりと汗が噴きだしてくる。

『法力によって作動しているのですが、とても強い力を集めているせいで高熱が溜たまってしまうんです。恐縮なのですがフィア様。実はこれも起動に際して三種族の法力が必要になるんです。つまりその……』

「これに触れればいいのですね」

　大天使があっさりと首肯。

「フィア先輩、大丈夫かよ。これ相当熱そうだけど」

「あらレン？　私を誰だと思っていますか？」

　いたずらっぽい微笑で返すや、強烈な光を放つ碑文までフィアが歩いていく。

　さすがは天界の大天使。人間ならば肌が焼けてしまうであろう高熱の風を浴びながらも、まるで意に介さず光の中心へと手を伸ばす。

「石の表面に触れました。これでいいのですか？」

『はい！　これで大母真数エマリアはフィア様の言葉に従うはずです。さあレン様、何の記録から調べましょうか。先ほど話していたとおり世界録アンコールから？』

「ああ、それでいいと思う」

　背後のシオンも異議を唱える様子もない。

「では、私がコレに命令すればいいのですね？」

　青の明星に手をかざしたフィアが、その艶つややかな唇を微かすかに動かして。




〝永らく待っていた……〟

〝我々の遠き未来に、世界録アンコールを手にした者よ〟




「大母真数エマリアが喋しやべった？」

『そんな!?　まだフィア様は具体的な検索命令を出していません。起動者の命令なしに、勝手に喋りだすなんて……！』

　まだ若い男性研究者の声。

　それが、この記録石から突如として響いてきたのだ。




〝この世界は精霊と共に歩んできた。だからこそ告げる。精霊を脅かすものがいるとすれば、それは世界を脅かすものなのだ〟

〝気づいてほしい。我々は気づくのが遅すぎた……〟




　そこで途切れる言葉。

　数秒が経たち、十秒を数え、二十秒を待っても続きが生まれることはない。

　込められた言葉自体はごく短いものだったのだろう。

「警鐘めいた伝言だったね。内容から察するに、レンの持ってる世界録アンコールに反応するように仕掛けられてたようだけど」

　煌こう々こうと光を放つ明星に照らされて、剣聖がわずかにその眼まな差ざしを鋭くした。

「せっかくだ。これに関わることで一つ確かめたい。レン、キミの精霊について」

「土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーのこと？……わっ」

　呼ばれたと思ったのだろう。

　名を口にした途端、宙から二体の精霊が飛びだしてきたのだ。

　火の始原精霊サラマンダーは翼を広げて浮遊を続け、土の始原精霊ノームは宙から落ちてきてレンの足首にしがみついている。

「よく懐いてるね。エリエスの二体に負けず劣らず」

　そんな精霊たちを微笑で見守るシオン。

「僕ぼくとエリエスが神性都市に来た理由は、まさにいま大母真数エマリアが語ったとおりだ。精霊の怯おびえの正体を確かめたいと思ってね。そこで聞きたいんだけれど、さっき始祖獣ネビュラと戦った時にもキミの精霊が現れていたはずだ」

　黙って首肯。

　とはいえレンの内心としては、あの闘技場で、始祖獣と戦いながらもシオンがそこまでこちらの様子を把握していたことが驚きだが。

「その時、キミの精霊たちは怯えていた？」

「…………」

　二体の精霊を順に眺める。

　思いだせ。あの時、土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーが顕現したのは始祖獣ネビュラが竜の息吹ブレスを吐きだす寸前だった。

　始祖獣に対する怯えではなかったように思う。

　あれはただ、差し迫った危機を教えようとしてくれただけだ。

「たぶん違う気がする」

「そうだろうね。つまり精霊の怯えの原因は三起源じゃない。問題はそこだ」

　剣聖が言いたいことは明らかだ。

　あれほど強大な三起源に対しても、精霊は怖がる様子を見せなかった。つまりまだ別に残っていることになる。三起源以外で精霊が怯える原因が。

「ソレなんだけどさ。俺おれ、思いあたるものがあって」

　灰かぶりの町で自レ分ンはそれを知った。町の住民が残した碑文に、それを示し唆さするものがあったのだ。

「話に聞いた『異物』だね。それを聞いてからずっと疑問だったんだ」

　腕組みするシオンが目を閉じる。

「それはもしや、僕ぼくが調べていた『真しん精せい』と同じものじゃないかって」

「……真精？」

　初めて聞く単語だ。

　フィアも、そしてナスターシャも反応を見るかぎり初耳らしい。

「英勇エルラインの真ま似ね事ごとでね。ガブリエや夏蕾カレイを連れてずっと世界の辺境を巡っていた。沈黙機関が破壊した跡地を見つけて、その中に奇跡的にだけど、当時の記録がほぼ完全なまま残っていた碑文があったんだ」

「そこに、その真精ってやつが？」

「精霊を越える精霊。神性都市はそんなものを召喚しようとしていたらしい」

　腕を組んだまま目を開ける金髪の剣士。

　ゆっくりと、古い物語をなぞるように彼の口から言葉が綴つづられていく。




『〝接触〟記録……

　真精「フィオリアの樹き」との交信に成功。これにより、古代召喚術エイシエントの精度を飛躍的に向上することに成功した』

『真精と、現世界の精霊とが対立する可能性について調査を継続』

『光り輝くものからの襲撃。真精「フィオリアの樹」の召喚炉が稼働停止。封印中の三起源の早急な安定化が望まれる』




「──というのが、僕が調べた碑文に残っていたよ」

　剣聖の唇を伝う溜ため息いき。

「真の精霊という意味で『真精』という種族名称が創られて、それを召喚しようとしていた。結局その召喚が成功したかどうかは僕の調査じゃわからなかったけど、キミたちからの話を聞いてほぼ確信を持ったんだ」

　真精は召喚された。

　その召喚によって生まれた灰が、あの灰かぶりの町を覆おおう無む尽じん蔵ぞうの灰だろう。

「しかしフィオリアの樹とは、ずいぶん変わった名称ですね」

　青の明星に手を触れるフィアが、首をかしげる。

「精霊を越えるだなんて。そんなに大層な存在ならばもっと仰ぎよう々ぎようしい名前がつけられてもおかしくないですが」

『……おそらく神かみ代よの言語によるものでしょう』

　ナスターシャが宙を見上げる。

　その声には、嫌悪感とも恐怖ともつかない震えが混じっていた。

『神性都市が用いた言語でPhioフイオは「塔」を意味します。推測するに、塔のように大きな樹きという意味でしょうか』

「それがこの神性都市のどこかに召喚されたんだよな。場所はわかる？」

『は、はいレン様！』

　フィアの手に、自分の手を重ねるナスターシャ。

　大天使の手を介して間接的に大母真数エマリアへと触れた小人が、緊張をはらんだ声こわ音ねでもって碑文に命じた。

『フィオリアの樹が召喚された場所を確認。いま画面を出しますね』

　夜空の奥から。

　真白い帳とばりが大母真数エマリアに覆おおい被かぶさるように降りてくる。

　薄地のカーテンを画板キヤンバスとして、描きだされたものはレンも見知った地図だった。

「……世界地図だ」

『神性都市の外部にはいくつも島があります。神性都市の召喚炉から召喚された真精は、どうやらその島の一つに出現した模様です』

　世界地図。

　その一点に、真っ赤な印が点描された。

『どうやらあの場所ですね。ふむ。とても小さい島のようですが、これは？』

「────」

『レン様？』

「……噓うそ……だろ……」

　喉のどが掠かすれて声が出ない。

　ぞっ、と歯の根が嚙かみあわないほどの衝撃に身をふるわせながら、レンは召喚地点を示した地図を睨にらみつけた。

「フィア先輩」

「ええ、間違いありません。……なるほど、そういうことでしたか」

　フィアもまた蒼そう白はくになって地図を睨みつけている。

　彼女も、そして奥のシオンもまた同じことに気づいたらしい。世界地図を凝ぎよう視ししたまま微動だにしない。

「エルライン」

　我知らずのうちに、レンは英えい勇ゆうの名を呼んでいた。

「やっぱりアンタの勘は正しかった。アンタの不安は的中してたよ」

『え……どうしたのですかレン様。フィア様もシオン様も、みんな揃そろって怖い表情……』

「この島の名前を知ってるからさ」

　怯おびえたまなざしの小人に、レンはゆっくりとその名を告げた。

「終焉の島だ。精霊を越える精霊……真精が召喚された場所は、エルラインが俺おれに世界録アンコールを託した場所だったんだ」

　今すべての謎なぞが一つに繫つながった。

　……そうだよ、エルラインは言ってたじゃないか。

　……あの終しゆう焉えんの島には、まだ彼にも解けてない謎が残ってるって。




〝この島の奥。凄すさまじい暴風が渦巻いている場所がある〟

〝俺もその暴風の渦を越えることはできなかったが、その暴風に飛ばされる直前、障しよう壁へきの終わりまでは辿たどりついた。……其ソ処コに、俺の知らない何かがいた〟




　終焉の島を吹き飛ばし、世界をも一変させた暴風。

　あの風の奥にエルラインは何かを見たという。

「アレが……召喚された真精だったのか！」

「私たちが吹き飛ばされたあの暴風。それがフィオリアの樹きとやらの力だったとすれば、神性都市が精霊信仰を捨てるのも頷うなずけます。ですが、取り返しの付かないことをしてくれたものです」

　ぎちりっ、と。

　大岩をも粉砕するであろう力をこめて、天使の少女が己おのれの拳を握りしめた。

「世界の災厄を、この世界に招いてしまうとは……！」

　終焉の島。

　そこにはまさしく、すべての元凶とも言うべき存在が眠っていたのだ。

　神性都市が精霊信仰を捨てるきっかけとなり──

　時の始原精霊カナンを狂わせた灰を生みだした原因となり──

　さらには世界異変の原因となった、正真正銘の災厄が。

　……精霊はコレを予感してた。

　……だから怯えてたんだ。

　精霊は、この世界の最も古くから生きている住人だ。だからこそ災厄の訪れに誰よりも敏感で、誰よりもそれを恐れていた。

「────悪かった」

　掠かすれた声でそう呟つぶやくのが精一杯だった。

　下唇を痛いほどに嚙かみしめて。

　肩に留まった火ひ蜥蜴とかげを、そして足下の小人をレンはそっと抱きかかえた。

「……ごめん。ずっと精霊おまえたちが怖がってたのに。それに気づいてやれなくて。だけど、ようやくわかったよ。……絶対にこのままじゃ終わらせない」

　災厄は既に召喚されてしまっている。

　その力によって終しゆう焉えんの島は消滅したが、あの力の渦は、今もまだ島の位置に存在しているはずなのだ。

「倒すべき相手であることは確かでしょうね。ですが」

　フィアのまなざしに落ちる陰。

「終焉の島で、私たちはあの暴風に一切抵抗できませんでした。あれさえ真精の力の一端に過ぎないとすれば、対抗する術すべがあるのかどうか……」

　答えようがない。

　レンもまったく同時に同じ不安を抱いたからだ。召喚された災厄を止めるには──




『そう。私たちは罪を償わなくてはいけません』




「……ナスターシャ？　どうしたんだよいきなり」

　どこか遠くを見つめる世界録アンコールの住人。

　その瞳ひとみに、普段の彼女とは明らかに違う別種の意思が覗のぞく。

　声こわ音ねもそうだ。口調こそナスターシャに近い口ぶりだが、そこから伝わってくる雰囲気はまるで別人ではないか。

『真精はこの世界に存在してはならないものでした。私たち神性都市の住人は、招かれざるモノを呼びよせてしまった罪を償わなくてはならない』

　神性都市の住人？

　ナスターシャ自身の言葉ではない。ナスターシャの声を媒ばい介かいに、古いにしえの言葉が現代に語りかけてきている？

『ゆえに世界録アンコールは創られたのです』

「それはどういうことかい。真精を召喚した代償に、世界録アンコールは創られたと？」

『はい』

　問いを発する剣聖。

　そこに頷うなずく小人が、両手を空へ。

『神性都市の召喚炉はもう起動を停止しています。そこで私たちは、古代召喚術エイシエントの究極の発動体として世界録アンコールを設計したのです。その目的は、真精に対抗するための新たな精霊を召喚することにありました』

「……真精より強い精霊、という意味で？」

『単純な力の大小で「フィオリアの樹き」に勝る精霊は存在しません。そんなものがいれば、神性都市は最初からソレを召喚しているはずですから』

　残酷だが、頷うなずける論理だ。

　この世界の外に存在する最大の力を持つ真精に対し、もう残っているのは真精より弱い精霊だけ。

『だから私たちは見いだしました。とても弱い精霊。だけど遠い未来、この世界にきっと必要とされる精霊を』

「弱い精霊？」

『そう。一体では何もできない精霊です。……今はまだ』

　ナスターシャが掲げた手を下ろし、その手を、己おのれの薄い胸板に添えた。

『あなたたちに謝らなければなりません。私たちはこの世界に必要となる精霊を見つけた。そして世界録アンコールによって召喚しました。ですが不完全でした』

「不完全？」

『足りなかったのです。世界録アンコールの出力が』

　悔かい恨こんの響き。

　か弱き声にどうしようもない憤りを滲にじませて、ナスターシャの口が再び開く。












『古代召喚術エイシエントの発動には三種族の力が必要です。ですが世界録アンコールに込めた三種族の法具では、我々の望んだ精霊を召喚するに至らなかった。力が足りなかったのです』

　ゆえに叶わなかった。

　神性都市の時代では真精に立ち向かうことができなかったのだ。

『世界録アンコールが不完全だったため、結果としてその精霊も不完全なかたちで召喚されてしまいました』

「……え？」

　不完全な召喚。

　その言葉の羅列を受けて、レンはほとんど無意識に声を発していた。

　シオンもフィアも無反応。二人とも相づちとは思っていないだろう。聞こえてもいないかもしれない。

　ただ一人レンだけが、無我夢中で自己の記憶に問いかけていた。

　不完全な召喚で生まれた精霊。

　……不完全な……精霊？

　……精霊であって……精霊になりきれていない……？

　偶然だろうか。

　まさにそれに限りなく近い存在を知っている。それもすぐ近くに──

『レン様。どうされました？』

「わっ、……あれナスターシャ？」

　宙を浮遊する小人。

　前髪が触れるほど近くで、彼女がこちらの顔を覗のぞきこんでいたのだ。

「……お前、意識が戻ってる？」

『え。ど、どういう意味でしょう』

　ナスターシャがぽかんと口を半開きに。

　声に宿っていた強い意志もどこかへ消えて、普段のおっとりした表情に。おそらくは、彼女の口を伝って語られたことさえ覚えていないだろう。

『あのぉ……？』

「いや何でもないから」

『ウソ！　そんな露骨に目を逸そらされたら私だってわかりますってば！』

「そう言われたって俺おれにも何が何だか」

　詰め寄ってくる小人から後ずさり。どう話をすればいいのか。レンが返すべき言葉を探している最さ中なかに。

　突如として異変は起きた。

　ジッ。

　羽虫のざわめきにも似た雑音が走り──青の明星が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちった。

「大母真数エマリアが壊れた!?」

『非常停止ですレン様……何者かがこの空間に侵入した？　でもそんな、ありえません。私たちが大母真数エマリアに接触している間、この渡り廊下は完全に外部から隔離されているはずなのに！』

「しっ」

　唐突に伸びたフィアの手が、宙にいるナスターシャをそっと制した。

　静寂の夜空。

　大天使のまなざしが、大母真数エマリアの散った虚こ空くうへと。

「私としたことが、目の前の話に集中しすぎるあまり警戒を怠りました。これだけ巨大な気配が堂々と接近してきているのに」

「フィア先輩？」

「とてつもなく巨大な力。始祖獣ネビュラにも匹敵する殺気、これは……！」

　はっ、と目をみひらいた大天使がその場で旋回。

　絹糸のごとく滑らかな長髪を大きくなびかせて、握りしめた拳を腰溜だめに構える。

『え、ど、どういうことです……ひゃぅっ!?』

『ソッチ、ダメ！』

　火の始原精霊サラマンダーが、浮上しかけたナスターシャの髪を引っぱったのだ。その後方で、何かを悟ったらしきフィアが唇を嚙かみしめる。

「レン、私たちの真下です。観察されていた！」

　浮上する気配。

　無数の星の瞬またたきに照らされながら、一切の気配と姿と殺意とを隠すことなく堂々と──

　絶望と悪夢の化身は現れた。





　　　　４






　時、同じくして。




　神性都市シィエラミリス第一区く劃かく──

　ステンドグラスを通じて煌きらめく七色の光。

　その光に照らされた大通路は王宮の通路のように広大であり、荘そう厳ごんな静けさに満たされていた。

　虫一匹の羽音、埃ほこり一つ舞う音さえない。

　息を潜める。じっと背後でうずくまっている黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人を代弁し、エリエスは目の前に立つ黒髪の少女に問いかけた。

「夏蕾カレイ。どうかしら？」

「…………」

　結界士エンチヤンターの夏蕾。

　広域に張り巡らせた結界法術で、このエリア周辺の気配を感知する。今まさに彼女は、全神経を研とぎ澄ませて危険の有無を確かめているのだ。

「うん、ここは平気そう。進みましょう」

　夏蕾がそっと息を吐きだした。

　こちらに向かって目配せし、通路の角から姿を現して歩きだす。

「今のところ周りに気配はないわ。さっきの始祖獣みたいに巨大な気配はゼロ。でも生あい憎にく、シオンやレンらしき気配も近くになさそう。あたしたち、だいぶ遠い場所に逃げて来ちゃったみたい」

「そう。せめて安否だけでもわかるといいんだけど……」

　どうか無事でいて。

　頭に浮かべた言葉を、エリエスは口には出せなかった。無事でいてほしいと言える立場じゃない。自分の安全さえもここでは保証されていないのだから。

　始祖獣ネビュラか、あるいは別の三起源か。

　もし襲われたらどうする？

　夏蕾は支援系の術者だし、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人である団長と大妖精と獣人も、戦力という観点では期待できるものではない。

　唯一、通用するとすれば精霊だけ。

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネの二体だけが命綱になるだろう。

「ごめんなさいね」

「ん？」

「こんな危険な場所に連れてきて」

「なに言ってやがる聖女サンよ。無理やりついてきたのは俺おれたちだろうが」

　エリエスがふり向くまでもなく、すぐ後ろから団長の野性味ある声が返ってくる。

　──黄金の夜明けヴイーナス・ライトの同行。

　これをエリエスが許可したのは、もちろんワケがある。

　彼らの旅団パーテイに、かつて沈黙機関ミスティが正体を隠して潜りこんでいたとレンから聞かされていたからだ。

　沈黙機関に「利用されただけ」の旅団パーテイ。

　だが彼ら三人は、レンを除くなら唯一の沈黙機関の目撃者と言えるだろう。

　……わたしもシオンも沈黙機関の姿を見たことがない。

　……でも彼らは最低でもミスティの姿は識別がつくはずだから。

　何が潜んでいるかわからない神性都市において、最優先となるのは「何が敵であるか」を正確に識別することだ。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人はミスティを探したいと同行し──

　エリエスにとっても、沈黙機関を見分けられる黄金の夜明けヴイーナス・ライトは貴重な「危機察知者」というわけだ。

「あんなでけぇバケモンはもう拝みたくねぇけどな」

「ええ……」

　先に進みましょう。

　再び無言となって、先頭を歩く夏蕾カレイのすぐ後ろを追いかける。

　鏡のごとく美しく磨かれた金属床。

　わずかな衝撃でも音を大きく反射する通路だが、先頭を行く夏蕾の足音がほとんど響かないのは流石さすがというほかないだろう。

　再び訪れる静寂。

　が、それを早々に破ったのは最後尾を歩く大妖精だった。

「ねね？　シルクたちの歩いてる道は安全なの？」

「今のところはね」

　律儀にそう答える夏蕾が、壁に取りつけられた金属板へと手を伸ばす。触れる指先。と、その金属板が自動的に光の地図を描きだした。

　──現在地の見取り図。

　かつて研究員たちが施設内の移動に使ったものだろう。

「だけどわからないわ。どんなに気配がなくたって突然高速でこっちに近づいてくることは考えられるもの。それに……巨夢魔オルネートと、天災アズラレイズと言ったかしら。そいつらがどんな奴やつかわからないし」

　夏蕾の懸け念ねんは正しい。

　まだ自分たちは三起源の一体しか目撃していないのだ。

　残る二体は姿も力も未知。それこそ夏蕾の結界の範囲外からいきなり大法術を撃ちこまれてしまえば、たとえ夏蕾だって反応する間もないだろう。

「あれ？」

「どしたのリンちゃん」

「いや。なんか急に肌寒くなったと思ってよ。首の後ろがぞわっとしてさ」

　立ち止まる獣人リンと、それに首をかしげる大妖精シルクの二人。

　獣の直感か──

　その場に忍び寄る存在に、もっとも早く気づいていたのは獣人リンだった。

「……誰!?」

　それから二秒と経過することなく夏蕾カレイが続けざまに声を発した。

「いる。天井の上！」

「天井の上って……おい夏蕾の嬢ちゃん、そっちは壁しかねえだろうが」

「壁のなかに気配があるのよ！」

　頭上を睨にらみつける結界士エンチヤンターの少女が、そう叫ぶや後ろへ跳躍。

　有無を言わさぬ姿勢にただならぬものを感じたのか、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人も表情を引きつらせる。

　天井の壁が光に透けて──

　ゆっくりと降下してきたのは、人型をした発光体だった。

「虚構精霊エイドス……なの……!?」

　聖地カナンでの襲撃と覇は都とエルメキアの城内で、二度見ている。

　その姿を網膜に焼きつけているエリエスが、降下してくるものの正体を断言できなかった理由は至極単純だ。

　姿が違う。

　虚構精霊エイドスは光の槍やりを握っているはずだが、目の前の怪物にはそれがない。かわりに両腕がそのまま剣のように研とぎ澄まされている。

　頭部も蛇のように三角形で、下半身もより太く強きよう靱じん。人型らしさは残っているものの、より獣に近い。

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが連れてきた別種かしら。夏蕾、知ってる？」

「いいえ。でも考えにくいわ」

　緊張をまじえた声こわ音ねで、夏蕾が首を横にふる。

「覇都の地下施設は壊れたはずよ。あいつらだってこんな別物を研究してる余裕はない。まだ虚構精霊エイドスの残りがいても今までと同じ個体のはず」

「……っ!?　待って！」

　降下してきた発光体。それが床に足をつけた途端、身構えるこちらを無視し、床に顔をつけるようにしゃがみ込んだのだ。

　身体からだを折りたたみ全身を痙けい攣れんさせている。

　……動きが止まった？

　……何が起きたかわからないけど助かったのかしら。

　今のうちに逃げるべきか。

　それとも、この様子なら脇を駆けぬけて奥へ進むことも可能だろうか。そう思いを巡らせる間に──

　ピシッ

　何かが破ける音が、エリエスの鼓膜を震わせた。

『エリエス、ダメ！　にげるの……にげるの……！』

「え？」

　透ける羽を羽ばたかせる小人が、声を引きつらせてエリエスの背中に逃げ隠れた。

　風の始原精霊シルフが怯おびえている？

　だが様子がおかしい。ここまで激しい怯えは、過去に虚構精霊エイドスを見た時の反応と比べても過去に覚えがない。

『内側から侵食されているのです。終しゆう焉えんの種子が芽吹こうとしている』

「……水の始原精霊ウンデイーネ？」

　隣に現れる水色の精霊。

　一時はレンに付きしたがってエリエスの下を離れていたが、先の闘技場で水の始原精霊ウンデイーネも再びこちらに戻ってきている。

　ピシッ。

　二度目の音。それは虚構精霊エイドスの背中が破れ、そこから漆黒の未知が生まれようとする前兆の音色であった。

　虚構精霊エイドスというサナギを破って、中から新たなものが飛びたつ前兆の──

「な、なにか出てくるよ!?　リリ、リンちゃんあれなに！」

「オ……オレだって知らねぇよ！」

　声を引きつらせて叫ぶ大妖精と獣人。

　人間であらざる種族も即座に察した。虚構精霊エイドスの内から漆黒の「何か」が顔を覗のぞかせた途端、周囲が異様な波動に包まれたことに。

　寒気。威圧感。敵意。

　ありとあらゆる不穏な空気とも違う。初めて感じる異相の波動。

　……なに。

　……なにが出てこようとしているの。

　すぐ隣では、夏蕾カレイさえ息を忘れて眼前の光景を見つめている。

　何だ。

　このとてつもない不穏な────




　切り裂け




　虚構精霊エイドスと、虚構精霊エイドスの殻からをやぶって生まれかけた未知。

　その双方が光の大鎌に断ちきられた。

「あなたたちを助けたつもりはない。わたしは目の前の敵を排除しただけ」

　虚構精霊エイドスが現れた時と同じく──

　天井の壁が透けて、そこから降りてきたのは一人の少女だった。

　儚はかなげにゆれる白い髪。透ける肌は新雪さながらに白く輝き、小柄なその肢し体たいは華きや奢しやと呼ぶのも憚はばかられるほどにか細い。

　宙に浮き、真っ青な瞳ひとみに哀愁を湛たたえてこちらを見下ろしている。

　エリエスに見覚えはない。

　だが後ろに立つ三人は、そんな彼女を前にして一様に目をみひらいていた。

「ミスティちゃん!?」

「お、おいミスティ……お前なのか！」

　駆けよろうとする黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人。

　その足を止めたのは、他ならぬミスティと呼ばれた少女が振るった大鎌の一いつ閃せんだった。虚構精霊エイドスを切断したのと同じ勢いで、一切の躊躇ためらいなく。

　止まらなければ──

　三人は胴体を切り裂かれていたかもわからない。

「近づかないで」

　陰を含んだまなざしで。

　白髪の少女は、鎌の切っ先を先頭の団長へと突きつけた。

「……ミスティ？」

「これ以上進もうとするならば団長にだって容赦はしません。私の使命は、この場のあなた方を排除することだから」

「お、おいミスティ──」

「レンから聞いてるわ。そう、あなたがミスティだったのね」

　団長の言葉を遮って。

　光の大鎌を手にした少女を前に、エリエスはそう口にした。

「沈黙機関は三体。六枚の翼が生えてるのがフィオラで、男の姿をしたのがイシス。そして最後があなたね。人間の旅団パーテイにとけこんでいたミスティっていうのは。ディスカントっていう霊獣もどこかに隠れてるのかしら？」

　白髪の少女は答えない。

　だがレンの言う「ミスティ」であることは、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの反応を見れば嫌でもわかる。

　……出会ったのが六枚翼のフィオラだったら絶対に戦っちゃいけない。

　……そうレンから聞かされたけど、こっちも十分やばいじゃない。

　不意を突いたとはいえ虚構精霊エイドスを一撃で両断する殺傷力。

　エリエスとしては、そんな相手とまともに戦おうという気は正直ない。フィオラという首領格もいつ現れるかもわからないからだ。

　ひとまずの退却が最善。

　ただし引き出せるだけ情報を得てからだ。沈黙機関かのじよの目的を──

「勘違いしていませんか？」

　冷たい感触。

　顎あごの下に異物感を覚えた時には、既に、彼女のふるった大鎌の刃先が喉のど元もとに突きつけられていた。

「エリエス!?」

「動かないで」

　身構えた夏蕾カレイを牽けん制せいする、無感情の声。

「もう一度言います。勘違いしていませんか？」

　……迂う闊かつだった。

　……転移ね。

　大鎌を突きつけられてすぐに思いあたり、エリエスは臍ほぞを嚙かんだ。

　人間の姿をしていても正体は精霊の亜種だ。精霊と同じように無気配で空間を飛びこえてくることも覚悟しておくべきだった。

「あなたとやりとりする気はありません。あなたの選択は二つに一つ。大人しく撤退するか。力ずくで撤退させられるか」

「ミスティ！」

　男の怒号。

　間近で響いたその声に、白髪の少女が一瞬びくっと震えあがった……ように見えたのは、エリエスの錯覚だろうか。

　親に叱しかられる子供のように弱々しいまなざし。

　凶器を突きつけられていたエリエスだけが、ミスティの一瞬の表情を目撃した。

「なにやってんだお前！　そんな危ねぇもんを突きつけるなんてもってのほかだろうが！」

「……団長。それはわたしの心境です」

「なんだと？」

「ここで何をしているんですか。リンさんもシルクさんも、こんな場所にいる人たちではないはずです。ここに皆さんがいる姿を、わたしは見たくなかった」

　白髪の少女の目は、こちらエリエスに向けられてはいなかった。

　後方から駆けてきた団長と、その後ろにいる獣人と大妖精を交互に見つめて。

「……こんなかたちで会いたくなかった。あのまま綺き麗れいに別れることが、わたしの最後の望みであったのに」

　血を吐きだすように。

　少女が掠かすれた声を絞りだした。

「団長、リンさん、シルクさん。あなたたちも欲望に取とり憑つかれたのですか？　神性都市に封じられているものを財宝か何かと勘違いして、手に入れようとやってきたのですか。だとすれば失望──」

「あぁ。なに言ってんだお前。俺おれぁ、そんなの何も聞いちゃいねぇよ」

「え」

「ったく、こっちの身になれよ。俺らはな、お前を探しにはるばる来たんだろうが」

「……わたしを？」

　呆あつ気けに取られたように小声で少女が口にした。

　その強こわばった肩が小刻みにふるえ始めたのは極度の緊張か、それとも張りつめていたものが途切れたからか。

「ミスティ、お前だろ。いつも『探検するなら古い遺跡がいいです』って言ってたのは。こちとら町を手当たり次第あたってお前のこと尋ね回って。それでも見つからないから、じゃあいよいよどこぞの遺跡にでも迷いこんでねぇかって思ったわけだ」

「…………」

　口をつぐんでしまう。

　そんな白髪の少女を見て、大妖精と獣人が顔を見合わせて。

「シルクたち大冒険だったんだよ。海を渡るのも大騒ぎだったし、大きな徊かい獣じゆうにたくさん追いかけられて逃げっぱなしだったもん。ねー、リンちゃん」

「おうよ。ま、オレは余裕だったけど」

　口々に言う旅団パーテイの仲間。

　その言葉に聞き入っていたミスティが、はたと我に返って眉まゆをつり上げた。

「な、なにを言っているのです！　わたしは……もう、あの時にお別れですと言いました。皆さんと一緒にはいられない。わたしの使命が──」

「アホか」

　そう言い放つ団長の手が、ミスティの持つ大鎌の柄に触れた。

「おいおいミスティ、俺は、いつもお前たちのことを何と呼んでる？」

「…………」

「覚えてるだろ。言ってみろ」

　消え入りそうな小声が。

　少女の、血色の薄い唇を伝ってこぼれた。

「……家族フアミリー」

「そうだ。単なる仲間じゃねえ。俺の旅団パーテイに入った奴やつは誰であっても家族フアミリーだ」

「それが何だと言うのです……」

「お前がそんな苦しそうな顔で強がってるからだろうが。家族フアミリーの悩みくらい聞いてやるのが団長ってもんだ」

「……っ！」

　日焼けした中年剣士の腕が伸びる。

　大鎌の柄から、さらにその柄を伝ってミスティの腕を摑つかもうとして──

「っ、触らないで！」

　光の大鎌が消滅。

　子猫のような俊敏さでミスティが跳び下がった。

「おいミスティ！」

「……たとえ団長の命令でも聞けません。わたしの命令は侵入者の排除ですが、これはみなさんの命を守るためでもあるから」

「あ？　そりゃどういうこった」

「神性都市はまもなく消滅します。災厄の目覚めによって」

　距離を取る少女。

　華きや奢しやな身体からだが、床から数センチほど浮かびあがる。その視線が黄金の夜明けヴイーナス・ライトではなく、再びエリエスに向けられた。

「精霊の声を聞く者よ。あなたなら現状を理解しているのではないですか？」

「……ええ。精霊の怯おびえの原因ね。シオンが『真精』って言ってたわ。その元凶をどうにかしたくて乗りこんできたのよ」

　エリエスの返事に対して。

　白の少女の反応は、憐あわれみまじりの冷笑だった。

「真精？　それは神性都市での呼称ですね。……なんて愚かな呼び名。フィオラが言っていたとおりですね。その真精という誤った呼び名こそが、欲望に囚とらわれた人間の性サガを何より端的に表している」

「……なら、あなたはどう呼ぶの？」

「終焉の精霊」

　ミスティの口ぶりに迷いはない。

「真精などというものではない。アレは世界に終わりをもたらす災厄です。この世界でもっとも強大な精霊でさえ、召喚された終しゆう焉えんの精霊を抑えこむことはできず、我が身を犠牲に封印するしか手だてがなかった」

「その強大な精霊というのは、もしかして精霊の女王シイエラミリス？」

　シオンと、そしてレンの二人からエリエスは聞いている。

　神性都市シィエラミリスの名の由来となった精霊であり、英えい勇ゆうエルラインの世界録アンコールを守り通してきた精霊でもあったという。

「その精霊の女王シイエラミリスをレンは探してるって言ってたわ」

「見つかるわけがありません。終焉の真精が覚醒することは抑えたものの、精霊の女王シイエラミリスもまた終しゆう焉えんの精霊によって秘ひ奥おう領域に囚とらわれてしまったのだから」

　──もうわかったでしょう？

　沈黙機関ミスティのまなざしがそう告げてくる。

「精霊の女王シイエラミリスの解放こそが沈黙機関わたしたちの真の目的でした」

「……終焉の島を目指した理由も、その目的の一環だったと言いたいの？」

「もちろん。あの島にいる終焉の精霊を倒して精霊の女王シイエラミリスを解放するため。それがどれほどの脅威であるか、あなたたちも今まさに目撃したはずですが」

「……どういうこと」

「虚構精霊エイドスと名付けられた種子」

　沈黙機関ミスティが後方を指さした。

　彼女が先ほど消滅させた虚構精霊エイドスがいた場所だ。

「……そういうことね」

　精霊たちが真精に対して怯おびえる理由は明かされた。

　では、なぜ精霊は虚構精霊エイドスにも同じように怯えていたのか。

「災厄の力を神性都市は利用しようと企たくらんだ。虚構精霊エイドスは、その真精をもとに開発された失われた技術オーパーツだった。そうでしょ！」

　虚構精霊エイドスの中に眠る、災厄の力。

　精霊たちはそれを本能的に悟ったので、虚構精霊エイドスに怯えていたのだ。

「……待ってエリエス」

　夏蕾カレイの声が、掠かすれていた。

　彼女も気づいたのだ。だとすれば先ほど自分たちが見た現象は。

「あなた方が見たものこそ災厄の目覚めの前ぶれです」

　無感情の声こわ音ねで、白髪の少女が言葉を続けた。

「王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクでしたか？　ここを訪れた者たちも戸惑っているでしょうね。彼らが従えていた虚構精霊エイドスが、この都市に渦巻く真精の力を受けて本来の姿に変貌しつつある……すなわち、この世界を崩壊させるものの姿に」

「どうなるの」

「終焉おわり」

　侮ぶ蔑べつの言こと霊だま。

　救いようのない愚者に対する、一方的な宣告だった。

「彼らもまた神性都市と同じ運命を辿たどることでしょう。自らが利用しようとしていた物を理解しなかった代償に、裏切られ、滅亡する」

「…………」

　反論のしようがない。精霊について、聖地カナンが蓄えてきたすべての知識を網羅するエリエスでさえ知り得なかった真実なのだから。

　精霊というものについて──

　火の始原精霊サラマンダー。

　土の始原精霊ノーム。

　風の始原精霊シルフ。

　水の始原精霊ウンデイーネ。

　古来より人は、この世界の始まりから存在する住人を始原精霊と呼んだ。

　だがいたのだ。

　そんな「始原精霊」と対になる「終しゆう焉えん精霊」が。世界の終わりを司つかさどる災厄が──

「……もう十分でしょう」

　目を伏せたミスティ。

　その全身から、人間の目には強すぎる光が噴きだした。

「くっ!?」

「あなたたちがここを去る理由は以上です。沈黙機関わたしたちの目的のために、あなたたちは邪魔。理解したでしょう。もはや人間が介入できる余地などない」

　人間らしい服が消えていく。

　白髪の少女の全身を包みこむのは、薄く透きとおった無縫の天衣だった。

　さらに彼女の背中に、虹色に光り輝く金属環リングが顕現する。

「ミスティ──」

「っ、ダメよ！」

　吼ほえる団長と、それを止める結界士エンチヤンターの少女。

　熱線。

　金属環リングから放たれた光が、ミスティに向けて足を踏みだした団長の、その足下のわずか数センチ脇をずれて壁を引き裂いた。

『最終警告です』

　精霊の声で──

　もはや黄金の夜明けヴイーナス・ライトにも夏蕾カレイにも届かない声で、『光り輝くもの』の姿に変貌した少女がそう告げた。

『これで退かないのであれば次は本当に当てます。あなたたちに構っている時間さえ惜しいのです』

「…………」

『よもや、わたしに勝とうとは考えていませんね』

　知っている。

　古代詠唱士エイシエンターであるエリエスにとって、沈黙機関は最悪の相性といって過言ではない。

　沈黙機関もまた世界の住人。精霊にとっては古き仲間なのだ。エリエスの命であっても沈黙機関と戦うことは躊躇ためらってしまう。

　……精霊の助けは借りられない。

　……だけど私と夏蕾カレイの法術だけで勝てる相手なの？

　無言の間。

　互いが互いを牽けん制せいしあう緊迫の静寂のなかで。

「……やだよ！　シルク、嫌だよ！」

　嗚咽おえつまじりの泣き声が響きわたった。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの大妖精シルクがぺたんと床にしゃがみこみ、堰せきが切れたように大声で泣きじゃくり始めたのだ。

「シルク、団長もリンちゃんもミスティちゃんも大好きだもん！　ミスティちゃんを置いてどこにも行きたくないもん！　一緒じゃなきゃヤだもん！」

　それはあまりにも突然で。

　あまりにも感情任せな、大妖精シルクの「我わが儘まま」だった。

「やだやだ！　シルクやだよ！」

　ただ泣きわめく。

　張りつめた緊張感の中で、それはあまりにも幼稚で想定外すぎる行動だった。エリエスと夏蕾さえもどうすればいいのか躊躇うなか──

　その向こうで。

『…………やめて』

　名を呼ばれた少女が、たった一人、わなわなと全身をふるわせていた。

　瞳ひとみにまじる困惑の色。

　まるで何かに責められているかのように表情を険しくして。

『泣いて何かが叶うと思ってるのですか。……やめなさい、その泣き言を……』

「シルク、嫌だもん！　ミスティちゃんと一緒じゃなきゃ嫌だもん！　絶対絶対！」

『……なにを……愚かな……』

「シルク知ってるもん。ホントはミスティちゃん、団長のこと大好きだって！　ミスティちゃん、シルクのこともリンちゃんのことも──』

『やめなさいと言っている！』

　ミスティの咆ほう吼こう。

　放たれた言こと霊だまが吹き荒れる突風として具現化した。泣きじゃくる大妖精シルクと、その傍そばにいた獣人リンと団長がまとめて壁に叩たたきつけられる。

「ぁっ！」

「っ……痛ぇ……！」

　床に転がって苦く悶もんの声を上げる三人。

『……わかりましたか団長。それにリンさんも、シルクさんも』

　感情の読みとれない双そう眸ぼうで。

　押し殺した声で、白髪の少女が言葉を続ける。

『あなたたちに接近した時から、わたしは皆さんを利用することしか考えていなかった。わたしは最低の存在なんです。だからもう、わたしにつきまとわないで。わたしのことは忘れてください』

「ミスティ──」

　二度目の突風。

　起き上がろうとした獣人リンが、今度は横殴りの風に吹き飛ばされて床を転がっていく。全身を何度も何度も床にぶつける痛々しい様に、大妖精が再び泣きじゃくる。

『…………ごめんなさい……』

　精霊の呟つぶやき。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトに届かぬ声で紡がれた言の葉は、誰かに向けた会話ではなく。

　彼女自身にも理解できない何かに迫られて、吐きださずにいられなかった心の叫びそのものだった。

『わたしだって本当はこんなことしたくなかった……だけど……』












　沈黙機関ミスティが唇を嚙かみしめる。

　その両手を、眼下の者たちへと突きつけて。最後の言葉を口にした。

『もうお終しまいにしましょう』

　──だが。

　白の彼女は気づいていなかった。

　同様にエリエスも、エリエスに従う精霊たちも、結界を張り巡らせる夏蕾カレイでさえ眼前の事態に集中しきっていたがゆえに気づかなかった。

　神性都市第一区く劃かくのここに。

　この世でもっとも凶暴な獣が忍び寄っていたことに。

「……あれ。なに？」

　最初に、その気配に気づいたのは大妖精シルクだった。

　混色のヘドロ。

　奇怪に蠢うごめきまわる粘液が床の亀裂から、じわじわと染みだしていたのだ。それがシルクの見ている前でみるみる変貌を遂げていく。

　ヘドロであったものが大きな肉塊に。その肉塊がいくつも寄り集まって──

　巨大な竜の頭部が形成された。

「…………っ……ぁ……ぁぁ……？」

　シルクが倒れている壁際から、わずか十メートルも離れていない。

　始祖獣ネビュラの頭部。

　さらに右足と左足が、亀裂から染み出るヘドロの集合によって形成されていく。大量にわき出たヘドロの湖から両足を突きだして身体からだを支える始祖獣。

　その頭部が口元から頰ほおまでが、一気に裂けた。

「────この気配はっ!?」

「三起源！」

　夏蕾が目をみひらくと同時に、エリエスもまた背後へふり返る。

　だが事態を把握した時には遅すぎた。

　天井から床に届くほどに大きく裂けた巨竜の顎あご。

　その口こう腔こうの奥に点ともる血色のちらつきが弾はじけ、波動が放たれた。

　竜の息吹ブレス──

　始祖獣ネビュラから放たれた赤しやつ光こうが、血しぶきさながらの飛沫しぶきを舞い上げた。

　もっとも近い獲物。床にしゃがみこんで動けない大妖精と獣人へ、どす黒い血色の大波が押し寄せる。

　夏蕾が咄とつ嗟さに放った防御結界も一瞬で消し飛んで。

　エリエスと精霊も為なすすべ無く、竜の息吹が獲物を薙なぎはらう光景を見届けることしか許されなかった。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの大妖精シルクと獣人リンの最期を──

『……だめ！』




　白髪の少女が両手を広げ、そんな二人を庇かばって息吹ブレスを浴びた……その一部始終を。




　光り輝く少女が消し飛んで。

　竜の息吹の射線が斜めに逸それて、その矛先が天井へ。言葉に尽くせぬ轟ごう音おんを撒まき散らしながら、壁を突きぬけた波動が空へと還かえっていく。

　残ったのは無傷の二人。

　そして。

　光の粒へと変わりつつある沈黙機関ミスティの姿だった。

「…………ミスティ……ちゃ……ん？」

　何が起きたのかわからずに。

　否いな。

　目の前で起きた意味の理解を理性が拒否したのかもしれない。大妖精シルクが、まるで赤ん坊のようによろよろと手を伸ばす。

　返事を求めるように。

　救いを求めるように。

　奇き蹟せきを求めるように。

　光の粒へと変わっていく少女へと手を伸ばした。

「……ミスティちゃん？……ミスティちゃ……ミス………………」

　ぽろぽろと、両目の脇から流れていく大きな粒。

　堰せきが切れたのはその直後だった。

「いっ…………いやぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁっっっ!?」

　完全な消滅の前兆か。

　それとも身体からだの形成を保つことができなくなった上での仮死形態なのか。

　それは誰一人としてわからない。

『エリエス逃げて！』

　だが絶望は終わっていない。

　風の始原精霊シルフが叫ぶや、力なき腕でエリエスの法ほう衣えを引っぱった。

「……っ、なんておぞましい！」

　すべての肉体ヘドロが集結した始祖獣ネビュラ完全体。

　それは、三つの頭部が結合した「頭部だけ」の怪物だった。

　胴体も足も翼も存在しない。蛇のように長い首を通じて三つの頭部が連なった怪物が、巨大なクレーターと化したすり鉢状の床に顕現していたのだ。

　……竜の息吹ブレスを吐きだすための頭部だけ。

　……こんなの竜じゃない。ただの戦闘生物じゃない。

　だが同時に。

　途方もない重圧を前に、エリエスは背筋から汗が噴きだすのを止められなかった。

　あれだけの息吹を放出しておきながら、まだ頭部を増やす──つまり息吹を放出し続けることが可能だいうことだ。

　無尽の力。

　まさに破壊と殺さつ戮りくのためだけに生まれた怪物ではないか。

　……戦わないと。

　……でもどうやって……!?

　竜の頭部が再び顎あぎとを開いた。

　ちらつく鮮血色の光。大いなる力がそこに収束し、すべてを消し飛ばす波動となって放出される。刹せつ那な──




〝力の禁章『波動の世界』〟




　半透明の脈打つ薄膜が、始祖獣ネビュラの頭部を包みこんだ。

　そしてエリエスは信じられぬものを見た。

　何者にも抗あらがえないはずの始祖獣の息吹。その前兆である血色の輝きがみるみる薄らぎ拡散していく。

　竜の波動が薄らいでいく。

　まったく別の波動によって妨害されているのだ。

「我が波動ちからの特性は『障しよう壁へき透過』。悪魔の障しよう気きも天使の結界も、我が破壊の浸透を妨げること能あたわず。それが竜の息吹であってもな」

　声は頭上から。

　息吹によって消し飛んだ天井から声が響きわたり、褐かつ色しよくの悪魔が飛び降りてくる。

「久しいな人間の聖女」

　その一言と共に。

　悪魔の拳が始祖獣の脳天を撃ちぬいた。

　頭部の一つが地に縫いつけられ、それに連結する二つの頭部もまた地に倒れる。

「竜の始祖とは面白い」

　ゆったりとした外がい套とうが大きくはためく。

　そこから覗のぞく素顔は、外見ならば十代中頃の人間に近かった。

　肩にかかる濃緑色の髪と、赤みを帯びた双そう眸ぼう。顔だちは奇妙なほど中性的で、映る角度によっては可か憐れんな少女にも凛り々りしい少年にも見えるだろう。

　そして外がい套とうの背からは、竜のソレにも似た巨大な尾が突きでている。

「波の将しよう魔ま……!?」

　五ご大だい災さい『波の将魔』魅ミ亞ア。

　かつて聖地カナンにたった一体で攻め入ってきた大悪魔が、そこにいた。

「……どういうこと」

　こんな大悪魔の訪れを誰が予想できるだろう。

　なぜここに。なぜこの機に。

　冥めい界かいが地上と繫つながってしまったことは承知の上だが、五大災ほどの悪魔が魔王宮を留守にするというのは余程の事態のはず。

「まさか、今さら私への復ふく讐しゆうってわけじゃないでしょうね」

「そうだと言ったら？」

「…………」

「が、それは次の機会。今日ばかりは別件でな」

　にやりと口の端をつりあげる魅亞。

「魔王ヴェルサレム様の勅命により馳はせ参じた……というつもりだったが変更だ。旅団の一大事とあらば最高幹部として駆けつけないわけがない」

「え」

「なにせオレは、黄金の夜明けヴイーナス・ライトの隊員五番だからな」

　この悪魔は何を言っているのだ。

　エリエスが素直に疑問を口にするか躊躇ためらった間に、突如として大歓声がわき起こる。

　それは黄金の夜明けヴイーナス・ライトの上げた雄お叫たけびだった。

「魅亞!?」

「魅亞ちゃんだ、ねえねえ団長！」

　あれほどの絶望が噓うそのように。

　悪魔の登場を前にした三人が大慌てで起き上がる。

　それは──

　かつて冥界の魔王宮で交わされた、ある会話によるものだった。




〝オレは嫌われ者だ。アシェンディアには沢山の配下がいて、ルルも黒妖精たちから慕われていて、バオにだって忠実な腹心がいるというのに……〟

〝まあ待てや魅亞ちゃんよ〟




　世界でただ一体の「竜と悪魔の混血種バスタード」。

　その不安定な存在ゆえに悪魔の法術は使えず、竜の特技である息吹ブレスも使えない。五ご大だい災さいと呼ばれていようが、そんな半端な存在が魔王宮にいていいのか──

　そう葛かつ藤とうする悪魔に声をかけた者がいた。




〝俺おれに任せておけ。旅団パーテイに入れば隊員番号五番、最高幹部として歓迎してやる〟




　たった一晩の酒宴の席。

　あの晩、ソレを本気で鵜う吞のみにした者はいなかっただろう。

　魔王も先代魔王も、偽英えい勇ゆうの少年も、同じ五大災の炎の将しよう魔まや呪じゆの将魔さえ。

　それはたわいもない一幕に過ぎないと。朝を迎えれば忘れる会話であると、当事者以外の誰もが思いこんでいただろう。

　だが。

　あの日の誓いは本気だった。強くて孤独な悪魔は自分の居場所を心の底から欲しており、旅団かれらも悪魔の願いを本気で受け入れたのだ。

　なぜならば──

　大妖精と獣人と、そして沈黙機関さえ招き入れた旅団パーテイに、種族の隔たりは存在しないのだから。

「強力な力を感じるから何事かと来てみれば……ふん、なるほどな」

　魅ミ亞アがちらりと横目を向ける。

　そこには、大妖精シルクの腕に抱かれる白髪の少女の姿があった。

　身体からだの大部分が光の粒となり、かろうじて身体を維持できている部位もうっすらと半透明になってしまっている。

　悪魔もまた目撃していただろう。

　怨おん敵てきであるはずの沈黙機関が、竜の息吹から黄金の夜明けヴイーナス・ライトの仲間たちを庇かばった瞬間を。

「魅亞ちゃん！　ミスティちゃんが……」

「その程度で消滅する輩やからなら、終しゆう焉えん戦争でオレたちは苦戦していない」

　はっ、と嘆息で応じる五大災。

「身体の維持ができないほど弱まっているだけだ」

「それ大おお事ごとじゃないの!?」

「問題ない。ここでコイツをぶちのめして一件落着になるのなら、な」

　視線を正面へ。

　始祖獣ネビュラの頭部が、三つともゆっくりと鎌首をもたげていく。魅亞の波動の拳を受けて一度は体勢を崩したものの、痛みを感じた様子はない。

「無傷か。かなり本気で殴ったというのに、どういう頑丈さだ貴様？」

　そう語る魅ミ亞アもまた、愉たのしげに。

「聖女」

「……わたし？」

　それが自分を指す呼び声だと気づき。

　はたと、エリエスは我に返った。

「そうだ。よもや怖おじ気けづいたわけではあるまい。オレと戦った時の貴様はもう少し勇敢だった。それとも偽英勇レンがいなければダメか」

「は!?　ど、どういう意味よ!?」

「そのままの意味だが」

「……好き勝手言わないで」

　癇しやくにさわる挑発だ。

　それと承知の上で、エリエスは悪魔の口上に応じることにした。

「倒すわよ。さっさと倒して奥に進む。いい夏蕾カレイ！」

「ええ。シオン抜きでやるしかないんでしょ。コレ、秘蔵の霊符だからギリギリまでとっておきたかったけど」

　覚悟を決めたそぶりの夏蕾もまた首肯。

　胸もとから五色の紙符を取りだし、握りしめる。

「そういうわけだ竜の始祖。ここからはオレが相手をしてやる」

　床を激しく蹴りつけて。

　褐かつ色しよくの悪魔が巨竜へと駆ける。

　怯ひるむどころか昂こう揚ようの口調でもって、大悪魔は高らかに謳うたいあげた。

「五ご大だい災さいあらため旅団パーテイ『黄金の夜明けヴイーナス・ライト』、魅亞。──参る！」
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　冥めい界かいヴェナ・アスラ・ドール。

　悪魔が支配する広大な地下世界は、人類がいまだ全容を摑つかむに至っていない。

　その広さにおいて天界を凌りよう駕がし、地上最大のオルヴィア大陸さえ覆おおいつくす面積を持つという秘境である。

　かつて、そこに疑念を抱いた青年がいた。

　強固な岩盤である大陸の下に、なぜこれほど広大な地底世界ができたのか。地殻変動で説明するにはあまりに冥界は広すぎる、と。

　だが。

　まだ無名の剣士であった彼がその謎なぞを解明することは適かなわなかった。後に英えい勇ゆうと称される彼には、それよりも先に為なさねばならぬことがあまりに多すぎたのだ。

　もしも終しゆう焉えん戦争が存在しない未来があったとすれば、彼は最強の剣士ではなく、広大な冥界誕生の秘密を解明した冒険者として名をはせていたことだろう。

　冥界は──

　たった一体の怪物が大地を抉えぐった破壊の痕あとだということを。

　神性都市が召喚した「最初の悪魔」。

　ユメル砂漠の地下牢と同じく大陸の地下深くに閉じこめられていたソレは、地下牢ごと地底の岩盤を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばした。

　抉って、抉って、抉りつくしたのだ。

　目の前から「土」と「岩」がすべてなくなるまで、ただ檻おりの外に出て最初に目についたという理由だけで、大陸の岩盤を破壊しつくした。

　……数年後。

　疲労した怪物が休眠に入ったその後に。

　この世界の地底には大陸よりも巨大な空洞が──冥界という名の場所が生まれていた。

　その後、休眠に入った怪物は再び神性都市のどこかに封印されて。

　どうなったか知る者は存在しない。





　　　　　






　神性都市シィエラミリス第二区く劃かく・深部──

　ソレは突然に現れた。

　大母真数エマリアが保管された隔離エリアに力ずくで侵入し、その場のレンが無意識に息さえ止めてふり返るほどの圧力を隠しもせずに迫ってきたのだ。

　身震いするほどの殺気。

　にもかかわらず。

「……どこだ!?」

　レンの目は、その殺気の正体を認識することができなかった。

　透明感ある夜空を映しだす隔離エリア。

　一点の曇りもない黒の帳とばりを背景に、宝石のごとく星々が煌きらめいている。

　真っ赤な星が瞬またたいたと思ったその横で、蒼あおい彗すい星せいがすっと視界の端から端を流れるように通過していく。

　さっきと何一つ変わっていない。何も変わらぬ夜空がただ広がっているだけだ。

　……これだけ堂々と気配を感じるのに。

　……姿だけが見えないってことがありえるのか!?

　どれだけ目を凝らしても、殺気を撒まき散らすものの姿が摑つかめない。

「フィア先輩！」

「目の前です、私たちの真正面！　ですがあの姿は……視覚で捉えるのは不可能に近い。なんて奇怪な姿。あれがもし擬態じゃないとしたら」

　握った拳を腰に据える、大天使。

　金髪が乱れるのもかまわず勢いよく顔を振りあげて。

「夜そのもの……」




　hiz mille-l-pile天より　うまれ mofy fel ruyおちるもの.




　ヴンッ、という不穏な音色。

　何もない夜空から奇怪な音が生まれ、見上げるレンの視界を埋めつくす暗色の法術円環がそこに現れた。

「──でかいっ!?」

　過去に見たものでもっとも巨大で歪いびつな円環。

　そしてさらに膨張しつつある。

「円環が膨らんでる？」

『立体型積層円環です、レン様！　術者の法力が強すぎて法術円環そのものが結晶化してるんです。神性都市の記録に、過去に二度だけ目撃条件が──────ひゃっ！』

　力の風を浴びて姿勢を崩すナスターシャ。

　まだ法術は発動していない。

　にもかかわらず、法術円環の具現化による圧力で突風が吹きだしたのだ。

『これは巨夢魔オルネートの──』

　鼓膜に届いたのは、そこまでだった。

　光が消える。

　星空を投影する設備が停止して、密閉された研究施設の内部に戻った？　その可能性にレンが思い至ったのは、夜空が投影されていた天井に罅ひびが入ったからだ。

　そして消滅した。

　壁も床も通路も何もかも。

　神性都市の上空に渦巻く暗雲より生まれた落星が、強固な金属壁を薄紙のごとく貫いて、落下したのだ。

　大気との摩擦熱で燃え上がる破壊の星が──




　第二区く劃かくを、焦土に変えた。




　天よりふりそそぐ星。

　第二区劃と呼ばれていたエリアの天井を押しつぶして。

　それを支える壁をも粉砕し、最後に、その高熱によって金属床を溶かしつくして、裸となった地面を焼き焦がした。

　その衝撃に。

　レンが意識を取り戻すまで、どれだけの時間を要したことだろう。

「……レン……大丈夫です、か」

　柔らかな羽毛の感触に頰ほおを撫なでられて、ゆっくりと意識が覚醒する。目の前に、純白の翼を広げた天使の少女がいた。

「フィア先輩!?」

　その翼で落星の破壊力を受けとめた大天使が、膝ひざをつく。

「……無事でよかった」

「俺おれはそうだけど、フィア先輩の翼が大問題じゃないのかよ……」

「ええ。かなり堪こたえました」

　苦しげに息をついて、金髪の天使が翼をたたむ。

　落星の衝撃を受けて翼がボロボロに擦りきれて、何十本、何百本という羽が止めどなく抜け落ちていく。

「俺が……」

「レンを庇かばったからこうなったのではありません。私一人でも同じことでした。あまりに術の範囲が広すぎた」

　黒い煤すすが噴き上がり、膨大な燃え殻がらが積み上がった大地。

　巨大な施設であったものが今の法術一つで崩壊し、見わたす限りの焦土と化していた。かろうじて無事な建物は、地平線の霞かすむ先である。

　いったい何百メートル半径におよぶ大爆発であったことか。

「ナスターシャ？」

『わ、わたしも大丈夫です……フィア様が翼の下に隠してくれて。ですが……第二区く劃かくの少なくとも半分が消滅？……そんな、いったいどれだけの出力が』

　小人が、フィアの翼の下から這はい上がってくる。

　しかし問題は最後の一人だ。レンがどれだけ見わたしても彼の姿がない。

「シオンは」

「……わたしの翼の圏外でした」

　大天使が弱々しく言葉を濁した。

　あの瞬間、剣聖シオンはやや離れた後方に立っていた。

　無数の瓦が礫れきと、焼け爛ただれた地肌だけが残った地。彼が生きて、そして立ち上がっていればどんなに離れていても見落とすことはないだろう。

「瓦礫の下に倒れてるとしたら……」

「救出の時間はありません。先にアレを倒さぬかぎり私たちも全滅です」

　フィアが見上げる先で。

　空から、ゆっくりと夜の塊が降りてきた。

「さっきの法術円環が悪魔特有の色をしていたのを見ましたか？　そしてこれだけの法力、三起源の悪魔と考えて間違いないでしょうね」

　真しん紅くの空を背に、半透明な漆黒の悪魔が降りてくる。

　透きとおった身体からだの内部で法力の光が絶えることなく次々と瞬またたき、それがまるで夜空に灯ともる星のよう。

　──夜そのもの。

　フィアがそう表現した理由も今なら合点がいく。

　そして、だからこそ殺気の主が見つけられなかったのだ。夜空を投影した隔離空間では、あの身体を見つけるというのは至難だろう。

「こいつが巨夢魔オルネート……？」

「レン」

　眼前の怪物から目をそらさぬまま、天使の囁ささやき。

「こちらから仕掛けます。戦いを長引かせる理由はありません」

「……ああ」

　着地する悪魔。

　頭部までの高さは二メートルほどだろうか。

　上半身は、魔王ヴェルサレムを彷ほう彿ふつとさせる巨漢の悪魔。一方で下半身には足がなく、蛇の胴体のような形状になっている。

　腕は四本。短い腕が二本と、長い腕が二本。

　それぞれが複雑怪奇に蠢うごめきながら宙に法術円環を描いていく。

『レ、レン様っ。また来ます！』

「いえ。あの程度なら」

　フィアが背を曲げた。両手両足を地についた姿勢で獅し子しのごとく身を縮ませ、その反動でもって大地を蹴りつける。

　獲物へ。

　餓うえた肉食獣さながらの挙動で、巨夢魔オルネートの眼前へ。

「捕まえた」

　光り輝く円環が完成する刹せつ那な。

　四つの円環のうち二つを、大天使フィアの掌てのひらが握りつぶした。

　ビクンと悪魔が身じろぐ。

　三起源といえど、まさか法術の発動をこんなかたちで止められるとは思うまい。

「悪魔との戦い方はよく心得てます。でもコレ、私の我流ですから。あなたもこんな天使と戦うのは初めてでしょう？」

　残る二つの法術円環をもたてつづけに握りつぶす。

　単純な腕力か。

　それとも掌に法力を集中させているのか。

「っ……ああ痛いっ。発動前に潰つぶしてもさすがに効ききますね」

　巨夢魔オルネートの法力と。

　大天使フィアの暴虐ちからのせめぎ合い。

　法術円環を握りつぶしながらもその法力に手を灼やかれている。にもかかわらずフィアの口元には冷ややかな微笑が。

「でもほら、おかげで隙すきだらけ」

　悪魔の上半身と蛇の下半身。その繫つなぎ目にあたる腹部に蹴りを見舞われ、巨夢魔オルネートが言葉なき悲鳴を上げた。

　巨夢魔オルネートが未知であるように。

　ここまで原始的な肉弾戦を好む暴虐天使も、巨夢魔オルネートにとって未知なのだ。

「あなたの破壊は見境がなさ過ぎる。気の毒ですが手加減しません」

　フィアが掌を握りしめる。

　──黒の突風。

　足を踏みだそうとした彼女の上半身が、巨夢魔から生じた突風を受けてよろめいた。

「っ、悪魔の障しよう気き……」

　踏みとどまるフィアめがけて、逆に距離を詰める三起源。

　広げた四本腕に法力の槍やりが召喚される。

　漆黒の魔ま鎗そう。その正体を、レンとフィアは同時に理解していた。

　先代魔王エリーゼが魔王化した際の武器。冥めい鎗そうマリアブレイズよりも刃先が細長いが、その亜種で間違いあるまい。

「フィア先輩、それを受けちゃだめだ！」

「……厄介な」

　突きだされた鎗やりが虚こ空くうを穿うがつ。

　フィアの翼を鎗先がかすめ、白い羽根が宙を舞った。

　姿勢を崩したうえで回避を強しいられたフィアへ、続けざまにくり出された魔鎗が喉のど元もとめがけ襲いかかる。

　その鎗先を、レンの剣が弾はじきかえした。

「火の始原精霊サラマンダー！」

　炎が噴き上がる。

　レンの言葉に応こたえた精霊の力で、霊剣ヴィエルジュの刀身へと紅ぐ蓮れんの火が灯ともった。

　──精霊の火。

　そして変化は突然だった。

「■■■…■■」

　火の始原精霊サラマンダーの火に照らされた途端、怪物が全身を震わせて吼ほえたのだ。

　絶叫。

　……精霊を見た途端に吼えた？

　……どうしてだ？

　悪魔の胸部が盛り上がり、そこから薄紫色の宝珠が現れた。

　それだけではない。精霊の炎に照らされた途端、障気の放出が跳ね上がったのだ。

　殺意、憎悪、憤ふん怒ぬ。

　重圧が桁けた違ちがいに膨れあがり、なお上がり続けていく。

『法力が……いえ、これは精霊の波長!?』

　呆ぼう然ぜんと。

　信じられぬものに相対したという顔つきでナスターシャが、叫び声。

『どうして悪魔が精霊の波長を？　だめ、解析できない。レン様、フィア様も危険です。解析不能の何かが来ます！』

「レンいけない！　離れ────」

「だめだ」

　レンがそう答えるのと、フィアが自ら押し黙るのには一秒の差も無かっただろう。

　彼女もまた気づいたのだ。

　離れてどうする？　最初の大法術で結果は見えている。

　巨夢魔オルネートの大法術は全方位だ。今度こそフィアの防御も耐えられないだろう。生き残る選択肢があるとすれば、それは逃走ではない。

「レン、七秒。いえ五秒ください！」

「頼む土の始原精霊ノーム！」

　大天使に応じて、焦土を蹴った。

　想像を絶する高熱に炙あぶられた傷だらけの地表。

　だが、それでも大地は生きている。

　土の始原精霊ノームの教示は、地を駆ける者に大いなる地下の脈動を伝えてくれる。その足に、大地の力強さが宿るように。

『アブナイ！』

　精霊の声に従って身を捻ねじる。

　巨夢魔オルネートの魔ま鎗そうが、悪魔の手を離れて空高くからレンの頭上へ降ってきたのだ。ジッ、と鎗やり先がかすめた途端に炭化する上着の端。

　肌の薄皮一枚でも触れたら、そこから猛烈な法力に冒される。

「はっ！」

　飛来する鎗もかわして悪魔の懐へ。

　胸の宝珠めがけて霊剣を叩たたきつけるレンの身体からだが、フィアと同じく悪魔の障しよう気きによって跳ね返された。

「浅……かった……!?」

　数ミリ。

　霊剣の刃やいばが宝珠につけた傷は、結晶を破壊するにはあまりに小さい。

「悪い、フィア先輩。まだだ……！」

「十分です」

　吹き飛ぶレンの後方で、大いなる光の翼が顕現した。

　世界の端までも照らしだす福ふく音いん。その正体は、己おのれの翼を限界まで広げた大天使フィアの、その翼から噴きだす無数の光の粒子で──

「レン、目を閉じなさい。この光は直視すると目に毒です」

　天の祝砲。

　フィアが拳を振り下ろした時には、すべてが終わっていた。

　空へと昇った光の粒子が、真白き光の柱となって大地を照射。そこにあった大小様々な瓦が礫れきごと巨夢魔オルネートを包みこんで消滅させた。

　地表には一切の傷がない。

　光の柱が通過した空間だけが膨大な光の放射によって浄化されたのだろう。レンが目を開けた時には、三起源はその障しよう気きごと世界から消滅しきっていた。

「……とんでもないな。三起源を一撃かよ」

「一撃？　とんでもない。あの瞬間に五百発は撃ちこみましたわ。空から」

　けろりと恐ろしいことを言ってのける。

「惜しむらくは天界が墜落していたこと。本来、天界から射出していればあの倍は威力が出ていたのですが」

　乱れた前髪を手て櫛ぐしで梳くしけずる天使。

　とはいえ消耗が相当に激しいのか、表情に浮かぶ疲労までは隠せていない。最初の落星をまともに浴びた上に、今の大技だ。

「フィア先輩、いくら何でも少し休まないと……」

「無用です。それより剣聖シオンの安否です。この瓦礫のどこかに埋もれているとしたら救出しないと」

　体力の浪費を少しでも防ぐためだろう、フィアの背中から翼が消える。

　と。

「…………」

「フィア先輩？　どうしたんだよ急に立ち止まっちゃって」

　シオンの気配を探るためにあたりを見回す。

　そんな様子から数秒と経たたないうちに、金髪の少女が真顔で動きを止めたのだ。今も、放心しきった表情でぼんやりと虚こ空くうを見つめている。

「……どういうこと」

　天使の独白。

　艶つややかな唇からこぼれたのは、レンがかつて聞いたことのない掠かすれ声だった。

「完全に消滅したのは間違いない。なのに」

「先輩？　どうしたのさ」

「────離れなさい！」

　フィアの手に肩を押されて突き飛ばされる。

　急旋回する視界のなかでレンが見たものは、自分とフィアとの足下に無音で浮かびあがる立体型積層円環だった。

　……この法術円環は……オルネートの？

　……どういうことだ!?

　破裂。

　自然の法則を歪ゆがめて発生した重力場が、フィアの身体からだを押しつぶす。

「っ……ぁ！」

　天使の悲鳴。

　彼女の周りでは、直径一メートルはあろう金属塊ガレキが超重力に押しつぶされて砂粒ほどに圧縮されていく。どれほど凄すさまじい重力歪わい曲きよくが彼女に襲いかかっていることか。

　フィアの剛力をもってしても耐えるだけで精一杯。

　抜けだそうにも、歪曲した重力場に全身を絡めとられては動きようがない。

「くそっ、先輩！」

　消えるわけがない。

　そう承知の上で、レンは無我夢中で法術結界を斬きりつけた。

　霊剣ヴィエルジュの刃やいばが超重力の檻おりに触れて──

　破裂する重力場。

　ぱん、と乾いた音とともに霧が晴れ、フィアが解放されて地に倒れた。

「……消えた？」

『レ、レン様すごい。今なにをしたのです!?』

「いや……特別なことは。俺おれ、ただ剣を振り下ろしただけだったから」

　レン自身、俄にわかには信じがたい。

　見たままのことを説明するならば、霊剣の刃が法術の結界を切り裂いたとしか言いようがないのだから。

　霊剣ヴィエルジュは精霊の力と親和性が高い。それは火の始原精霊サラマンダーの炎でも証明されているが、悪魔の法術を切り裂くような力は過去になかったはずだ。

　なぜ？

　だが、その疑念を詳細に突きつめる時間はなかった。

「ありえない……私が完全に消滅させたはずなのに……」

　身を伏した大天使から掠かすれた小声。

　レンとフィアの見守るなかで、どす黒い障しよう気きの奔ほん流りゆうがどこからともなく現れて渦を巻き始めているのだ。

「私の天撃は、あの悪魔の身体も障気もすべて消し飛ばしました。回復や再生といった力では説明がつきません。考えられる可能性は…………転生？」

　それは悪魔だけがもつ特性だ。

　先代魔王エリーゼも、かつて我が身の消滅に際して転生の秘術を用いたという。

「……いえ、やはり考えらない。悪魔の転生だって己おのれの肉体を培養する必要があります。私の一撃で何もかも消し飛ばした以上、転生の元になるものが物理的に存在しない」

『まさか』

　ふるえる声で。

　自らも呆ぼう然ぜんとした表情ながらも、ナスターシャが懸命に声を振りしぼった。

『い、いえ。その通りです！　巨夢魔オルネートの正体が私の想像どおりなら、フィア様の言うとおり転生で間違いありません！』

「正体ですって？」

『精霊です！　巨夢魔オルネートは悪魔ですが、実体はかぎりなく精霊に近い。そう考えれば先ほどまでの現象がすべて説明できるんです』

　半透明の身体からだ。

　レンのまわりに火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームが顕あらわれた時の変貌ぶり。

　そして今の重力場もだ。通常の法術結界であれば霊剣ヴィエルジュの刃やいばを受けて破裂するような現象は起きなかっただろう。

　しかし巨夢魔の力が精霊に近いとすれば、霊剣がそこに干渉したことは考えられる。

　……そうだ。エルラインが言ってたじゃないか。

　……三種族はもともと、別世界の精霊的な存在が召喚されて受肉したものだって。

　ならば。

　精霊としての性質を強く残したままの悪魔がいたら？

『始祖獣ネビュラを思いだしてください。アレは竜であると同時に、一種族一個体というべき怪物でもありました。それが巨夢魔オルネートにも言えるんです！』

　巨夢魔オルネートの種族特性は悪魔。

　だが同時に、かぎりなく外世界の精霊の姿に近い姿のまま召喚された。

『転生に肉体なんて必要ないんです！　なぜなら精霊は純粋な霊的波動エネルギー体ですから』

　ナスターシャの仮説には一定の信しん憑ぴよう性せいがある。

　……だけど、もしそれが本当なら。

　……誰にもどうしようもないんじゃないか？

　転生に肉体を要しない。巨夢魔オルネートは、どれだけ倒しても無限に復活する？

　レンとフィアが固唾かたずを吞のんで見守る前で。

　障しよう気きの霧が晴れていく──




　la-lanなんどでも……mis-laなんどでも……

　MgaE cia xedelis amlis ole同じ夢をみるだろう？.……xayxuy shadilis oleくりかえす悪夢を…….




　巨夢魔オルネート。

　霧が晴れたそこに、絶望の化身が傷一つない姿で佇ちよ立りつしていた。

「ウソ、だろ」

　自分の目で見ていてもなかば信じられない。

　……波の将しよう魔まのように重傷から回復する奴やつはいた。

　……霊獣ディスカントのように無敵を名乗る奴とも戦ったことがある。

　どちらも「倒されない為ため」の能力である。滅びないための、不滅を求める力と言い換えてもいいだろう。

　だが巨夢魔オルネートは違う。

　滅びを恐れない。不滅さえ必要としない。なぜなら滅んでも消滅しても、即座に完全な姿で復元できてしまうからだ。

　悪夢。

　神性都市シィエラミリスが「絶望」と呼んだ三起源の真の恐怖を、知った。

「■■■」

　巨夢魔オルネートの足下に生まれた法術円環。

　と同時に、悪魔の姿が円環の中へと吸いこまれるように消失した。

『転移！　レン様、気をつけて。どこに現れるかわかりませんが、動けないフィア様を狙ってくる可能性がとても────』

　必死に叫ぶナスターシャの。

　その頭上を、漆黒の影が音もなく塗りつぶした。

『とても────え？』

　浮遊する小人をじっと見下ろす巨夢魔オルネート。

　その四本腕に暗色の魔ま鎗そうを具現化させて。

『狙いは…………わた……し……？』

「そんな!?　なぜ彼女を？」

　動けない大天使を狙うと。

　レンも、そしてフィア自身もそう覚悟し身構えていた。

　始祖の悪魔にとってはつい今しがた自身を滅ぼした相手だ。復ふく讐しゆう心しんもあるだろう。フィアがもっとも優先すべき標的となることに疑いはなかった。

　……なのに俺おれでもフィア先輩でもなく。

　……どうしてあんなに小さなナスターシャを!?

　フィアは動ける状況にない。

　そして彼女に走り寄ったレンからも遠すぎた。

「ナスターシャ逃げろ、逃げてくれ！」

『あ……や、やめ…………わた……わたし…………！』

　蛇に見すえられたカエルのごとく身を竦すくませる世界録アンコールの住人。

　助けて。

　声にならない少女の悲鳴が、散った。

「恐れないで」

　少女を照らす精霊の光。

　美しき宝飾に彩られた二振りの精霊剣が、ナスターシャを串くし刺ざしにするはずだった鎗やりを刹せつ那なの差で両断する。

「精霊の加護があるかぎり、この世界から希望の灯ともし火びが消えることはない」

『……シオン様!?』

　いつ現れたのか。

　世界でただ一人の剣聖が、舞った。

　四本の魔ま鎗そうが根元から切断されて消滅。オルネートが発動しかけていた頭上の法術円環をもまたたく間に微み塵じんに切断してのける。

「危なかった、あの法術一発で唱歌の守護精霊サイレンが祝福を使いはたしたよ。とはいえ、この悪魔のことも少し観察できた」

　頰ほおに残るわずかな火傷やけどは、先の落星のものだろう。

　だがシオンの太た刀ち筋はそれで衰えるどころかいよいよ絶頂とばかりに鋭く、その剣速はフィアさえ見入るほどの域に達していた。

　鬼気迫る剣に圧おされ、巨夢魔オルネートが瓦が礫れきを乗りこえて後退。

　それを凄すさまじい勢いで追いつめていく。

「ナスターシャを狙ったその理由は、彼女から精霊に似たものを感じとったからだろう？　単なる同族嫌悪じゃないね。僕ぼくが推測するに」

　悪魔の障しよう気き。

　レンとフィアとをはじき飛ばした障しよう壁へきにさえ、この天才剣士は反応してみせた。

　ごくわずかな気流の乱れ。

　障気に圧されて風の向きがわずかに傾く。その緻細な変化を感じとり、風の傾いた方向へと瞬時に足を踏みだした。

　たった一振りで障気をたやすく切断し──

「精霊の力を恐れている。違うかい？」

　続けざまに振るった二撃目が、障気ごと三起源の上半身を切り裂いた。

「■■■」

　悪魔の絶叫。

　常人ならば身を竦すくませて動けなくなる禍まが々まがしき慟どう哭こくだが、それを間近で浴びたところで剣聖は怯ひるまない。

　生みだされる法術円環を片っ端から斬きり崩しながら巨夢魔の眼前へと迫る。

　その喉のど元もとに突きつけた精霊剣。

　あと一歩踏みこめば──その間際だった剣聖を止めたのは、レンの必死の叫びだった。

「シオンだめだ！」

　地中から法術円環が浮かびあがる。

　大きい。

　円環の規模だけならば、この第二区く劃かくを焦土に変えた一撃のものにも並ぶだろうか。

「既に大法術を発動していたか……！」

　シオンがきびすを返す。

　その足下にあたる焦土が砕け、猛烈な地響きが神性都市を揺るがした。




　hiz rawa-l-huly calra lin cley地を　這い　ただようもの.




　大地の法則が壊れる。

　大地を大地たらしめる強固な岩盤が、地中深くで発生した力場によって崩壊した。

　地の底から地表にまで達する亀裂が生まれ、平へい坦たんな焦土であった地が、あたかも流氷が割れるように次々と細かく割れ砕けていく。

『……ヤメテ！』

　土の始原精霊ノームが叫ぶ間も大地の崩壊は止まらない。

　蜘く蛛もの巣状に広がっていく亀裂。

　ぱっくりと口を開けた裂け目のなかに次々と瓦が礫れきが吞のみこまれていくなかで、逆にその亀裂から真っ赤な溶岩が噴きだした。

　──切りきざまれた大地。

　──その傷から噴きだす鮮血のごとく。

　地表にあふれ出す溶岩が、焦土を一面の赤に染め上げていく。

『地面ガ泣イテル……！』

「狙いは土の始原精霊ノーム？　精霊一体狙うのにここまでする気かよ！」

　大地がなくなれば土の始原精霊ノームは動けない。

　そしてシオンの推測どおりだ。巨夢魔オルネートは精霊を徹底的に優先して攻撃しようとしている。人間や天使などそもそも眼中にないと言わんばかりの執念ではないか。

　……ここまで精霊を嫌う理由は何だ？

　……何度倒されても転生できるなら、精霊だって相手にならないはずなのに。

　巨夢魔オルネートの肉体は、精霊と似た霊的波動エネルギー体である。

　それゆえに無限の転生を可能にするが、一方で精霊の力に干渉されやすい。シオンがそれを「恐れている」と推測したのも理に適かなっている。

　ならば、その推測をさらに押し進めると。

「シオン！」

　地盤が砕ける轟ごう音おんのなかでレンは叫んだ。

　たった一つ浮かんだ可能性。これならば辻つじ褄つまが合うと同時に、希望が見いだせる。

「精霊の力で倒されたら巨夢魔コイツは転生できない！」

「……挑戦する価値はありそうだね」

　割れ砕けた大地の先でシオンがふり返る。

「おいでウィル」

　シオンの背後から現れたのは雄々しき雷光の精霊だ。光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプから迸ほとばしる激しい稲光が、シオンの精霊剣の切っ先へと集まっていく。

　精霊の雷に照らされて──

　巨夢魔オルネートが、再び怒りの咆ほう吼こうを上げた。

　漆黒の体表に浮かびあがる奇妙な斑点模様。オルネートが体内に蓄えていた法術円環が、次々と外部に放出されていく。

　返り討ちにしてやる、と。

　シオンの光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプを前に怯おびえるどころか、むしろ力を増していく怪物。

「逃げてろナスターシャ」

　世界録アンコールの住人に背を向けて、レンは溶岩の噴きだす大地を蹴った。

　地底まで続く巨大な裂け目。

　足を踏み外して転落すれば地底深くまで転がり落ちる。しかもその亀裂が今も目の前で広がりつつあるという状況下で──

　レンは、巨夢魔オルネートへと駆けた。

「シオン！」

　その呼び声に反応したのか。あるいはレンの気配を感じとったのか。シオンよりも先に、ふり向いたのは三起源の悪魔の方だった。

『レン様いけません。そこは！』

　はるか後方から叫ぶナスターシャ。

　そう、レンが着地したのは巨夢魔オルネートへといたる最短距離の道。それは同時に、大地の崩壊が始まった爆心地である。

　人など簡単に吞のみこむ裂け目と、そこから噴きだす灼しやく熱ねつの溶岩。

　真っ赤に燃えた土と石とが轟とどろきながら押し寄せてくる圧力は、火山の噴火にも等しい。

　……だけどここを突っ切るしかないんだよ。

　……俺を待ってる剣士がいるから。

　レンの目は、悪魔を捉えていなかった。

　巨無魔オルネートを挟んだ奥──逆の位置から迫る剣聖シオンしか見えない。彼もまた、噴き上がる溶岩流に臆することなく、わずかに残った地面を走り続けている。

　視界の先で、剣聖のまなざしが不敵に告げてきているのだ。

　どちらが先に辿たどりつくか、と。

「それなら応こたえるしかないだろ？……土の始原精霊ノーム！」

　自分の背中にしがみつく精霊へ。

　既に崩壊しつつある大地で、本来の力が発揮できないことを承知でレンは叫んだ。

「無む茶ちやを承知で頼む、あの海を割ってくれ！」

『────』

「無理か」

『ヤル！』

　レンと巨夢魔オルネートの間に立ちはだかる鮮血色の海。

　溶岩流が溜たまり、活火山の火口のごとく燃え上がっている。石をも鉄をも溶かす灼しやく熱ねつだ。人間などその蒸気を浴びるだけで命にかかわるだろう。

　それが──

　その炎の海が、割れた。

『走ッテ！』

　地下から土砂が突き上がり、溶岩の海を下から押し上げたのだ。

　波が引くように左右に分かれていく溶岩流。干潮のごとく干上がった溶岩の痕あとを、レンは一気に駆け下りた。

　──破壊の化身へ。

　全身に法術円環を浮き上がらせた巨夢魔オルネート。

　無限に膨れあがり続ける法力をまとった怪物が、自らの腕を振りあげて飛び上がる。

　いわば法術そのものと化した悪魔。

「巨夢魔オルネート……！」

　その拳と、霊剣ヴィエルジュの刃やいばとが交こう叉さする。

　歴代魔王の奥義さえも凌りよう駕がする法力を込めた悪魔の殴打と、精霊シィエラミリスが育んだ霊剣がすれ違い──

　その衝突は一瞬だった。

「……今度こそお前にも通じるよな」

　四本腕の悪魔。その拳がレンの顔面に届くより数ミリ先、霊剣ヴィエルジュの切っ先が巨夢魔オルネートの胴体へと先に届いた。

　紅ぐ蓮れんの剣に焼かれる悪魔。

　そして雷鳴の轟とどろきがこだまする。

　断末魔の法術を発動しかけた巨夢魔オルネートを、その法術円環もろとも剣聖シオンの刃やいばが続けざまに薙なぎはらったのだ。

　紅ぐ蓮れんをまとうレンの霊剣。

　雷光をまとうシオンの宝剣。

　精霊の力を浴びて、三起源の身体からだが塵ちりのごとく分解されていく。

　消えていく。

　その姿も、具現化していた障しよう気きも法術円環も何もかも。

「決着でしょうか」

　フィアがゆっくりと身を起こした。

　決着であると。そう口にしながらも彼女の表情は厳しく引き締められ、その眼まな差ざしにも疑心の陰が残っている。

　フィアの攻撃でも消こ滅こまでは追いこんだ。

　勝利を確信した。そこから転生による瞬間復元という悪夢を見てしまった以上、すぐに喜びに浸ひたるというのは無理があるだろう。

　そして、それはレンも同じ心境だ。

　手て応ごたえは間違いなくあった。これで倒せないという方が信じられないほどに完璧な一撃だったはずなのだ。

「一度目は大天使わたしの本気の拳で。そして今度は精霊二体がかりの力で。……もしもこれで転生が止められないとすれば」

『だ、だいじょうぶですよフィア様！』

　大天使に向かってナスターシャが飛んでいく。

『火の始原精霊サラマンダーと光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプの二体分の力です。三起源がいくら強力でも、精霊の力が弱点ならば効きかないはずありません！　ね、ねえレン様？』

「……ああ」

　そう思いたい。ナスターシャの言葉が、不安げなフィアを気遣うための励ましを含んだものであったとしてもだ。

　終わったもの、と。

　精霊の力によって倒しきったという希望を信じて────




　la-lanなんどでも……mis-laなんどでも……

　MgaE cia xedelis amlis ole同じ夢をみるだろう？.……xayxuy shadilis oleくりかえす悪夢を.




　その希望が。

　吹き荒れる障気の奔ほん流りゆうによって押し流された。

　たちまち宙に充満する殺気と重圧。むしろ二度目の消滅を経てますます強大に膨れあがっているのは、気のせいではないだろう。

『……そんな!?　フィア様に続き、レン様とシオン様の力でも』

「これでもダメだというのですか！」

　喉のどを嗄からしてフィアが発した声は恐怖でなく、眼前の理不尽に対する激情である。

　無限の悪夢。精霊の力でさえも転生を止められないのなら、もはや巨夢魔オルネートを打倒する手段は存在しない。

「いや、見ろフィア先輩、ナスターシャも！」

　声を嗄らせてレンは叫んだ。

　焦土に降り立つ三起源。あの絶望の化身は確かに、二度にわたる消滅さえ克服して転生してのけた。

　だが今の姿はどうだ。

「……不完全？」

　フィアの呟つぶやきのとおり。

　上半身は瘦やせこけて、蛇状の尾はなかばで千切れている。頭部の角もへし折られたままで、復元できている腕もまだ三本だ。残り一本が戻っていない。

「さっきの仮説、正解半分といったところかな」

　腕の傷が開いたのか……

　左手の剣を焦土に刺して、シオンは右手だけで宝剣を握っていた。

「精霊の力を受けた傷は転生できない。あるいは転生に時間を要するか。どちらであれ、精霊の力で倒すことで転生までの時間は長引く。あの悪魔が転生するまでに僕ぼくらがここを通りぬけることも不可能じゃない」

「根比べか……」

　溜たまっていた息を吐きだしながらレンは頷うなずいた。

「俺おれたちが倒れるか、アイツが転生できなくなるか」

　そして気づかなかった。

　巨夢魔オルネートが先の戦いで発動しかけていた大法術が完成し、この場を覆おおいつくしていたことに。

『────』

　夜色の悪魔が、三本からなる諸もろ手てを宙そらへ。




〝星の禁章『無む明みようの世界』〟




　始祖の悪魔から法術の波動が広がっていく。

　さざ波が立つようにザザッ……という奇怪な音が響いたのは一瞬だった。

「今度は何だ……!?」

　空と大地が、消えた。

　黒く黒く黒く。

　塗り替えられていく。巨夢魔オルネートの法力があたかも黒い絵の具のように、世界という画板キヤンバスを塗りつぶしていく光景がそこにあった。

　地上に噴き出し続ける溶岩も、ひび割れた焦土も、鈍にび色いろに輝く金属塊も。

　頭上に渦巻く灰色の雲も何もかも。

　夜模様に塗りつぶされていく。

　そして、それは奇妙な偶然だった。

　見わたすかぎり暗色の世界。遠い彼方かなたには、きらきらと輝く星々の瞬またたきが覗のぞく。そう。先の隔離空間で見たものと酷似した光景ではないか。

　……巨夢魔の法力に包まれた空間だっていうのはわかる。

　……だけどこれじゃ、さっきの夜空とそっくりだ。

　大地からも空からも隔離された別世界。

　あまりに美しい。この全方位に展開する星空が、神性都市を滅ぼした怪物が生みだしたものであると誰が信じるだろう。

　幻想的で神秘的。そんな空間に佇たたずんで──

『レン様？』

「…………」

　たった一つの違和感。

　それはレンの頰ほおを伝って落ちる、一筋の滴しずくだった。

　汗ではない。

　星明かりに照らしだされたその滴が真っ赤だったから。

　血？　そんな馬鹿な……自分の頰が傷ついていることに気づき、ようやくじわじわと頰に痛みが滲にじんできた。

　血ということは頰が傷つけられたということだ。

　だが、いつの傷だ？

　出血するような傷を受けた記憶がない。

「──星か！」

　シオンが吼ほえたのは、その時だった。

　右手一本で剣を振る剣聖。ほぼ同時に、真っ黒な空間に火花が走った。

　夜空を模した空間の彼方から何かが超高速で飛来し、それを察したシオンが神懸かり的な剣技で撃ち落としたのだ。

「僕ぼくとしたことが気づくのに遅れた。この空間はもともと『無む明みよう』。そして、あの遠くで輝いているのは星じゃない。すべて法術の輝きだ」

「……そんな」

　こくん、と大天使フィアが息を吞のんだのが伝わってくる。

「この星明かりがすべて巨夢魔の法術であると!?」

　幾万幾億という光。

　夜の星明かりのように微かすかに、そして美しく煌きらめく光の欠片かけらたちが──

　弾けた。

　全方位から閃せん光こうが降りそそぐ。

　それは無明の夜空からもたらされる、幾億という数の流星だった。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに霊剣ヴィエルジュで虚こ空くうを斬きる。

　だが、狙った星は既に太ふと股ももの皮膚を切り裂いて遙はるか後方に抜けていた。

　……だめだ。

　……星の軌跡を捉えてからじゃ遅すぎる。

　星の瞬またたきを見たという、その時にはもう流星に身体からだを撃ちぬかれたも同然なのだ。

　何千という光の一筋。

　針先ほどに細い光の軌跡を残し、その一つがレンとフィアの脇を掠かすめて通りすぎた。

　外れた？

　レンとフィアとが同時にそう判断した星の一筋。それが──

『……ッ……………ぁ………』

　世界録アンコールの小人を貫いていた。

「……ナスターシャ？」

『────』

「おいナスターシャ……おい！」

　返事もなく落ちていく少女。

　早すぎてどこを撃たれたかわからなかった。しかしその身体が人間ではないとはいえ、あんな小さな身体を射貫かれて無事であるはずがない。

『……ぅ……』

「隠れなさい！」

　落下する小人を受けとめたのは大天使フィアだ。

　動けないナスターシャを胸に抱きしめて、さらに我が身の翼を広げ、小人めがけて降りそそぐ無数の流星群から小人を庇かばう。

　千におよぶであろう星の墜落。

「────っ」

　光り輝く星に全身を激しく打ちすえられて、ナスターシャを庇かばったフィアが小さな悲鳴だけを残して吹き飛ばされた。

　暗闇に消えた大天使が起き上がる気配は、ない。

「フィア先輩!?」

『ダメ、アブナイ！』

　靴先で。裾を引っぱって叫ぶのは土の始原精霊ノームだった。

　レンが我に返った時には、霊剣一本ではとうてい防ぎきれない数の流星が豪雨のごとく降りそそぐ。

　全身穴だらけに撃ちぬかれる。それを覚悟して────

　…………

　…………え？

　覚悟した痛みはなかった。

　傷一つない。頭にも肩にも星は落ちなかった。

　なぜか。

　恐る恐る足下を見下ろして、レンは理解した。

　何十という流星がすべて自分を無視して、足下にいる精霊を撃ちぬいていたことを。

「……土の始原精霊ノーム？」

　フードをかぶった精霊は応こたえない。

　先のフィアと同じく、星に撃たれた格好のまま横たわって動かない。

『アブナイ！　アブナイヨ！』

　襟元を引っぱってくるのは紅ぐ蓮れんの火ひ蜥蜴とかげ。

　だがレンは、察した。

　違う。

　……危ないのは俺おれじゃない。

　……危ないのは……巨夢魔オルネートの狙いは精霊なんだ！

　だから必死に手を伸ばす。

　最後に残ったこの精霊だけは我が身で庇おうと。

「よせ火の始原精霊サラマンダー。前に出るな、俺の後ろに隠────」

　かき消される声。

　レンの声が、翼を撃ちぬかれて落ちる精霊の悲鳴にかき消された。

　…………

　…………火の始原精霊サラマンダー…………？

　落ちて動かなくなる。

　ナスターシャもフィアも土の始原精霊ノームも火の始原精霊サラマンダーも。

　旅してきた仲間が傷ついて横たわり、自分だけが残される。星の落下はあまりに正確で残酷だった。

　巨夢魔オルネートの脅威となるものから撃ちぬいていく。

　精霊を撃ち。

　一度は巨夢魔を滅ぼした大天使フィアを撃ちぬいたのだ。

「レン！」

　倒れいく仲間──

　唯一、その例外が剣聖シオンだった。

　現代最強の剣士と謳うたわれるこの剣士は、右腕一本という状況でありながらも、全方位におよぶ星の落下をことごとく見きって斬きり払うことを可能にしていた。

　剣の化身。

　レンはおろか大天使フィアさえ反応できない極小の星を捉え、その飛来を、薄紙ほどの厚みの刃やいばで薙なぎはらう。それがどれほど窮きわまった技巧であることか。

　歴史上もっとも剣帝に近い。

　その世界的評価は紛れもなく本物だったのだ。

　だがそれは同時に、幾万幾億という星の一斉砲火と同義であった。

　──この人間は危険である。

　巨夢魔オルネートが注目したのはシオンの宝剣だ。

　彼の振るう剣は、今なお光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプの輝きに満ちている。これだけの星を浴びていながらも、シオンは光脈の守護精霊ウイル・オ・ウイスプを星の弾丸から庇かばい続けていた。

　……片腕のシオンがあそこまでやってるのに。

　……俺おれは……。

　自分の精霊が傷つき、倒れていくのを見守ることしかできなかった。

　それも二体だ。

　精霊が目の前で狙われていたのに庇ってやることさえできずに──────

「ふざけんじゃねえよっ！」

　心の奥から湧き上がる熱情に。

　レンは、血が噴きだすまで唇を強く嚙かみしめた。

　……ああ覚えてるさ。

　……覇は都とではっきり言われたからな。俺が一番弱いって。




〝世界はこの時代に、三人の英えい勇ゆうの再来を生みだしおった〟

〝偽英勇あなた、剣聖シオン、そして騎士王ゼルブライトよ〟

〝酷な話をしなければならない。三人の英えい勇ゆうの再来たち。その中で、レン、君がもっとも弱いのだよ〟




　覇は都とエルメキアの領域で──

　碑文の三賢者はかつてそう断言した。剣聖シオンと騎き士し王おうゼルブライトの強さは、自分が比較になるようなものではないと。

　それは正しい。この有様で何一つ否定することはできないだろう。

　だからこれも仕方のないことなのだ。シオンと自分は違う。彼が精霊を守れて自分が守れなくても仕方ない。なぜなら彼と自分は違うからだ。

　そう、違うから。

　違うから。

　違──────

「違うからって、それがどうしたって言うんだよ！」

　ちらつく光。

　星の瞬またたきを視界の隅で捉えた瞬間、がむしゃらに霊剣ヴィエルジュで虚こ空くうを薙ないだ。

　ギッ、と刃先を掠かすめる星。

　今まさにレンの胸を貫かんと迫った星を、剣の切っ先が斜めに弾はじいたのだ。

「こんなどうしようもない時で、どうしようもない相手で……だからこそどうにかしなくちゃいけないんじゃねえのかよ！」

　脇腹に感じる鈍い痛み。

　斜めに弾いた星が、軌道を変えて脇腹を抉えぐったのだろう。やはり完全ではない。剣聖の技量なくしてこの離れ業わざは成功しないのだ。

　……これじゃない。今の俺おれが背伸びしてシオンの真ま似ねをしようったってダメだ。

　……考えろよレン。何があるんだよ。この場で俺に何ができる！

　剣聖シオンの神業は、自分には真似できない。

　騎士王ゼルブライトの強大無比な破壊力も、自分にはない。

　だとすれば何がある。

　剣聖シオンになくて、騎士王ゼルブライトになくて、自分にしかないものは何だ。

　英勇に似てる外見？

　見た目だけは英勇に似ていることか？

　違う。

　そうじゃない。今ここで求められてるのは偽英勇などという器じゃない。

「俺には……」

　過去のすべてをふり返って。

　思いあたるもの。唯一自分らしいものがあるとすれば、それは……。

　……精霊。

　……俺おれには、どこまでいってもやっぱり精霊しかないじゃないか。

　精霊の力を宿した精霊具を使用する精霊使いスピリツトとは、違う。

　精霊を召喚して行使する古代詠唱士エイシエンターとも、違う。

　強大な精霊の力でもって戦うのではない。

　戦うのはどんな時だって自分自身。

　精霊には、それを後ろから見守ってもらうだけでいい。それがレン＝Ｅ・マクスウェルの流儀だっただろう？

　精霊の声に耳を傾け、精霊に師事し、精霊の声から世界ことわりを学ぶ。

　それだけだ。

　それだけが偽英えい勇ゆうレンの唯一オリジナルなのだ。

　……だってそうだろ……

　……俺には……俺にできるのはソレしか…………




『その何を恥じることがある？』




　無む明みようの空間に、硬い蹄ひづめの音がこだました。

　戦馬の闊かつ歩ぽをしめす足音が。

　どこからともなく現れて、レンの隣まで悠然と近づいてくる。

『何を恐れ、何を不安に思う。案ずるな。私がここにいるように、お前の歩みには常に精霊わたしたちがついている』

　そう語るのは──

　半人半馬の精霊だった。

　筋骨逞たくましい馬の下半身に対し、上半身は凛り々りしい面立ちの少女である。

「カナン……？」

『一人ではあるまい？　お前も精霊わたしたちも』

　時の始原精霊カナン。

　精霊信仰の聖地、その名の由来となった精霊だ。忘れるわけがない。

　だがなぜここに──

『もっとも新しき誓いにより馳はせ参じた』

　半人半馬の精霊が凜りんとした声をわずかに弾ませた。




〝精霊わたしたちの描く世界を実現してくれるのなら、精霊わたしたちも其方そなたの力となりましょう〟




　そう、それは──

　精霊の森でかわした言葉。

『お前は私を解放してみせた。ゆえに、私もまた力となろう』

　時の始原精霊カナンが、倒れた火ひ蜥蜴とかげと小人を抱き上げる。

『そして案ずるな。これしきで精霊わたしたちが消えることはない。少々驚いてひっくり返っているだけだ。ただ、今すぐお前の力になることはできないが』

「──レン、その精霊は!?」

　突如現れた精霊の気配を感じとったのか。

　降りそそぐ何百何千という流星を剣で捌さばき続ける剣聖シオンが、ふり返りもせずに驚きの声を上げた。

『我は時の始原精霊カナン』

　その剣聖にまで届く大声量で、精霊が吼ほえた。

　手に掲げていた樹木の鎗やりで宙を薙なぎ、飛来する流星をまとめてはじき飛ばす。

『火の始原精霊サラマンダーと土の始原精霊ノームに代わり、お前の足となり剣となろう』

「……それって」

『おや、もう忘れたか？』

　半人半馬の精霊が、空とぼけたように笑い声。

『私の力を』

　精霊二体を抱えたまま時の始原精霊カナンが身体からだを折り曲げた。その姿が光に包まれて、フードをかぶった小人の姿へと変化していく。

　時の始原精霊カナン──

　その精霊は、今まで人間が見てきたすべての精霊に変化することができるという。

　今までに出会ってきた精霊たち。

　今までに旅をしてきた精霊たちの、その代わりとして。

『大丈夫？』

　レンの前から半人半馬の姿が消えて。

　足下に、フードをかぶった土の始原精霊ノームが佇たたずんで見上げてきていた。

『走レル？』

「…………」

　これは時の始原精霊カナンだ。本物の土の始原精霊ノームは立って喋しやべれる具合じゃない。

　そうだとしても。

　これが精霊の言葉であることに変わりはない。

　動けない土の始原精霊ノームからの、時の始原精霊カナンを通じての声だというのなら──

『走レル、ヨネ？』

「……ああ」

　もちろんだ。

　精霊に尋ねられている。精霊が自分の応こたえを目の前で待っている。ならば、そう答える以外の選択肢があるものか。

　唇を嚙かみしめる。

　そこに悔しさの情はなかった。

　精霊を見る。精霊の声を聞く。いつも当たり前のようにいてくれる精霊が、こんなにも愛いとしく思えたのは初めてだったから。

　だから。

『走ッテ』

「──ああ！」

　レンは迷わず地を蹴った。

　足下に広がる無限の大地。その大いなる脈動に足を支えられるままに。無限に降りそそぐ流星に向かって自ら飛びこんだ。

『私は、あの二体のように教えたがりではない』

　土の始原精霊ノームの姿で。

　自分のすぐ横を並走する時の始原精霊カナンが、そう言った。

『たとえこの姿であっても、土の始原精霊ノームや火の始原精霊サラマンダーのように、お前に精霊の教えを与えることはできない。今の私はただ姿を借りているだけ』

「……え？」

　だけど。

　いま自分は、確かに大地の力を感じている。

　この無む明みようの世界のなかでも確かに大地の息い吹ぶきを感じる。目を凝らせば、自分の足下から地平線まで続く無限の大地が見渡せているではないか。

　これは──

『やはり気づいてないか』

　可お笑かしそうに。

　とても楽しそうに、精霊が声をほころばせた。

『精霊わたしたちが教えることはもう何一つない。お前はもう、そこに至っているからだ』

「…………」

『精霊わたしたちの教えの、その先へ』

　達したのだ。

　精霊の神秘に触れた少年が──

　精霊に師事し、世界を巡り、世界のかたちを理解した時──




　精霊の教示おしえは、「教え」を越えて「秘伝」に至る。




　土の秘伝『大地讃さん召しよう』。

　はるか高き空であろうと深き大海の底であろうと、この世界にいるかぎり地母の祝福に護まもられる。

　──理解した。

　大地の無い空間など、無い。巨夢魔オルネートの作りだした暗黒領域もまた、この世界が内包する一つのかたちに過ぎないのだから。

　土の始原精霊ノームに学び、その神秘を受け継ぐことができたのならば。

　どこにだって大地はある。

『ダカラ』

「走り続けるさ。どんな悪夢の中だって！」

　巨夢魔オルネートへ。

『想起イメージシテ』

　いつしか土の始原精霊ノームの姿は消えて。

　レンの隣には、大きく翼を羽ばたかせる火の始原精霊サラマンダーの姿があった。

『想起イメージスルノ。火ヲ』

　一番強い火。

　この暗黒の空間も降りそそぐ星も、すべてを断ちきる炎を想起イメージする。

　思い返せ。

　すべての旅とすべての戦いで、今までに自分が見たもっとも強い炎は何だ？

　無限の悪夢オルネートに届きうる炎が必要なのだ。

「火の始原精霊サラマンダー！」

　レンの呼び声に精霊が応こたえ、霊剣ヴィエルジュにまばゆい炎が宿る。

　それは色のない炎だった。

　あまりに強く美しい光そのものである炎をまとい、蒼あおき霊剣が暗闇を薙なぎはらう。

　──気炎。

　その一振りで、レンへと降りそそぐすべての星が蒸発した。

　霊剣に宿る炎が、無む明みようの空間に満ちる幾千幾万の法術すべてを凌りよう駕がしたのだ。

「巨夢魔オルネート！」

　地平線の先にたたずむ悪夢。天空の星々がすべて消滅したことに硬直する始祖の悪魔へ、最後の一歩を踏みだした。

「これはお前が知らない炎だ。お前に通用する、たった一つの精霊の火だ」

　火の秘伝『炎の記憶』。

　戦いの記憶が想起イメージとなり。

　想起イメージが力となる。積み重ねてきた戦いの記憶が、そのまま精霊の炎となる。

　レンがイメージした炎の正体は。

　終しゆう焉えんの島で、沈黙機関の姫フイオラからもたらされた精霊の炎──




〝世界創世の残り火〟




　それは──

　巨夢魔オルネートの知る「炎」ではなかった。

　光の速さで押し寄せる波動であり、太陽さえ灼やき焦がす熱であり、聞く者の鼓膜を劈つんざく轟ごう音おんであり、それらが等しく混ざりあった破壊の閃せん光こうだった。

　この世界の誕生と同時に生まれた炎であり。

　この世界が生まれた後に召喚された三起源には、理解できぬ輝きであったことだろう。

　一陣の風とともに消えていく炎。

「なあ」












　その光と熱とが幻のように消えていくなかで。

　巨夢魔オルネートと、その作りだした暗黒空間が光の中へと還かえっていく。

「何十年先か何百年先か。お前はまた戻ってくるのか？　もしそうだった時に、俺おれはもういないかもしれない。だけど……」

　焦土に霊剣を突き刺して。

　レンは、巨夢魔オルネートの立っていた地へとふり返ってそう告げた。

「今回は俺の勝ちだぜ、絶望オルネート！」





　　　　２






　暗闇の全すべてが消え去って。

　見渡すかぎりの焦土と、おびただしい数の瓦が礫れき。そして割れ砕けた大地と溶岩流の痕あとが残された。

「絶望の化身……」

　戦いが収束したにもかかわらず。

　地に座りこんだままの大天使の表情には、深い憂いが込められていた。

「こんなものがあと二体も。それに災厄の真精も残ってる。これだけの激闘を制したのに気持ちが晴れる気がしませんわ」

「ああ、これで終わりじゃない……」

　霊剣ヴィエルジュを杖つえ代わりに。

　小刻みにふるえる膝ひざを叱しつ咤たして、レンは息を荒らげてその場に立っていた。

　三起源もようやく一体を倒しただけ。これが前半戦ならぬ前ぜん哨しよう戦せんに過ぎないという事実そのものが、何よりも巨大な絶望に思える。

「みんな無事かな……」

「…………」

　大天使からの返事はない。

　レン、フィアも身を以もつて理解した。たとえキリシェやエリーゼであっても、三起源との戦いは命を賭とした戦いになる。

　無事を願いたい。

　だが、もしも三起源に襲撃されれば無事で済むわけがないのだ。

「信じたいですね。神性都市の奥で、一人でも多くの仲間と再会できるものだと」

　フィアが立ち上がる。

　と思ったうちに、彼女は背中の翼を折りたたんで再びうずくまってしまった。

「大丈夫かフィア先輩!?」

「……ごめんなさいレン。あと三十分だけ待ってくれませんか」

　自らの翼を撫なでながらの大天使。

　羽がまばらに抜け落ちて、あまりにもその姿は痛々しい。

　一度目はレンを。二度目はナスターシャを庇かばって受けた傷だ。どうして無理を強しいることができるだろう。

「ああ。俺おれもしばらく動けそうにないし、それにこいつらも……」

　レンが見下ろすのはフィアの膝ひざ元もとだ。

　そこにはぐったりと横たわったままのナスターシャ。そしてしゃがんだレンの脇にも、土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーが寝ころぶ姿がある。

　この三体に外傷らしき跡はない。

　精霊だから傷つくという概念がそもそもないのか、それとも巨夢魔の法術を受けてすぐ傷が再生したのか。この場を去った時の始原精霊カナンいわく「驚いてひっくり返っているだけ」らしいが、まだ三体とも意識が戻る様子はない。

　……精霊にだって無理はさせられない。

　……こいつらが目を醒さますまで待つしかないもんな。

　誰もが休息を必要としている。

　焼け爛ただれた地面に直接腰を下ろしているレンも、肩の力を抜いた途端にあちこちの傷が痛みを訴えてきている。

「シオン、悪いけど──」

「無理はできない。お互い様さ」

　そう頷うなずくシオンは大きな瓦が礫れきに腰かけていた。

　真っ赤に染まった左腕の包帯を外して、開いた傷口の消毒と止血。それから再び包帯のまき直しをしていたのだが、ちょうどそれも終わったらしい。

「ただ、こうなると。まだ出てきてない最後の三起源が気になるね」

　瓦礫に腰かけて。

　片かた膝ひざを立てた姿勢でシオンが、しばし沈黙。

「……天災アズラレイズか。できれば戦わずに避けて進みたいな。巨夢魔オルネートとはまた違ったタイプの絶望だろうから。正面からぶつかるべきじゃないと思う」

「始祖獣ネビュラもだよ」

　シオンの言葉に続けるかたちで、レンはそう口にした。

「俺たち、まだアイツと戦うところまでいってなかったんじゃないかな」

　冷静になって思い返せば──

　闘技場で、始祖獣ネビュラの息吹ブレスは神性都市の建物に向けられていた。目の前にいたにもかかわらず自分たちは標的とさえ認識されていなかった。

　その後もそうだ。

　闘技場が消滅したことであの場は有う耶や無む耶やになったが、始祖獣ネビュラが自分たちを明確な標的と捉えた様子はなかった。

　始祖獣は、まだ戦闘態勢に入ってなかったように思えてならない。

「まだ俺おれたちはアイツを追いつめてない。追いつめた時に始祖獣アイツがどうなるか──」

「夏蕾」

「……え？」

　突然にシオンが少女の名を発したことに、レンはフィアと共に顔を上げた。

「────」

　黙する剣聖シオン。

　彼女の名を呼んだ瞬間は驚きまじりの表情だっただろうか。徐々に、その目元に不穏な陰が生まれていく。

「シオン？　どうしたのさ。いきなり夏蕾カレイって」

「念話だよ」

　その一拍後に。

　剣聖が、無事である右腕を支えに身体からだを起こした。

「もう途切れたけどね」

「途切れたって……」

「僕ぼくとガブリエそれぞれに呼びかけてた。ガブリエとも別行動か。もしかしたら、夏蕾のところはほとんど戦力がないのかもしれない」

　その手に精霊剣を携えて。

　現代の最高剣士が、唇を嚙かみしめた。

「レン。君の予想が正しかったかもしれない」

　予想とは。

　それが会話のどの部分を指しているのか一瞬悩んだが、思いあたったのは今しがた口にしたばかりのものだ。始祖獣ネビュラについて──

「まさか夏蕾のところに……!?」

「始祖獣だ。それに、ただ襲われたで済む話でもないらしい」

　剣聖シオンがまぶたを閉じる。

　三体の絶望。

　神性都市に渦巻く絶望との戦いは、まだ始まったばかり。

「『始祖獣ネビュラがさらに変異した』。夏蕾の念話が、そこで途絶えたよ……」






Interval　災厄の都






　神性都市シィエラミリス第一区く劃かく──




「……追跡困難だな」

　悪臭うずまく通路。

　始祖獣ネビュラの獣臭と、その体液であるヘドロに含まれる酸がまざりあった刺激臭がたちこめる中で。

　キリシェは、壁に叩たたきつけた奇怪な獣を見下ろした。

　──奇怪竜。

　始祖獣ネビュラの分身だ。もともとは通路の壁沿いに固まっているヘドロの塊だったが、侵入者キリシエたちの気配を察知するなり獣の姿になって襲いかかってきた。

　それが、もうこれで十八体目になる。

「奴やつの塒ねぐらで、奴の肉体から剝はがれた分身を相手する。そうしてる間に奴は悠々と縄張りを移動し続けているはず。これで本当に追跡できるのか……」

「俺おれたちの誤算だったな」

　竜りゆう姫ひめの呟つぶやきを聞き流しながら。

　ガブリエは、右目の片眼鏡モノクルでもって粘液のしたたる天井を睨にらみつけた。

「ここは奴の塒。どれだけ巨大であろうとも神性都市の第一区劃まで。そう推測していたが、まさかここまで巣が深いとは」

　神性都市の外殻は、第一区劃から第三区劃の三つに分かれている。

　そのうち「竜」の研究は第三区劃で、そこから先は「天使」と「悪魔」の研究領域だ。始祖獣ネビュラの巣も、まさか三起源の残り二体の縄張りには及んでいまい。

　そうタカをくくっていたのだが──

「やっぱりね。こっちも食い破られてる」

　通路の奥から反響する声。

　ヘドロのこびりついた曲がり角からエリーゼが顔を出して、手招きしてきた。

「こっちもダメ。まだまだ終わりじゃないみたい」

　通路の終点であるはずの金属壁。

　エリーゼが見上げる先の壁には、始祖獣ネビュラの巨体が通過したであろう大穴が開けられていたのだ。

　始祖獣の巣は、第三区劃の外に及んでいた。

　……巨夢魔オルネートと天災アズラレイズ。

　……そのどちらの縄張りだろうと構わず行き来しているというわけか。

　ヘドロのこびりついた壁を見上げる。

　第一区く劃かく──

　そう壁面に描かれているのをじっと見上げて、ガブリエは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「厄介だな。これ以上の追跡は危険度が段違いに跳ね上がるぞ」

　ここから先は、おそらく天災アズラレイズの縄張りだ。

　始祖獣ネビュラを追跡していたつもりが、最悪、三起源の二体から同時に襲われることも覚悟せねばなるまい。

「さてどうする？　危険を承知で追うべきか」

「待て」

　言葉を遮る強い口調で、キリシェ。

　静かに──自らも唇を閉じた竜の少女が、そっと壁際に身を寄せた。壁際にぴたりと耳をあてて目を閉じる。

　聞き耳を立てて様子をうかがっているのは、壁を隔てた一つ隣の通路か。

「気配がする」

「まさか始祖獣？」

「違う。これは人間の足音だ。複数じゃない。一人で歩いているようだが……レンでも、フィアでもない気がする」

　壁に耳をあてたまま竜の少女は微動だにしない。

　慎重に足音を聞き取って気配の主を特定しようとしているのだろう。

　だが。

「……誰だこいつは」

　そう口にした声こわ音ねに、不穏の棘いばらが混じった。

「人間であるのは間違いない。しかしこいつは……わたしの知ってる人間の誰でもない。エリエスや黄金の夜明けヴイーナス・ライトとやらの顔ぶれにも、こんな足音の奴やつはいない」

「足音でそこまでわかるのか？」

「こいつの気配が特別だ」

　怪け訝げんなまなざしでキリシェが壁から身を起こす。

「この場で一切気配を隠そうとしていない。三起源に、それにまだ何が潜んでいるかわからないというのに。まるで、わざと見つかりたがってるような」

「隙すきだらけだと？」

「いや。おそらくコイツはそれを理解している。歩調に迷ったそぶりがない。自分の身に絶対の自信があるからこそだろう。よほど勘違いした自信家か、それともわたしの知らない強者がまだ世界にいるというのか？」

　わずかな沈黙を隔てて。

　キリシェは、珍しくも躊躇ためらいがちな口ぶりで言葉を重ねた。

「何者だ。この壁の向こうにいるのは」




　たった一つの壁を隔てて──




　竜りゆう姫ひめキリシェには知り得なかった。

　自分たちの一つ先の通路に立つ男が、いったい何者であるかということを。

「…………」

　漆黒の軽甲かつ冑ちゆうに身を包み。

　赤しやく銅どう色いろの大剣を手にした騎士が、ヘドロの付着した通路を悠然と進んでいく。

「三起源とやらか」

　天井、壁、そこかしこに付着するヘドロ。

　どうやら標的の気配を感じとって、獣となって襲いかかってくるらしいが──

「お前ではない」

　興味の欠片かけらもないと。

　騎き士し王おうゼルブライトが視線を向けた先はヘドロではなく、その壁に同じく残されていた戦いの痕跡だった。

　折れた剣。法術の炎による燃え殻がらの臭におい。床に飛び散った血しぶき。

　始祖獣ネビュラの分身と戦ったのか。それとも別の何かに襲われた上での戦闘か。

　いずれにせよ懐かしい。

　王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクの痕跡。かつてその頂点に君臨していたからこそ、ゼルブライトはこの跡が黒衣の騎士が残したものと認識できた。

「……奥に進んだか」

　黒衣の騎士たちは気づいているだろうか。

　彼らの行進の後ろから、騎士王じぶん以外に、追跡している者がいるということに。

　奇妙な切断──

　通路の行き止まりの金属壁を直径十メートル以上、厚さ百メートルにおよぶ規模でくりぬいた陥没がそこにはあった。

　始祖獣ネビュラの開けた穴？

　否いな。

　この破壊は始祖獣には真ま似ねできまい。抉えぐり取られた壁の切断はコルク状で真円に近く、そして切断面が氷のように滑らかなのだ。

　──洗練の極み。

　法術や息吹ブレスのような見境無い破壊とは一線を画す、芸術めいた切断だった。覗のぞきこめば姿が反射して映るほど、斬きられた金属の表面が鏡のごとく美しい。

「愉快だな」

　騎き士し王おうの声に混じる、歓喜。

　美しい。

　神性都市の壁は、人間の力では傷つけることも難しい合金で出来ている。竜の牙きばでつけた傷であっても、形状記憶作用によってものの数分で自動修復してしまう。

　それがこの壁にある切断は、何時間と経過しても一向に元に戻る気配がない。

　なんと。

　なんと見事な「剣技」であることか。

「三起源。そういえば、いたな」

　つっ、と金属の表面を指でなぞって口にした。




　絶望の天使──『無限に解体する畏い怖ふ』天災アズラレイズ。




　その怪物がどんなモノなのか騎士王は知らない。

　知る必要がない。そう思っていた。

　なぜなら騎士王にとっての標的はあくまで偽英勇レンと剣聖シオン。その二人との再戦を求めて、一堂に会する場所としてここにやってきたに過ぎない。

　三起源などという古代の妄念には興味などないと、そのつもりでいた。

　だが。

　これが三起源の力の一端というならば──

「絶望、か」

　口の端に、常人では到底理解できぬ覇道の愉ゆ悦えつを滲にじませて。騎士王ゼルブライトは神性都市の深部へと進んでいった。





　　　　　






　神性都市の奥深く……




　実に千年以上もの時を隔てて、この滅びた都市が騒がしい。

　人の呼吸と足音と。

　そしていたる所で広がりつつある戦火もそうだ。都市の区く劃かくを丸ごと覆おおいつくす破壊が起こり、遠く離れたこの中枢をも震わせる。

　近づいてくる。

　人の気配。

　この神性都市の中枢。かつて終しゆう焉えんの精霊が召喚された炉へ。

『……レン。そしてエルライン』

　生まれる声。

　蒼そう碧へき色いろに輝く六枚の翼を広げた少女は美しく、その姿は神こう々ごうしい輝きに満ちている。

　少女の容姿はさながら神秘の窮極。

　一方で。

　その声に滲にじむ感情は、さながら憤ふん怒ぬの窮極だった。

『二度だ。貴様らが私の邪魔をしなければ、あの時、終焉の島で真ヤ精ツが目覚める前に私が精霊の女王シイエラミリスを解放していたはずだった』

　緋ひ色いろの双そう眸ぼうで見つめる都市の天井。

　白く華きや奢しやな諸もろ手てを天へと掲げて、少女は続けた。

『これがお前たちの選んだ結末だ』

　崩壊した天地。

　海は干上がり、大地は渇き、怯おびえる獣が闊かつ歩ぽする。

　あの日、何もかもが壊れてしまった。

『真ヤ精ツが目覚め、世界は急速に終わりを迎えつつある。貴様らが行ったことは、ただ世界の終焉を加速させただけだ。神性都市の所業と同じ。自ら世界の破滅の扉をこじ開けたに過ぎないではないか』

　もはや人間ができることは何もない。

　なのに──

　なぜやってくる。三起源という絶望の怪物たちが巣くう都市とわかっていて、なぜこの深部を目指すのか。

『レン』

　お前は──

　お前とエルラインには何かが見えているとでもいうのか。

『……天使と悪魔と竜と、精霊をも従えて』

　お前はどこへ行こうというのか。

　この忌まわしき神都のその先に、お前の目指す未来があるとでもいうのか。

　ならば。

　お前のすがる言葉の意味を──

『英えい勇ゆうの意味を、教えてもらおうか』













Epilogue　世界が選択する時






　神性都市シィエラミリス第二区く劃かく──




　焼け爛ただれた荒野と化した跡地で、レンは瓦が礫れきの上にじっと腰かけていた。

　霊剣ヴィエルジュの柄に手を添えて。

　どれだけ待ったことだろう。

『…………っ』

　大天使フィアの膝ひざ元もとで。

　横たわっていた蒼あお髪がみの小人が、やがて小さく身じろぎした。

『……ぅ……あ…………あれ、レン様？』

「お。起きた？」

『は、はい……申し訳ありません。少々、機能停止に陥っておりました』

　よろよろと立ち上がるナスターシャ。

　眠たげな目であたりを見回した後に、まだぎこちない様子ながらも宙を渡って近づいてくる。

「無事で良かった。これでも心配したんだから」

　土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーも数分前に目を醒さましたばかりだ。精霊たちは姿を消したが、ナスターシャも身体からだに支障はないらしい。

「フィア先輩」

「ええ。進みましょう。この区く劃かくの先へ」

　まばゆい金髪をなびかせて、見目麗うるわしき大天使が立ち上がった。背中に生えた翼は真白く輝き、抜け落ちた羽も大部分が復元されている。

　そしてもう一人。

　瓦が礫れきの上に座し、目を閉じて身体を休めていた剣聖シオンも──

「シオン」

「うん。僕ぼくの方も、もう左腕こつちの出血は止まってる」

　穏やかな口調とともに立ち上がる。

　一方で、彼の眼まな差ざしには隠しきれない深い憂慮の陰が残っていた。その陰は夏蕾カレイからの念話が届いてから、ずっと、時間が経たつほどに暗さを増している。

　──始祖獣ネビュラと交戦。

　──だが、その始祖獣がさらに変異した。

　それを最後に念話は途絶えた。

　どこで襲われたのかもわからないうちに念話が途絶えたことで、加勢に向かおうにも彼女の居場所がわからない。

　信じるしかないのだ。

　三起源の襲撃を逃れ、仲間のすべてが神性都市の中核で再び合流するという奇き蹟せきを。

「シオン、あのさ……」

「うん。仲間が心配なのは君も同じだろうからね。僕だけ贅ぜい沢たくを言うわけにはいかないよ。歯がゆい気持ちでも進むしかない」

　剣聖が、右手で抜き身の宝剣を握りしめた。

「あと三つか」

　シオンの呟つぶやき。

　この場に集まった者で、その意味を理解できなかった者はいないだろう。

　神性都市の外殻に棲すまう絶望──

『永遠に浸食する暴力』始祖獣ネビュラ。

『無限に解体する畏い怖ふ』天災アズラレイズ。

　そして二つの絶望を越えた都市の中枢部には、正真正銘の世界の災厄が待っている。

　すべての災いの起源──

　精霊を脅かし、世界異変をもたらした真精「フィオリアの樹き」が。

「────」

「レンどうしましたか？　じっと俯うつむいて」

「ううん。その三体以外にも、まだ肝心な奴やつが一体残ってる気がしてさ」

　顔を覗のぞきこんでくる大天使に、レンは小さく頷うなずいた。

「終しゆう焉えんの島で最後に出てきた奴。フィア先輩もよく知ってるだろ」

「沈黙機関の姫フイオラ……？」

「ああ。絶対、アイツもここにいるだろうから、さ」

　終焉の島の消滅後、沈黙機関はぱたりと消息を絶っている。

　だが確信をもって断言できる。いまだ姿を見せないのは隠れているのではない。待っているだけなのだ。

　しかるべき時、しかるべき場所で。

「……アイツに言われたことがあって。俺おれ、ずっと考えてたんだ」




〝レン、これが貴様の選んだ結末だ〟

〝今ここで世界は終わる。私の使命を阻害したことでな〟




　終焉の島が消滅する間際──

　沈黙機関の姫フイオラが発した時の言葉の意味も、今なら理解できる。

　沈黙機関はすべてを知っていた。

　あの島で神性都市が行った禁忌の実験を。そしてその結末として終焉の精霊が召喚されてしまったことも知っていた。

　だから終焉の島に執着していたのだ。

　島の中心に渦巻く暴風を突破して真精に辿たどりつくために、三法印を狙っていた。世界と精霊とを守るために。その理念は理解できる。

　だが──

「そうじゃないだろ」

　奥歯を嚙かみしめる。

　喉のどの奥から溢あふれた声はあまりにも幽かすかだった。

「使命だって？　だったらなんでお前は、お前たちはその使命を黙ってたんだよ……！」

　三百年前の英勇エルラインにも。

　現代の自レ分ンにも。

　沈黙機関の姫フイオラは最後まで終焉の島の真実を明かそうとはしなかった。

　秘密を共有するに値しないと思われたのか。

　人間は、そこまで矮わい小しような存在であると思われていたのか。

　ならば答えてやる。

　それは違う。

　人間は、絶望にも世界の終しゆう焉えんにも抗あらがえる。それを乗りこえる力がある。

　そう信じたい。

「真精の目覚め、それが世界の終焉おわりだって？　そうじゃないんだよ」

　自分自身に。

　さらには古いにしえの剣士に誓う覚悟で、偽英えい勇ゆうの少年は拳を握った。

「その終焉おわりを越えてこそ英勇なんだろうが……！」






あとがき









　──何度同じ悪夢を見ようとも、人は、絶望を越えていく。




　思えば、旅も遠いところまで来たなと思います。

　今回の秘境テーマは「滅びた都」。いよいよ剣聖シオンに戦いの機が訪れたり、今までの旅でレンの見てきた謎なぞが世界の真実として浮かびあがったり……

　物語全体のクライマックスに繫つながっていれば幸いです。

　なお、この９巻は６巻と対の構成でして、再度６巻をご覧いただくと新しい発見があるかもしれません。（６巻の巻タイトルも、９巻読後は当時と違う意味に見えるかも？）

　ここで、お知らせを。

　物語的にお気づきの方もいるかと思いますが、本シリーズは５月の10巻を一つの区切りと考えています。幸いにして『世界録アンコール』は多くの人に支えてもらい、まだまだ続けることもできるのですが、次の10巻でまとめるのが一番綺き麗れいな終わりになるのかなと。

　同時に、新しい物語も今年はたくさんお知らせできると思います。




●ＫＡＤＯＫＡＷＡ「Ｎｏｖｅｌ０」（今まさに発売中！）

　２０１７年１月15日──『ワールドエネミー　不死者の少女と不死殺しの王』。

　『世界録アンコール』同様ふゆの春はる秋あき先生とコンビで、怪異ハンターが主役のファンタジーを。

●小学館ガガガ文庫

　２０１７年２月17日──『ほま高登山部ダイアリー』

　登山部というちょっと珍しい部活をテーマに、初めての学園青春ものを。

●富士見ファンタジア文庫

　２０１７年春頃──『新作（タイトル・発売日はファンタジア公式で後日に）』

　敵対する少年と少女のヒロイックファンタジー。最初の二作品が意欲作なら、こちらはある意味、細さざ音ねの物語観の中でとても正統な王道作になるかなと。




　どの物語も熱意をぎゅっと詰めこみました。（お付き合い頂ければ嬉うれしいです！）

　そして、もちろんＭＦ文庫Ｊでも『世界録』の後継にふさわしい物語を用意しています。こちらはせっかくなので、５月の最終巻でのお楽しみにさせてください。

　次が、レンの旅の一つの終着点。

　願わくば『世界録』最終章と、そして新しい物語たちでお会いできますように。


十二月　一年の終わりを迎えつつ　　　細音　啓けい

















ワールドエネミー　不死者の少女と不死殺しの王　電子特別お試し版　（著：細音　啓　イラスト：ふゆの　春秋）



























　ノアという人物について。

　わたしの知るかぎりのことを話すとするならば、まず、あの男はハンターだ。

　種族は人間。年齢は二十四。

　とにかく無愛想で、自身について多くを語らず、おまけに全身黒ずくめのコートを着ているせいで周囲から怪しまれることも多々ある。そうした情報もないわけではないが、彼が「ハンターである」ことの重みに比べれば些さ細さいな話だろう。

　ノアという男は──

　史上最凶の怪異エネミーに育てられた史上最強の怪異エネミーハンター、だ。

　この世のすべての怪物たち。すなわち吸血鬼ヴアンパイア、獣人セリアンスロープ、屍鬼グール、幽魔ゴースト、魔獣ビースト等々、ありとあらゆる脅威に対する人類の切り札である。

　代行者連盟リーグによって階級『Ａ』を越える前代未聞の階級『ＸＡ』を授与された男。人類の宿敵たる「大敵アークエネミー」にたった一人で立ち向かうハンター。

　大敵殲滅者アークキリング、と。

　いつしか怪異エネミーからもそう恐れられた彼について。今晩は語るとしよう。




　始まりは──

　そう、わたしと彼の出会いから。
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「怪異エネミーを追っている。隔離指定された凶悪な吸血鬼ヴアンパイアだ」

　夕暮れ間近の午後四時。

　繁華街を歩く人影もまばらになる頃に、グレゴリオ聖教教会の扉は、男の一言と同時に蹴り開けられた。

「逃走ルートから、この町に接近した可能性が高い。町に潜伏された場合が面倒だ。吸血被害を出したくなければ今すぐ町の不審人物を洗いだせ。身分証を提示させ、確認できない場合には頭から聖水をありったけぶっかけろ。応じない奴やつは俺が直接──」

「え!?　ま、待って。待ってくださいってば！」

　扉を開けるなり機関銃の一斉射撃じみた早さで喋しやべりだした黒ずくめの男。

　そんな彼の前で、シルヴィ・クリアネットはあわてて手を振った。

「あの、もう一度最初からお願いします。どういうことでしょう。吸血鬼ヴアンパイアが……怪異エネミーが現れたと聞こえた気がしたんですが」

「そう言っている」

　扉によりかかる姿勢から身を起こし、黒ずくめの男が気け怠だるげな足取りで教会の床を歩いてくる。

　今、この礼拝堂に信徒の姿はない。

　朝礼拝と夜礼拝のちょうど間の時間帯。シルヴィも教会の掃除を終えてようやく一息つけるとほっとしていた。その矢先のことである。

「俺はノア。ノア・イースヴェルト、北アルトリア代行者連盟リーグの代行者ハンターだ」

　伸ばした黒髪に、床につくほど丈のあるロングコートも黒。

　身長はブーツ抜きでも百八十センチを超えているだろう。

　顔立ちは端整ながらも目つきが悪いのか不機嫌なのか、向かい合っているだけで後ずさりしたくなるほどに眼光が鋭い。

　……どうしよう絶対に怖い人だ。

　……しかもわたしが絡まれちゃった。

　そんな内心の呟つぶやきが。

　代行者ハンターノアと出会った当初、シルヴィが抱いた印象だった。

「この教会のシスターだな」

「シスター見習いです……シルヴィと申します」

　グレゴリオ聖教の青の修道服、その裾をぎゅっと握りしめてシルヴィは頷うなずいた。

　シルヴィ・クリアネット──

　色素の薄い金髪に、淡い碧へき眼がんが特徴である少女である。

　この春で十七歳。

　聖教法では立派に成人扱いされる年齢だが、髪の毛が外向きに跳ねて幼稚っぽく、声質も幼いため、町の住民からは今もシルヴィ「ちゃん」と子供扱いされてしまう。

「見習いか」

　値踏みするように、ノアと名乗る代行者ハンターに頭から靴先まで眺めまわされた。

　聖教に尽くす身とはいえシルヴィも若き乙女おとめだ。

　修道服の上からでも女性らしい身体からだの線はわかってしまうし、何よりじっと顔から身体まであからさまに見つめられるのは抵抗がある。

「あ、あのですね！」

　一歩前に出る。

　初対面の少女を無遠慮に眺めまわすのはあまりに無礼な行為でしょう。そうシルヴィが口にするより先。

　ノアが、やれやれと肩をすくめてみせた。

「なるほど。とりあえず吸血鬼ヴアンパイアがシスターに化けているわけではないらしい」

「は、はい!?」

「吸血鬼ヴアンパイアが町に潜伏している場合にまず考えられる可能性だ。聖教の教会は怪異エネミー討伐に長たけた神父とシスターの溜たまり場ばだからな。そこを先に潰してしまえば、あとは邪魔者もなく町を支配できる」

　淡々と告げる黒ずくめの代行者ハンター。

　そう、つまりこのノアという男は教会を訪れるなり、初対面のシルヴィを前にいきなり「怪異エネミーが人間に化けているのでは？」と疑ってかかっていたのだ。じっと凝視していたのも、その挙動から正体を見破るためだったらしい。

「気にするな」

「気にします！　よりによって怪異エネミーに疑われるなんて」

「もう済んだ話だ。そして俺の要求を先に伝える。ある吸血鬼ヴアンパイアが町に潜伏した可能性が高い。この教会なら住民情報を記録しているはず。それを今すぐ俺に渡せ」

「教会の記録を!?　それは……」

「随分な言いぐさですね」

　落ち着きはらった声。

　そう答えたのはシルヴィではなく、礼拝堂の奥にある通用口に立つ白衣の女性だった。

　背丈はちょうどシルヴィと並ぶほどだろう。シルヴィより幾分色いろ褪あせた金髪に、彫りの深い顔立ちのシスターである。

「カタリナ・クリアネットと申します。妹の指南役を仰せつかっていますわ」

「姉妹そろってシスターというわけか。敬けい虔けんなことだ」

「ノアと仰おつしやる代行者ハンターよ」

　言葉づかいこそ丁寧だが、カタリナが明確な怒りの感情を声音に滲にじませた。

「ここを何処どことわきまえますか」

「バイエルン連邦都市第十四州トスカリア自治区、そのユリウス教義派グレゴリオ聖教の教会だ。俺の記憶違いでなければな」

「結構です」

　カタリナと名乗る女性が、その場で腕組み。

「ならば理解しているはずです。ここはグレゴリオ聖教の教会で、私たちは怪異エネミーの討伐訓練を受けた正式なシスター。吸血鬼ヴアンパイアが町に潜伏した可能性があると？　たとえそうだとしても代行者あなたの出る幕はありません」

「お、お姉ちゃんそれは……」

「今は私が話しています」

　ピシャリと言葉を打ちきって。

　妹シルヴイが押し黙るのをよそに、姉カタリナがさらに言葉を続ける。

「代行者ハンターは、聖教の教会がない地域で怪異エネミー討伐を請け負うもの。この町に私たち聖教のシスターがいる以上、あなたは必要ないでしょう」

　この世界に存在する異形たちの総称「怪異エネミー」。

　吸血鬼ヴアンパイアをはじめ、怪異エネミーは聖素による浄化でなければまず討伐が不可能とされている。ゆえに民衆は、聖素の秘奥を扱うグレゴリオ教会に縋すがる日々を送っているのだ。

　……が。

　すべての村や町にグレゴリオ聖教の教会があるわけではない。そうした時、怪異エネミー討伐を聖教にかわって行う者が代行者ハンターである。

　このノアという男もその一人だろう。

　有名無名の区別はシルヴィにはわからない。聖教にとって代行者ハンターはいわば商売敵。そんな相手の名前など聞く機会がほとんどないからだ。

「この町に代行者ハンターの介入は不要です」

　胸に手をあてて謳うたいあげるカタリナ。

「そもそも本当に怪異エネミーがいるとでも？」

「何が言いたい」

「怪異エネミーが出た。そう偽って無力な民衆から法外な報酬を手に入れる。そうした詐欺まがいが平然と行われているそうではないですか」

　ここトスカリア自治区で吸血鬼ヴアンパイア被害の報告はまだ出ていない。なのに吸血鬼ヴアンパイアが潜伏しているとなぜ判断できるのか。

　つまり言いがかりでしょう？

　暗にそう問いつめるカタリナに対し、代行者ハンターは表情一つ変えずに断言した。

「臭いだ」

「は？」

「怪異エネミーの行方は怪異エネミーに追跡させるのが一番手っとり早い。遅いぞエルザ」

　ぎぃ、と扉が開く音。

　夕暮れ時の強い日ひ射ざしを背に、現れたのは頭の先から爪先まで真っ白な少女だった。

　生気が感じられない白の肌。

　雪のように白い銀髪に、着ている薄着のドレスも染み一つない白。ただ一箇所──少女の双そう眸ぼうだけが鮮血のように赤い。

　不気味なほどに赤い目。そして身に湛たたえた異様な冷気。

　エルザと呼ばれる少女が現れた途端、礼拝堂の気温が下がった。シルヴィが思わずそう感じるほど、少女の雰囲気は明らかに異質だった。

「ノア」

　凜りん、と鈴を転がすような声が少女の唇を伝って響く。

　それだけを聞けば可愛かわいらしいと思えるのに、胸に刃やいばを突きつけられているかのような寒気を感じずにはいられない。

「奴の臭いが一帯に漂っている。この町のどこかに隠れているのは間違いない」

「──だそうだ」

　ノアの背後に隠れる白の少女。

　そんな彼女に小さく頷くや、再びノアがシスターの姉妹を見やって。

「俺の追っている吸血鬼ヴアンパイアはこの町にいる」

「……意味がわかりかねます。臭いとは？　その少女に何がわかるというのです」

「まずは動け」

　黒の代行者ハンターからの返事は冷ややかだった。

「怪異エネミーは今この時も町を闊かつ歩ぽしている。対応するなら今すぐにだ」

「不要です。たとえあなたの話が正しいとしても」

「なぜだ？」

「吸血鬼ヴアンパイアとなれば怪異エネミーの中でも上位種。ならば私たちグレゴリオ聖教の信徒がすべきことは、その報しらせを聖都に送ること。すぐに聖歌隊ピルグリムも派遣されるはず」

　聖歌隊ピルグリム──

　ユリウス教義派グレゴリオ聖教がほこる、聖素の秘奥を修めた怪異エネミー討伐の戦闘部隊だ。ユリウス市国をはじめ周辺都市と友好区にしか派遣されないが、ここトスカリア自治区は幸いにして友好区に認定されている。

「聖歌隊ピルグリムがすぐにやってくる以上、やはり代行者ハンターは必要ありません」

「すぐに？　それは何日後の話だ？」

「二日。遅くとも三日以内には到着するでしょう。わかりますか。あなたのように金で怪異エネミーを倒す雇われ者ではなく、己の正義と信仰で怪異エネミーを退治する者が──」

「遅い」

　カタリナの口上が、ノアの一言によって断ちきられた。

「三日か。それだけ悠長な時間を与えれば町が全滅する」

「……なんですって」

「俺が追っているのはただの吸血鬼ヴアンパイアじゃない。大敵アークエネミーだ」

「大敵アークエネミーが!?」

　その一言に。

　姉から止められていながらも、シルヴィは反射的に悲鳴を上げてしまった。

「シルヴィ」

「だ、だってお姉ちゃん……！」

　五百年前の『大接触』を機に、突如として現れた怪異エネミーと呼ばれる怪物たち。

　何十体という群れで人間を襲う屍鬼グールや死霊ゴーストに、単独活動を好む人狼ワーウルフや吸血鬼ヴアンパイア。

　その種族は様々だが、大敵アークエネミーと称される個体は、さらに特別な危険性を有するものとして知られている。

「大敵アークエネミーっていえば、一体いるだけで町一つが滅びるっていう……」

「町一つ？　認識が甘いな。たった一体で人類を滅亡の危機に追いやる怪物の中の怪物。それが大敵アークエネミーだ」

　シルヴィ、そしてカタリナを順に睨にらみつける黒の代行者ハンター。

「大敵アークエネミーに指定された怪異エネミーは三十三体。うち、人類が五百年かけて討伐できたのは二十一体。今も生き残ってる十二体は、人類が総力を挙げても仕留めきれなかった怪物だ。普段は完全に気配を絶ち、人の目の届かない場所に潜んでる」

「その怪物が、ここに？」

「ゼルネッツァ・Ａ。通称は『異形を撒まき散ちらすもの』。お前たち教会のシスターも名前は聞いたことがあるだろう。この町一つを潰すのに三日かかると思うか？」

「そ、それは……」

　答えに行き詰まってシルヴィが目をそらす。

　だが、隣に立つ姉はなお気丈な態度を崩していなかった。

「黙って聞いていれば……たかが代行者ハンターが、いい加減になさい！」

　ノアへと指を突きつける。

「話を大きくすれば教会が頭を下げるとでも思いましたか。あいにくと、今のであなたの化けの皮が剥はがれたというのに」

　沈黙する黒の代行者ハンター。

「あなたの標的が大敵アークエネミー？　冗談も大概になさい。一体の怪異エネミーだって討伐は危険を伴うものです。大敵アークエネミーとなれば聖都の聖歌隊ピルグリムが総出で立ち向かう事態でしょう。それを、あなた一人でどう倒すつもりなのですか」

「…………」

「その沈黙は、弱みを突かれて答えに窮したと捉えてよいのでしょうか？」

「ああそのとおりだ」

　ノアの応えは深い溜ため息いきだった。

　顔を背けて、呆あきれたと言わんばかりに首をふる。

「代行者ハンターへの敵対心で凝り固まってるお前には、何を言っても時間の無駄か」

　彼がきびすを返し、背を向けた。

「せめて教会の周りに聖素の儀礼具をありったけ埋めておけ。簡素な結界だが、聖歌隊ピルグリムの到着までの一時しのぎだ。聖水の服用も忘れるな」

「信仰なき代行者ハンターが、グレゴリオ聖教の儀礼をシスターに説教ですか？」

「忠告だ」

　礼拝堂の扉を荒々しく開けて去っていくノア。

　その後ろに控えていたエルザという少女も扉の外へ。そうシルヴィが思った矢先、真っ白な髪をなびかせて少女がふり向いた。

　──嗤わらっていた。

　真っ赤な満月のような瞳。

　つりあげた唇の端に鋭い八重歯を覗のぞかせて、今の今までノアと姉カタリナのやりとりを静かに見守っていた少女が、異様な輝きを目に湛えて嗤っていたのだ。

　このバカどもが。

　喩たとえるなら、そんな笑み。

「な、なんですかその表情は！」

　カタリナが声を荒らげて叫ぶも、白髪の少女は答えなかった。再び無表情となった横顔を向けたまま、ノアの後を追って消えていく。

　そして静寂。

　礼拝堂に普段の静けさが戻るなか、シルヴィはおずおずと姉にふり返った。

「お姉ちゃん……」

「惑わされてはいけません」

　エルザという少女の奇怪な笑みに挑発されたことを恥じたのだろう。そう口にするカタリナの声は小さな動揺を孕はらんでいた。

「ここはグレゴリオ聖教の教会。わたしたちが怪異エネミーを恐れていては誰が民衆に安らぎを与えられるというの」

「う、うん」

　姉の言葉は正しい。それはシルヴィも本心からそう思う。

　代行者ハンターにも優秀な者がいるとは聞くが、彼らは対価分の働きしかしない。

　報酬を払えない者に手を差しのべる代行者ハンターはいないだろう。困窮した民衆をあまねく救う聖教の教えと、そのための教会こそが必要なのだ。

　……そうだよね。

　……わたしも怖がってちゃダメだから。

　胸に手をあてて動どう悸きを鎮める。

　しかし一方で不安がないというのも嘘うそになる。

「あ、あのお姉ちゃん」

「何ですかシルヴィ」

「さっきのノアって人が言ってた話だけど、大敵アークエネミーが町に潜伏してるって。もし本当だったら……」

　大敵アークエネミーゼルネッツァ・Ａ。

　大敵アークエネミーにはそれぞれ名前の後に遭遇地が記されており、ゼルネッツァに続く「Ａ」は最初に被害報告が出された「アルトリア地方」の略称である。

　本当にそんな怪物が潜んでいるのなら、この町一つ滅ぼすのに三日とかかるまい。

「一応、確かめた方がいいと思うの……」

「わかりました。あなたがそこまで言うのなら聖都に確認の報告を入れておきます。が、まあすぐに嘘とわかるでしょう」

　平静を取りもどした声音で、カタリナ。

「それに見ましたか彼のコートを」

「……うん。あの大きな聖教紋章でしょ？」

「まったくふざけた真似まねを。なぜあんな代行者ハンターが聖教の紋章をコートに付けているのか。しかもあんな大げさな紋章を四つも」

　ノア・イースヴェルトと名乗った彼。

　黒ずくめである彼のコートには、グレゴリオ聖教の秘奥を修めた証である紋章が四つも刻印されていたのだ。

　そもそも聖教の信徒ではない者が、聖教の紋章を付けている時点でありえない。

　さらに言えば紋章は修行地を示すもの一つが規則。グレゴリオ聖教の教皇さえも、その法ほう衣えにつける紋章は一つかぎりである。

　それが四つ。

　聖教十字痕とでも言うべきか───聖教紋章を上下左右に並べて派手な十字型の模様を形成し、それをコートに刻印していた。

「グレゴリオ聖教に対する挑発に他なりません。なんと無礼な」

　語気を荒らげて口にする姉。

　……そっか。だからお姉ちゃん怒ってたんだ。

　……いくら代行者ハンターだからって、初対面の人にあんな冷たい態度とらないもんね。

　聖教を小馬鹿にした衣装。

　だからこそ姉カタリナも怒りを覚えていたのだろう。

「話は終わりです。シルヴィ、夜礼拝の準備はできていますね。祭壇の花の水は交換しましたか？　気鳴楽器パイプオルガンの手入れは？」

「だ、大丈夫です！」

「結構。では、私は神父ニコルと夜礼拝の打ち合わせをしてきます」

　礼拝堂の奥へと姉が去っていく。

　たった一人礼拝堂に取り残されて、シルヴィは己の拳を握りしめた。

　姉の毅き然ぜんとした態度は時に厳しくも思えるが、シルヴィにとっては尊敬すべき姿でもある。この堂々とした姿勢が頼もしいからこそ、民衆は怪異エネミーに怯おびえることなく暮らせるのだから。

「そ、そうだよね……だからノアって人が言ってたような心配はないよね……」




〝教会の周りに聖素の儀礼具をありったけ埋めておけ〟




　ふと思いだす彼の忠告。

　姉カタリナは気に留とめていなかったが……

　聖素の儀礼具なら倉庫に予備がある。教会の庭に埋めるくらいなら自分シルヴイ一人でも一時間とかからないだろう。夜礼拝までには──

「シルヴィ、こちらへ。神父ニコルが呼んでいます」

「え？　あのわたし用事が……」

「早くおいでなさい」

「は、はい！」

　礼拝堂の奥から姉に呼ばれ、シルヴィは急ぎ足で駆けだした。

　頭の片隅に、彼の言葉を思い浮かべたまま。
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　ノアという代行者ハンターの来訪から一夜明けて。

　ここトスカリア自治区は、教会も商店街も、買い物に出かけたシルヴィが拍子抜けするほど穏やかだった。

　鮮やかな赤あか煉れん瓦がの町並みは美しく、大通りは道行く人と露天商で賑にぎわっている。

　昨夜、念のため普段より多めに聖水を服用したことさえ勿もつ体たいないと感じられるほどに、町は活気に満ちていた。

「──だから言ったでしょう」

　教会に戻ってすぐ。

　見たままを報告したシルヴィに、姉カタリナの反応は苦笑まじりの溜息だった。

「私と神父ニコルも昨晩のうちに町を見回りに出ましたが、穏やかなものです。皆、静かに寝入っていました。夜の通りを歩いていたのは野良猫一匹です」

「うん。よかったよね」

「ただ、あのノアという男……」

　珍しくも姉が口ごもる。

　その仕草に違和感を覚え、シルヴィは姉の顔をじっと見やった。

「お姉ちゃん、あの人がどうしたの？　聖都に連絡して、本当にノアっていう代行者ハンターが北アルトリア代行者連盟リーグにいるか調べてもらうって」

「ええ」

　煮えきらない表情で姉が首肯。

「結論から言うと、確かにノアという代行者ハンターは北アルトリア代行者連盟リーグに存在しているようです。それも……」

「それも？」

「最強の代行者ハンター」

　一拍置いて、姉が掠かすれた声を絞りだした。

「過去に三体もの大敵アークエネミーを単独で撃破。この記録は怪異エネミーが発生してからの五百年で前代未聞。二年前の北アルトリア王国襲撃事件では、無数の怪異エネミーから現ヴィクトリア女王を救出し、一年前にはシュバナ湖騒動をたった一人で解決に導いたと」

「あの人が!?」

　驚きよう愕がくのあまり、シルヴィは一瞬息が詰まりかけた。

「大敵アークエネミーを三体なんて……そんな数字、聞いたことないよ！」

　歴史上指定された三十三体の大敵アークエネミーのうち、討伐できたのは二十一体。これは世界中の聖者や騎士、代行者ハンターが五百年かけて倒した総数だ。

　そのうち三体を一人で？

　グレゴリオ聖教の名だたる聖者でさえ、単独で大敵アークエネミーを倒した記録は「一人で一体」が最高だと聞いている。

　ノアという男がどれだけ途方もない凄すご腕うでなのか。

　記録が否いやが応にも物語っている。

「じゃあやっぱり、この町に大敵アークエネミーがいるっていう話も……？」

「…………」

「わたし、今すぐあの人探してくるよ！　まだ町にいるかもしれないし！」

「本物と決まったわけではありません」

　低く押し殺した声の、姉。

「たしかに彼があのノアならば大敵ゼルネツツアが町にいるという話にも信しん憑ぴよう性せいがあります。ですが私たちは彼の代行者証ライセンスも確認していない。よく似た他人が有名な代行者ハンターを名乗る手口は、もう百年以上前からある詐欺です」

「でも……」

「落ちつきなさいシルヴィ。たった今、あなたは町の様子を見てきたばかりでしょう？　穏やかで平和だったと報告したのはあなたです。昨晩、私と神父ニコルが見回りに出た時も怪しい影など見あたらなかった」

　聖歌隊ピルグリムが到着するまでに町が滅びると警告したノア。

　だが丸一日経たっても町には不審な点一つない。危険な吸血鬼が潜伏しているのなら既に町で被害者が出ていなければおかしいだろう。

　それが姉の論だ。

「……勢いよく話しすぎて喉を痛めました」

　こほん、と一つ咳せき払ばらい。

　今朝方からカタリナの顔色が悪いことはシルヴィも知っている。

「お姉ちゃん、昨晩の見回りで帰ってくるの遅かったから」

「……少し夜風に当たりすぎたようです。神父ニコルも少し熱っぽいと言っていました。夜礼拝まで仮眠すると」

「ほら、お姉ちゃんも寝てなよ。今日の夜礼拝の伴奏はわたしがやるから」

　姉の背中をさすってやる。

　姉はもともと身体が強い方ではない。それでも毎日厳しい訓練に耐えているのは、ひとえに強固な信仰心の賜たま物ものだろう。

「ですが夜の見回りが……」

「それもわたしがやるから。はい、もう寝る。わかった？」

「……夜礼拝の賛美歌は三百一番ですからね」

「はいはい！」

　姉の背を押して自室へと向かわせる。

　再び一人になった礼拝堂で、シルヴィは大きく息を吸いこんだ。

「さ。夜礼拝の準備しないと。あと夜の見回りの準備も」
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　町が寝静まる、時刻。

　シルヴィの見上げた天そらは夜の帳とばりによって黒一色に塗りつぶされて、輝く星と月もまた、棚引く灰色の雲に隠れてしまっていた。

「うぅ寒いよ。コート着てくればよかったかも」

　背筋を粟あわ立だたせる寒気を感じ、シルヴィは身をふるわせた。

　肩を強こわばらせながら進んでいく大通り。

　明かりとなるのは街灯と手元のランタンだけ。暗がりに紛まぎれ、十メートルほど離れた建物はもう朧おぼろ気げな輪郭でしか判別できない。

「夜の大通り、こんな静かだったんだ……」

　ふと道の真ん中で立ち止まってふり返る。

　静寂。

　大通りは、まさしく音という音が消滅した沈黙の空間だった。シルヴィの金髪がなびくほど夜風が吹いているにもかかわらず、風のざわめきさえ聞こえない。

　……昼間はあんなに沢山の人で賑わってたのに。

　……まるでゴーストタウンみたい。

　シスター見習いとして、シルヴィは姉と神父ニコルとともに聖地を巡礼したことがある。その途中で立ち寄った村の光景が、今の大通りによく似ているのだ。

　怪異エネミーに襲われて膨大な魔素に汚染されてしまった村。

　近隣の教会の神父とシスターが総出で魔素を浄化したものの、もはやその村に村人が戻ることはなかった。

「……って、そんなこと考えてちゃダメだよね。ええと、あとはレスキン夫妻の診療所を通って、そこで折り返せば。大きな道はぜんぶ見て回ったから」

　急いで引き返そう。

　自分には、姉と神父の看病という仕事が待っている。

「お姉ちゃんも神父ニコルもすっかり風邪ひいちゃって。もう、二人とも真ま面じ目めなんだから。この寒さの中を一晩見回り続けたら体調も悪くなるのに」

　教会に併設した宿舎で寝ている二人。

　姉カタリナは咳が止まらず、神父ニコルはすっかり熱が出て寝込んでいる。夕食後に薬を飲んで寝ている二人のためにも早く戻りたい。

「うん。レスキン夫妻の家まわりも異常なし！」

　民家の中でも一際大きい診療所を見上げる。

　自治区の外れにある教会からここまでで、ちょうど自治区の端から端まで巡回を終えた。あとは教会までまっすぐ帰るだけ。

　シルヴィがそうきびすを返した直後。

　眼前の診療所の窓ガラスが、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちった。

「え!?」

　澄みきった金属音。

　鼓膜をつんざくように甲高い音が、静寂の大通りにこだまする。




　──それは人の絶叫だった。




　この町では珍しい木造住宅。清潔感ある白ペンキで装飾されたペンション風の診療所で、突如として異変は起きた。

　ガラスが砕けて大穴の空いた窓。

　そこから這はい出でてきたのは、一人の大柄な男だった。

「レスキン医師!?　ど、どうしたんですか！」

　街灯の下、初老の男の相貌が浮かびあがる。

　寝間着姿であるのは就寝時だからだろう。

　だが右手には金属製のパイプ椅子が握られており、視線も虚うつろでどこを見ているかわからない。口は半開きで、聞き取れぬ独り言を絶えず呟いている。

　錯乱か？

　否。その異様な姿を前にシルヴィの脳裏をよぎったものは、一つの悪寒。シスターの訓練で学んだ、ある症状に酷似していたのだ。

「まさか!?」

　咄とつ嗟さに跳び退がる。

　シルヴィの握るランタンが、医師の振り回した椅子に薙なぎはらわれて拉ひしやげ飛んだ。

「吸血鬼ヴアンパイアの吸血症状！」

　これが吸血鬼ヴアンパイアと呼ばれる怪異エネミーの脅威だ。

　吸血時に牙から魔素を注入して意識を奪い、人間を操り人形とする。ランタンが破壊される直前、レスキン医師の首筋に赤い血痕が浮かんでいるのを確かに見た。

　これが大敵アークエネミーゼルネッツァの仕業？

　真実だったのだ。ノアという代行者ハンターの言葉は正しかった。

「っ……」

　パイプ椅子の巻き起こす風音に寒気が走る。

　大柄なレスキン医師とはいえ、重量のあるパイプ椅子をまるで木の枝のように軽々と振り回す膂りよ力りよくは異常というほかない。これも魔素によって意識を失い、己の肉体が壊れるまで荒れ狂う人間の症状である。

　だがシルヴィも、実際に吸血鬼ヴアンパイアに操られた人間を見るのは初めてだ。

　……怖い。

　生気を失った人間が操られる様は、こうも不気味なのか。

「っ、勇気を出しなさいシルヴィ。何のためにシスターをやってるの！」

　震える太ふと股ももを叩たたいて叱しつ咤た。

　自分にそう言い聞かせ、シルヴィは吸血鬼ヴアンパイアの傀かい儡らいと睨みあった。

　まだ間に合う。体内の魔素を取りはらうことで傀儡は解ける。今すぐこの医師を教会に連れていって聖素の治療を施さなくては。

「──────ッッ！」

　もはや人間とは思えぬ咆ほう吼こうを上げるレスキン医師。

　片手でパイプ椅子を振りあげるや猛烈な速度で飛びかかってくる。普段なら腰痛で歩くことさえ辛つらいといっていた初老の男が、だ。

　……なんて惨むごたらしい。

　……絶対、ここで止めないと！

　振り下ろされるパイプ椅子。

　脳天めがけて迫る凶器を前に、シルヴィは、拳を思いきり振りあげた。

「砕サイッッ！」

　轟ごう音おん。

　金属の凶器が大きく歪ゆがみ、それを握っていた医師の身体が一瞬宙に浮くほどの衝撃が、シルヴィの拳に込められていた。

　──剛腕無比。

　それがシルヴィ・クリアネットという少女を極めて端的に捉えた言葉だろう。

　シスターという言葉から非力な女性を連想する者も多いが、グレゴリオ聖教のシスターは怪異エネミーと戦う要員である。教会で肉体強化の秘術を習い、聖水を服用することで体内に聖素を蓄える鍛錬を最低でも三年以上。

　これによってシスターと呼ばれる戦闘員が誕生する。

「レスキン医師、ごめんなさい！」

　少女の脚線美が街灯に照らし出された。

　頭よりも高く振りあげられたシスターの靴先が、傀儡となった男の手首を強打。美しい舞を舞うかのごとく洗練された一撃で、その手のパイプ椅子を蹴り落とす。

「……いける？」

　膝をつく医師へと一息で距離を詰める。

　狙いは顎先だ。

　傀儡となった人間を無力化するには神経が集中した箇所を打ち、昏こん倒とうさせること。

　確実に決める。その決意でシルヴィが掌打の構えを取った矢先、右肩に異様な重さがのしかかってきた。

　初老の女性。

　レスキン医師と似た無地の寝間着を着たふくよかなその面影は──

「そんな、レスキン女医まで!?」

　レスキン医師の助手であり最愛の妻。その彼女が夫と同じ虚ろな目でこちらを見つめ、人間離れした腕力で肩に飛びついていたのだ。

　──不覚。

　同じ家に住む夫妻であると知りながら、なぜその可能性を失念していたのか。大敵アークエネミーゼルネッツァ・Ａに襲われたのは夫一人ではなかった。

「は、離してください！」

　思いきり身体を振っても離れようとしない。

　肉体強化したシルヴィが全力で殴打すればさすがに剥がせるだろうが、そんなことをすればレスキン女医の身体が保もつまい。

　その葛藤が、シルヴィに一瞬の虚を与えた。

「レスキン医師!?」

　顔と顔とが触れあうほどの至近距離。

　シルヴィがふり返ったそこに、地に落ちたパイプ椅子を再び拾い上げた男が迫っていた。背後の妻に意識を割くあまり、前方の気配に気づかなかった。

「…………」

　三み度たび、医師がパイプ椅子を握りしめる。

「しまっ──」

「躊ちゆう躇ちよするな」

　銃声。

　レスキン医師の握る椅子、その脚が木っ端微塵に吹き飛んだ。いつの間にか一人の男が医師に追いついて、至近距離から銃を発砲したのだ。

　夜の暗がりと同化する黒ずくめの男。

　代行者ハンターノア・イースヴェルトがそこにいた。

「迷うな。吸血鬼ヴアンパイアの傀儡に対する最善手は『手段を選ばず最速で無力化させること』だ」

「ッッッッッッッ！」

　怒号を発して医師がふり返る。

　吸血鬼ヴアンパイアの魔素によって生き人形と化した男が、代行者ハンターめがけ飛びかかる。その踏みだした両足が、ノアが無造作にくり出した足蹴にまとめて刈り取られた。

　背中から転倒する傀儡。

　起き上がろうとする顎先を、ノアの靴先が正確無比の精度で蹴り上げる。頭蓋骨に守られた脳が揺らぎ、為なすすべなく昏倒するレスキン医師。

「やってみろ」

「や、やるって？」

「何のためのシスターだ？　お前の肩にしがみついてる傀儡は、お前が憎くて抱きついてるわけじゃない。お前に助けてほしいから縋っているんだ」

　その一言に──

　シルヴィは、肩にしがみつく女医の腕を両手で握りかえした。無我夢中で。腰を落とし、女医の身体を背負い投げで放り投げる。

　勢いに圧倒されて離れる女医。

「……ごめんなさい！」

　地に膝をついて踏みとどまった彼女めがけて、シルヴィはその顎先をヒールの爪先で蹴り上げた。ノアの足蹴と寸分違たがわぬタイミングと角度で放たれた足蹴を受け、女医もまた眠るように倒れていく。

「……っ、はぁ……ぁ……っ……」

　荒らげた息を鎮めることも忘れて女医を睨みつける。

　まだ油断はできない。今の一撃で本当に無力化できたのだろうか。

　……たった五分も動いてないのに。

　……息が苦しい。汗も全然止まらない。

　実戦とはこれほどまでに精神をすり減らすものなのか。しかもこれは怪異エネミー本体ではない。吸血鬼ヴアンパイアに操られた哀れな犠牲者なのだ。

「くっ……！」

「もういい」

　拳を握るシルヴィの肩に手が触れる。

　気づけば──黒ずくめの代行者ハンターが、自分のすぐ隣に立っていた。

「完璧に昏倒してる」

「…………は、はい」

　胸に溜たまった息を吐きだした。

　膝がふるえている。ただその場に立っているだけなのに、気を抜けば意識を失って倒れてしまいそうだ。

「片付いたな。あとは好きにしろ」

「え？　ま、待ってください！　あ、あの！」

　背を向ける代行者ハンターを呼び止める。

　昨日から姿を見せなかった彼。今までどこで何をしていたのか気になるが、この状況では先に聞かねばならない事がありすぎる。

「好きにしろって、ええと、どうすれば。吸血鬼ヴアンパイアもまだ残ってるし、レスキン夫妻も助けなくちゃいけないし……」

「なぜ代行者オレに聞く」

「……わたし、本物の怪異エネミーに遭ったの初めてで……その……」

　教科書マニユアルに無いのだ。

　怪異エネミーと戦う訓練も、傀儡となった民衆を助ける訓練も受けている。さらに言えば一人が怪異エネミーと戦ってる間にもう一人が傀儡を救出するチーム連携も経験がある。

　だがこの場はどうだ？

　吸血鬼ヴアンパイアが町に潜伏しているのは確実だが、いまだに姿を見せていない。

　傀儡となったレスキン夫妻には一刻も早い魔素の浄化が必要だろう。だが傀儡となった犠牲者がこの二人だけとも限らない。

　この状況で何を最優先に動けばいいのか。

　シスター見習いに過ぎない自分シルヴイには判断のしようがないのだ。

「言ったはずだ。怪異エネミーとの戦いは時間がすべて。聖歌隊ピルグリムの加勢を待つと言えば聞こえはいいが、それは結局、自分が民衆を救うという意識の欠落の表れに過ぎない。怪異エネミーがつけこむのは、まさにそんな人間の心の弱さだ」

「……言い返す言葉がないです」

　唇を噛かみしめて頷き返す。

　ノアという代行者ハンターはこの現状を予測した上で、自ら怪異エネミーを倒すと名乗り出てくれた。それを無む下げに断ったのは教会だ。

「昨日のわたしとお姉ちゃ……姉の態度は深くお詫わびします。だからお願いです、手を貸してくださいませんか」

「────」

　ノアが小さく溜息。

　手にした銃を収めた彼がふり向いた先は、大通りだった。

「まずはこの夫妻を教会に連れていけ。お前の姉と神父に任せれば魔素の浄化は問題ないだろう。その後、お前は大通りに戻って町の一軒一軒を全部見てまわれ。他に吸血被害がないかどうか」

「は、はい！」

「その際、扉を叩いて住民を起こせ。寝ている間に吸血被害に遭ったらどうしようもない。応じなければ家の窓ガラスを割ってでも叩たたき起おこせ」

「……わかりました」

　最速こそ最善。

　まさに彼の言葉を体現するであろう手段だ。

「そうしたらノアさんは？」

「俺にできるのは怪異エネミーの討伐だけだ。吸血鬼ヴアンパイア二体の居場所を探す」

「……二体って？」

「気づいていないのか」

　呆れた口調を隠さずに、ノア。

「この夫妻を襲ったのは大敵アークエネミーゼルネッツァ・Ａじゃない」

「違うんですか!?」

　まるで謎解きミステリーめいた話だ。

　町を襲った犯人だと確信していた吸血鬼が、犯人ではない？

「何かあればすぐ聖歌隊ピルグリムに加勢を依頼するシスターの典型例だな。町を襲う怪異エネミーがどんな奴かもろくに調べようともしない」

「……面目ないです」

「まあいい。どうせ教会にいる神父もお前の姉も、お前と同じだろうからな。そいつらにはお前から伝えておけ」

　あまり時間はないんだが──

　口早にそう告げるノアが見下ろしたのは、路面に倒れた夫妻二人だった。

「吸血鬼ヴアンパイアと呼ばれる怪異エネミーに襲われた人間の症例がコレだ。吸血行為によって傷口から魔素を注入されて操り人形になる」

「は、はい。そこまではわたしも知ってます……」

「しかし、これはさほど深刻な被害じゃない。大都市には魔素症例の集中治療院メデイカルセンターがある。そこで聖素医療を受けて魔素を取り除けばいい。もちろんグレゴリオ聖教の教会でも同じ治療ができる。つまり襲った人間を操り人形にする程度では人類全滅の脅威にはなりえない。『大敵アークエネミー』の指定にはほど遠い」

　大敵アークエネミーゼルネッツァ・Ａ。

　過去五百年でわずか三十三体しか認定されていない大敵アークエネミーと呼ばれるには、別の理由があるということだ。

「異形を増殖させる吸血鬼ヴアンパイア。それが大敵アークエネミーゼルネッツァだ」

「……増殖？」

「人間を変異させる。吸血した人間を一定確率で怪異エネミーに変貌させる能力をもつ特異個体。それが、ゼルネッツァが大敵アークエネミー指定された理由だ」

　彼が見つめていたのは夫妻の、首筋にある吸血痕だった。

　注射針で刺されたような血痕が残っているものの、二人の外見に異常はない。

「ゼルネッツァに吸血された被害者は傀儡とならず、そのかわり体調不良を訴える。寒気や頭痛が典型だが、問題はその後だ。確認できているかぎり過去二百人の被害者のうち七十人が、体調不良ののち二晩以内に怪異エネミーへと変貌を遂げた。わかるか？　その怪異エネミーの中に吸血鬼ヴアンパイアがいた場合、今度はソイツによって周りの人間が傀儡にされていく。だから危険なんだ」

　町一つが壊滅するのではなく町一つが怪異エネミーの巣窟になる。

　それが世界各地で頻発すれば、人間の社会など瞬く間に蹂じゆう躙りんされるだろう。その危険性から、グレゴリオ聖教はゼルネッツァ・Ａを大敵アークエネミーと認定したのだ。

「あの……」

「なんだ」

「怪異エネミーになった人たちっていうのは……」

「当然の疑問だな」

　極めて平然とした口調で先を続ける代行者ハンター。

「怪異エネミーとなった肉体は二度と元に戻らない。人間としての自我は、これは時間との戦いだな。速やかに適正な処置を施せば戻る場合もあるが、そうでなければ手遅れだ。だから言っただろう。最速こそが最善だと」

「……はい。教えて下さってありがとうございます」

　ずきん、と痛む胸に手をあててシルヴィは頭を下げた。

　速やかな初期対応。彼の言うとおり教会が協力していれば、レスキン夫妻がこんな苦しい思いをすることもなかったかもしれない。

「話は終わりだ。二人を教会に連れていけ」

「は、はい！」

　小柄なレスキン女医を背中におぶい、さらに大柄な男性医師を抱き上げる。肉体活性の術式さえ万全ならば造作ない。

　そんな中──

「そういえば、俺からも一つ尋ねる」

　ノアが訝いぶかしげに目を細める仕草。

「お前は、教会に配属される前に聖歌隊ピルグリムの特殊訓練でも受けていたのか」

「……はい？」

「先の件だ。医師が振りかぶった椅子を拳で殴り返したな。相手の懐に瞬時に踏みこんだ体捌さばきといい、魔素で強化された人間を投げ飛ばす瞬発力といい、ずいぶんと思いきりのいい手慣れた動きだった」

「え……あの……単に必死だっただけですが」

「つまり訓練は受けていないと。一般的なシスターとしての護身術のみだと」

　こくんと頷く。

　シルヴィのそんな応答に、黒ずくめの代行者ハンターが苦笑をこぼした。それは、この男が初めて見せた人間らしい素朴な表情だった。

「一つ俺から助言だ。お前にシスターは向いてない。諦めろ。いつまで経っても見習いなのはそのせいだ」

「なんでです!?」

「聖歌隊ピルグリムへの編入届を出せ。お前は教会で聖素の秘奥を学ぶより、実際に怪異エネミーどもと殴り合う方がよほど向いている」

「わたしが!?　む、無理です。あんなエリート部隊なんて夢のまた夢で……」

　聖歌隊ピルグリムといえば聖都がほこる怪異エネミー討伐の専門部隊だ。

　過酷な訓練と規律に鍛えられた聖なる軍隊。彼らによって聖都が平穏を保っているのは疑いない。

「それにわたし、お姉ちゃんと一緒の教会にいたいから……」

「あの堅物か」

「本当はすごく良い人なんですよ！　頭も要領も良くて真面目で努力家で、ただちょっと厳格な──」

「待て」

　開きかけた口をノアの手に塞がれた。

「むぐっ……!?」

「聞こえないか。あの診療所の奥からだ」

　レスキン医師の診療所の裏側を指さす代行者ハンター。街灯の光からも遠く、路地裏へと続く道。その先を彼が瞬まばたきもせずに睨みつける。

「ここでの長話もムダではなかったな。先にしびれを切らして動いたか」

「……ノアさん？」

「傀儡特有の足音だ。聞こえないか」

　ずるり──

　何かが地を這うような音が、夜の風に運ばれてきたのはその時だった。

　ぞっと背筋が粟立つ奇怪な足音。足を地面につけて這いずっている。そんな気配が徐々に近づいてきた。

　街灯の光に照らされる人影。

　シルヴィの知る住民の面々だが、彼らの表情からは意識と生気とが抜け落ちている。

「そんなっ!?」

　この大通りの近隣住民たち何十人。

　何世帯だろうか。老人から大人、子供まで。そのすべてがレスキン夫妻と同じく、光を失った虚無のまなざしでこちらを凝視していた。

　……いつの間にこんな犠牲が。

　……三日なんてとんでもない。今日の朝までに本当に町一つが壊滅する？

「陰で待ち伏せしていたわけか」

　傀儡の群れを睨みつける黒の代行者ハンター。

「俺かお前が、あの路地裏に近づいたら傀儡たちに取り囲まれていたわけだ。ここで時間を食ったことが逆に幸いしたな」

「た、助けないと……！」

「そう思うのなら動け」

　視線はあくまで傀儡たちへと向けたまま。

「怪異エネミー討伐に影響はない。お前は夫妻そいつらを教会に運んでいけ。魔素の浄化は時間との戦いがすべてだ」

「ノアさんは!?」

「お前がここに戻ってくるまでに無力化しておく。一人残らずな」

　事もなげに断言してみせる。

　魔素の洗脳により肉体限界のタガが外れた傀儡たち。何十人という吸血鬼ヴアンパイアの手駒を前にしてなお、この代行者ハンターは一切の動揺を感じさせない。

　羨ましい、と。

　その広い背中を見てシルヴィは素直にそう感じていた。

　人間の脅威となる怪異エネミーに対してこうも堂々と立ち向かうことができる。シスターと代行者ハンターという犬猿の仲であるはずなのに、その後ろ姿のなんと心強いことだろう。

「行け」

「は、はい！」

　太股に力をこめる。

　無骨な言葉に背を押され、シルヴィは夜の町を走りだした。







　この続きは現在配信中の『ワールドエネミー　不死者の少女と不死殺しの王』にてお楽しみください
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